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天才パイロットの激情は溢れ出したら止まらない～痺れるくらいに愛を刻んで～










プロローグ




　残暑の厳しい東とう京きょうとは違い、フランスは秋が訪れるのが早い。

　一カ月前に訪れたときは日差しが強く気温も高かったパリ市街も、九月の半ばを過ぎた今では吹く風は涼しく過ごしやすくなっていた。

　昨日の午後フランスに到着し、今日は予定のない休養日。

　仕事仲間からのランチの誘いを断った俺は、ランニングをするためにひとりセーヌ川に来ていた。

　軽くストレッチをしてから走りはじめる。

　時差ぼけ解消とストレス発散のために、海外での休養日はいつも体を動かすようにしていた。

　仕事中は長時間狭い空間で座り続けなければならないから、こうやって外の空気を吸いながら走るのは気持ちがいい。

　秋の気配が漂いはじめた川沿いの遊歩道には、俺のようにランニングをする人や、ベンチに座ってのんびりと読書をする人。散歩を楽しむ家族連れに、美しい景色を写真に収める観光客。たくさんの人がいて、思い思いに過ごしていた。

　そんな中、セーヌ川に架かる石造りの橋の上に、ひとりの日本人女性がいるのに気づいた。

　鎖骨の下辺りまである綺麗な髪と、すっと背筋を伸ばした立ち姿。

　その姿を見て、まさか、という驚きが込み上げる。

　以前から一方的に惹かれていた彼女を、日本から遠く離れた場所で見かけるなんて。こんな偶然、あるのだろうか。

　人違いかとも思ったけれど、近づくたびにやはり彼女だという確信が強くなる。

　彼女は橋の欄らん干かんに手を置き、足元を流れる川をぼんやりと眺めていた。華やかなパリの街の雰囲気にふさわしくない、暗い表情だった。

　フランスまで来て、どうしてひとりきりでいるんだろう。そして、どうしてあんな悲しそうな顔をしているんだろう。

　そんな疑問が湧いてくる。

　彼女はうつむきながら、頬にかかる髪を耳にかけた。それまで髪に隠れていた横顔がはっきりと見えた。

　白いやわらかそうな頬に、伏せられた長いまつげ。水面を見つめる瞳はわずかに茶色がかっている。赤い唇はため息がこぼれるのをこらえるように、きゅっと引き結ばれていた。

　そんなさみしげな表情さえ透明感があって綺麗で、思わず見とれそうになる。

　声をかけようかと口を開きかけ、寸前で思いとどまった。

　落ち着け。俺は彼女を知っているけれど、たぶん彼女は俺のことを知らない。

　海外で突然声をかけたら、不審に思われるかもしれない。

　せっかくのこの奇跡のような偶然を、無駄にしたくない。

　そう思ったとき、後ろから走ってきた男が彼女にぶつかった。

「きゃ」と細い悲鳴が聞こえ、彼女の体がよろめくのが見えた。その瞬間、俺は足を踏み出していた。










フランスでの一夜の恋




　セーヌ川に架かる橋の上でぼんやりと水面を見下ろしていると、背中をどんと押されるような衝撃を感じた。

　体が前によろけ、思わず短い悲鳴を漏らす。

　驚いて振り向くと、走り去る金髪の男の人が見えた。どうやらあの人が私にぶつかったようだ。

　謝りもせずに走り去るなんてひどい。

　彼の後ろ姿を見ながら心の中で文句を言う。そのとき「あれ」と気がついた。彼の手には見覚えのあるバッグがあった。

「うそ！」

　慌てて自分の手元を見る。さっきまで肩にかけていた小ぶりのバッグがなくなっていた。

　あの中にはお財布やスマホが入っているのに！

「それ、私のバッグ……っ！」

　ひったくりだと気づいて声をあげる。けれど周りの人たちはきょとんとした顔で私を眺めるだけだった。

　それもそうだ。ここはフランスで、日本語が通じるわけがない。

『私のバッグを返して！』

　男に向かって英語で叫んだけれど、もちろん止まってはくれなかった。

　私が男を追いかけようと足を踏み出したとき、肩を掴まれ引き留められた。驚いて振り向くと、黒髪に黒い瞳の長身の男性がいた。

「ここで待ってろ」

　彼は艶のある低い声でそう言い残し走り出す。

　私は驚いて瞬きをする。風が吹き抜けたかと思った。

　長身の彼はあっという間にひったくり犯に追いつく。

　男の肩を掴むと、腕をひねり上げる。そして逃げられないように男の体を地面に押さえつけた。

　相手は体格がよくケンカ慣れしていそうだったのに、彼はあっさりと犯人を捕まえてしまった。

　その身のこなしにただただ見とれ、「すごい……」とため息を漏らす。

　彼の身体能力の高さに驚いたのか、周りにいた人たちからも拍手や歓声があがった。彼をヒーローのようにたたえる。まるでお祭り騒ぎだ。

　近くにいた数人の男性が彼に協力し、ひったくり犯を取り押さえてくれた。

　私が彼らの方に駆け寄ると、足音に気づいた長身の男性がこちらを振り返った。黒い瞳と視線がぶつかる。

「あの、ありがとうございます」

　お礼を言った私を、彼がまじまじと見つめた。驚くほど強いまなざしを向けられ、鼓動が速くなる。

　少しクセのある黒髪に、意志の強そうな黒い瞳。彫りが深いはっきりとした顔立ちだった。まるで美術館にある彫刻のように、造形が整った美しさと男らしさを併せ持つ顔。

　しかもそれだけじゃなく、自然に人の目を引くような存在感がある。

　かっこいい人だな……。と感心して見とれそうになる。

　それにしても、どうしてこの人はこんなまっすぐに私を見つめるんだろう。

　不思議に思ってからはっとした。

　ここは日本じゃなくフランスだ。日本語でお礼を言ったって、感謝が伝わるはずがない。

「ええと……、メルシーボクー」

　私がたどたどしいフランス語でお礼を言うと、彼の視線がふっと緩んだ。

「いや。日本語で大丈夫だ」

　艶のあるバリトンでそう言って微かに笑う。片方の頬だけ上がる笑い方が、ちょっと皮肉っぽくてセクシーに見える。

　日本人なんだ……。

　そういえば、ひったくり犯を追いかけようとした私に『ここで待ってろ』と日本語で声をかけてくれたっけ。

　顔立ちは日本人なんだけど、独特の雰囲気があるから日本人じゃないのかと思った。

　それは背の高さや整った外見だけではなく、表情や佇まいに自信があふれているように見えたから。

　どんな困難に直面しても、自分の意志と実力で人生を切り開いてしまいそうな頼もしさを感じる。

　そんなことを思っていると、近くにある美術館の警備員さんが騒ぎに気づいてやってきてくれた。

　警備員さんに話しかけられた彼は、流りゅう暢ちょうなフランス語で返事をする。

　数回言葉を交わすと、警備員さんが声をあげて笑った。

　いったいどんな話をしているんだろう。

　ぽかんとする私に向かって、警備員さんは満面の笑みを浮かべ、ウインクまでする。

　私は戸惑いつつも、警備員さんに会釈をした。

　ふたりの会話が終わり、警備員さんは彼が取り押さえていたひったくり犯を連れてどこかに歩いていく。

　意味がわからずただ見送っていると、男性が私にバッグを返してくれた。

「あ、ありがとうございます」

　バッグを受け取り、頭を下げる。

　こうやって向かい合うと、あらためて背が高くてかっこいい人だなと実感する。スタイルのよさや整った顔立ちはもちろん、まとう雰囲気が色っぽくて目を奪われる。

　白いＴシャツにボトムは黒の細身のジョガーパンツ。そしてスニーカーというラフな格好をしているから、旅行者ではなくフランスに住んでいるのかもしれない。

　年齢は二十七歳の私より上だろう。たぶん、三十代前半くらい。

　そんなことを考えていると、彼が教えてくれた。

「ひったくり犯は、あの警備員が近くの交番に連れていってくれるそうだ」

「あ、そうなんですか。ありがとうございます」

　よかった、とひと安心してから疑問に思う。

「でも、どうしてあの警備員さんは私を見て笑っていたんですか？」

「一緒に交番に来てくれと言われたんだが、これから彼女を口説きたいから無理だと説明した」

　なんでもないことのようにさらっと言われ、なるほどとうなずきそうになる。けれど、言われた言葉の意味を理解した途端、頬が熱くなった。

「口説くって！」

「フランスには旅行で来たんだろ？　限られた時間を事情聴取で潰されるのはもったいないだろうと思って断ったんだ」

　慌てる私とは対照的に、彼は平然とそう言った。

　私を口説くというのは事情聴取を断るための、ただの口実だったようだ。

　びっくりした……。肩から力が抜ける。

　そうだよね。こんなかっこいい人が私を口説こうと思うはずがない。

　それにしても、そんな理由で警備員さんが納得してくれるなんて。愛の国と言われるフランスらしい。

「本当にありがとうございました。あの、おケガはありませんでしたか？」

　あんな体格のいいひったくり犯をひとりで捕まえてくれたんだから、どこか痛めているかもしれない。

　心配になってたずねると、彼は「大丈夫だ」と首を横に振った。

「よかった」

　胸をなでおろした私を、形のいい眉をひそめ軽く睨む。

「でも、人通りの多い観光地とはいえ、若い女がひとりでぼんやり突っ立っているのは警戒心がなさすぎる。それに、ひったくり犯をひとりで追いかけようとするなんて論外だ。そのまま捕まって、どこかに連れ込まれる危険性だってあるんだぞ」

　その言葉に背筋がひやりと冷たくなる。

　そうだ、ここはフランスで日本とは違うんだ。

　気をつけようと思っていたはずなのに、落ち込んでいるうちに危機感が薄くなっていた。

　やっぱり、ひとりでフランス旅行なんてしなければよかった。

　落ち込んだ気持ちを少しでも紛らわそうとこんな遠い国まで来たのに、旅行を楽しむどころか、ひとりで暗いことばかり考えていた。そのうえ人に迷惑までかけてしまったし……。

　自己嫌悪に襲われ、ため息が出る。本当に、私はなにをやってるんだろう。

「ご迷惑をおかけしてすみませんでした。なにかお礼を……」

　そう言いかけると、彼は私の言葉を遮り「名前は？」とたずねてきた。

「ええと、蒼あお井い里り帆ほです」

　私の答えを聞いて、彼は「里帆ね」と迷わず名前で呼ぶ。

　少し驚いてしまったけれど、フランスでは上司や初対面の人でも気軽にファーストネームで呼び合うのが当たり前なんだから、この呼び方に深い意味はないんだと思いなおす。

「里帆はひとりで旅行に？」

　旅慣れているわけでもないのに、ひとりで旅行なんて変に思われるだろうか。そう思いながらも「はい」とうなずいた。

「バッグを取り返した礼はいらないから、せっかくの旅行なのにどうしてそんな暗い顔をしているのか、理由を聞いていいか？」

　見ず知らずの人に心配されるほど、暗い顔をしていたのだろうか。ますます自分が情けなくなって、私はきゅっと唇を噛かんだ。

「……本当は、恋人とふたりで旅行する予定だったんです」

　私は正直に事情を話す。

　旅行の計画を立てながら恋人とふたりでここを見たい、あそこも行きたい、なんて笑い合っていたことが、遠い昔のように感じられる。

「その恋人は、仕事かなにかで来れなくなったのか？」

「いえ。旅行の一週間前に別れました」

「どうして」

「……浮気されたんです」

　言葉にすると、胸の辺りが苦しくなった。

「大学時代からずっと付き合っていて、夢を叶かなえるために頑張る彼を応援していたのに。彼は自分の夢を叶えた途端、職場の若い女の子と浮気をしたんです」

　話しているうちに別れたときの気持ちがよみがえってきた。彼との六年間はなんだったんだろうとむなしくなる。

「夢？」と不思議そうに問われ、説明する。

　元カレの志し田だ尚なお久ひさは私と同じ二十七歳で、旅客機のパイロットになるという夢を持っていた。

　男性にしては少し色が白く、物静かでやわらかな笑顔を浮かべる彼のことを思い出し、胸がずきんと痛んだ。

　尚久は大手航空会社の自社養成パイロット訓練生になり、地上勤務や様々な訓練の期間を経て、今年の春に副操縦士になった。

　そのお祝いにと計画したのが今回のフランス旅行だった。

　私も彼も休みが不規則な仕事をしているから、一般的な夏休みではなく少しずらした九月に休暇を取った。

　そして、出発直前に恋人の浮気を知った。

　私がいきさつを話すと、彼は「パイロットと付き合っていたのか」と少し驚いた顔をする。

「はい。国内線乗務で地方に泊まったときに、ステイ先のホテルで一緒にいたＣＡさんと浮気をしたんです。華やかで魅力的なＣＡさんに囲まれて仕事をしていたら、真面目でつまらない私じゃ満足できなくなるのも無理ないですよね」

　私はそう言って苦笑いする。

　ＣＡさん相手じゃ仕方ないと納得されるだろうなと思ったけれど、彼は低い声で言った。

「こんなにかわいい恋人がいるのに、ほかの女に目移りするなんて。バカな男だな」

　私をなぐさめるためのお世辞だとわかっているのに、『かわいい』なんて真剣な声で言われた私は動揺してしまった。

　どうしていいのかわからずうつむく。

「浮気がバレて、彼はなんて？」

「彼は気の迷いだったって必死に謝罪してくれましたが、私はどうしても許せませんでした」

　ぎゅっと手を握りしめると、彼がわずかに首をかしげた。

「そもそも、どうして彼が浮気をしたとわかったんだ？」

「それは……」

　言いかけて、言葉にするのをためらう。浮気を知ってしまったときのことを思い出すだけで、気分が悪くなり手足が冷たくなる。

　彼と付き合ってから六年間。幸せだと思っていた時間が一瞬で崩れるような絶望感がよみがえる。

「……言いたくありません」

　きつく唇を引き結ぶと、ぽんと頭をなでられた。長い指の感触に驚いて、おずおずと視線を上げる。

「つらいことを思い出させて、悪かった」

　ぶっきらぼうだけど優しさが伝わってくる声だった。

　私と目が合うと、彼は涼しげな黒い瞳を微かに緩ませる。その視線がやわらかくて、強張っていた体から自然と力が抜けた。

「いえ、大丈夫です。こちらこそ気を遣わせてすみません」

　首を横に振った私に、彼がたずねる。

「でも、どうしてそんなことがあったのに旅行をキャンセルしなかったんだ？」

「長期休暇の間、ひとりで家にいても落ち込むばかりだろうし、思い切って旅行でもすれば気分が変わるかなと思ったんですけど……。結局逆効果でした」

　こんな遠い国まで来たというのに、ひとりでいると尚久のことばかり考えてしまう。せっかくだから観光しようとガイドブックを開いても、彼と旅行の計画を立てていたときのことを思い出してしまう。

　とても旅行を楽しめるような気分じゃなかった。

「五日間の日程だったんですが、ホテルの部屋や公園でぼんやりしているだけでした。そのうえ、あなたにもご迷惑をかけてしまったし……。やっぱり旅行なんて来るんじゃなかった」

　落ち込みながらつぶやく私を見て、彼が「翔かける」と短く言った。

「え？」

「あなた、じゃなくて翔でいい」

「翔さん？」

　私が名前で呼ぶと、強い視線がやわらかく緩む。

「里帆はいつ日本に帰るんだ？」

「明日です」

「じゃあ、最後の一日くらい楽しまないとな」

　翔さんはそう言うと歩き出した。

「え、あの……」

　きょとんとしながら彼の後ろ姿を見つめる。

「このまま帰国したら、パリに最悪な印象しか残らないだろ。せっかくこんな遠いところまで来て楽しまないなんて、この街に失礼だ」

　立ち尽くす私に向かって、翔さんが「おいで」と手を差し出した。長い指が綺麗な、大きな手だった。なぜかその手がとても頼もしく見えた。

　普段から慎重で真面目な私が、初対面の名前しか知らない男の人の誘いに乗るなんてありえない。

　それなのに、海外旅行という非日常のせいか、彼氏に裏切られたさみしさのせいか、気づけば足が前に出ていた。

　差し伸べられた手に恐る恐る触れると、ぎゅっと強く握りしめられた。その感触に心臓が跳ねる。

「昼食は済ませたか？」

「いえ、ひとりだとあまり食べる気になれなくて……」

　せっかくフランスまで来たのに観光もせず食も楽しんでいないなんて。我ながらすごく無駄な時間を過ごしていたな、と恥ずかしくなる。

　けれど彼はそんな私にあきれることなくうなずいてくれた。

「そうやって塞ぎ込んでいたら、腹も減らないよな。少し歩くか」

　翔さんは私の手を引いて歩き出す。

　手をつながれてる……！と動揺したけれど、周りを見れば腕を組んだり腰を抱いたり、当たり前のようにキスをするカップルがたくさんいた。

　いい大人が、手をつないだくらいで緊張している方が恥ずかしいかと思いなおす。

「あの、翔さんはフランスに住んで長いんですか？」

「いや。仕事で海外に行くことは多いが、住んでいるのは日本だ」

　その答えに驚く。

「フランス語がお上手だから、こちらに住んでいるのかと思いました」

「仕事の空き時間に勉強しただけだよ」

　彼はなんでもないことのように言う。

　空き時間に勉強しただけで、あんなに流暢に話せるものなのかな。もしかして、フランス人の恋人がいて言葉を教えてもらっていたり……？

　そんな想像をして妙に納得する。

　彼みたいに素敵な人なら、日本人だけじゃなく世界中の女性にもてるだろうから。

「翔さんはどんなお仕事をしているんですか？」

「普通の会社員だ」

　普通って……。

　曖あい昧まいな答えに私は首をかしげた。海外でもこんなに落ち着いていて、余裕のある彼が、普通の会社員だとは思えない。

　なんだかはぐらかされたような気がする。

「里帆がどんな仕事をしているか、当ててみようか」

　私が顔をしかめていると、そう提案された。

「わりとめずらしい職種なので、当たらないと思いますよ」

「ずいぶん自信があるんだな。じゃあ、賭けをしよう」

「どんな賭けですか？」

「当たったら里帆は俺の言うことを聞く。外れたら俺が里帆の言うことを聞くっていうのはどうだ？」

「いいですよ。絶対に私の勝ちだと思いますけど」

　うなずいた私のことを、翔さんがジッと見つめる。そしておもむろに口を開いた。

「そうだな。里帆の職業は、航空管制官？」

　その言葉に私は目を見開く。

「え、どうして」

　ピンポイントで言い当てるなんて、信じられない。

「パイロット訓練生の恋人を応援していたと言っていたから、関係のある職種なのかなと思った。でも、ＣＡをさん付けしていたから、航空会社勤務ではない」

「たったそれだけで当てるなんて……」

　驚く私を見て、翔さんはくすくすと笑った。

　航空管制官というのは、航空機が安全かつ効率的に運航できるよう、地上から無線やレーダーを駆使してパイロットに指示を与える国家公務員だ。

　あまりメジャーな職種ではないので、管制官と聞いてもどんな職業かわからずぽかんとする人もいれば、堅いイメージがあるのか『こんな若い女性が？』と驚く人もいるのに。

「ほかにも理由を挙げるなら、ひったくりにあったときに叫んだ英語を聞いたからかな。咄とっ嗟さに出た言葉だったのに、発音が綺麗で聞き取りやすかった。普段から英語を話す仕事をしているんじゃないかと思ったんだ。当たりだろ？」

「するどすぎます……」

　感心してため息しか出ない。

　パイロットと管制官とのやりとりは原則英語が使われている。相手が日本人パイロットでも、英語で管制指示を出すのが決まりだ。

　航空無線は指示を受ける機体だけではなく、周辺を飛んでいる航空機のパイロットたちも状況を把握するために聞いているからだ。

「翔さんは飛行機がお好きなんですか？」

「どうして？」

「一般の人から管制官という職業がすんなり出てくるのはめずらしいし、とても詳しいみたいなので」

　私の言葉に、翔さんは「まぁ、飛行機は嫌いじゃないよ」とうなずく。

「賭けは俺の勝ちだな」

「まさか、当てられるとは思いませんでした」

　絶対に負けないと思って賭けにのったのに。

「負けたら俺の言うことを聞く、だったよな」

　翔さんがこちらを見下ろしながら言う。なにかを企たくらむような流し目が色っぽくて、鼓動が速くなる。

　いったいどんなことを言われるんだろう。

　高級フレンチを奢おごるとか、ブランド店でのお買い物の支払いをするとか……？

　私が身構えると、翔さんが口を開いた。

「じゃあ、今日はめいっぱいパリを楽しんでもらおうかな」

　そう言われ、私は目を瞬しばたたかせる。

「え？」

　ぽかんとする私を見て、翔さんが唇の端を持ち上げた。

「だから、今日は元カレのことなんて忘れて、俺との時間を楽しんでくれたらそれでいい」

「そんなことでいいんですか？」

　思わず拍子抜けしてしまう。

「もっと無理難題を言われるかと思いました」

「俺にとっては、隣で里帆が笑ってくれることが一番贅ぜい沢たくな願いだよ」

　艶のある声でささやかれた。心拍数が一気に上がる。

　私はつないでいた手を離し、慌てて彼から距離を取った。

「どうした？」

「どうしたって……。そんなセリフを耳元でささやかないでください」

　私がそう言うと、翔さんがくすりと笑う。

「なんだ。照れてるのか」

　甘い視線を向けられ、頬が熱くなる。

「て、照れてません！」

　必死に否定したけれど、きっとうそだってことはバレバレだ。

「黙ってると凜りんとしていて綺麗なのに、そうやって頬を赤くして慌てる姿はかわいいなんて、ずるいな」

「だから、またそういうことを……っ」

「そういうこと？」

「甘い言葉で人をたぶらかさないでください！」

「たぶらかしてるつもりはないが」

　動揺する私とは対照的に、翔さんは涼しい顔だ。

　褒められることに慣れていないから、どんな表情をすればいいのかわからない。

　真っ赤になった顔を見られたくなくてうつむいていると、『あらあら』と英語で話しかけられた。

『恋人を怒らせてしまったの？　せっかくパリに来てケンカはよくないわ』

　笑顔でこちらを見ているのは、人のよさそうなご婦人だった。

　私たちの様子を見て、ケンカをしていると思ったんだろう。仲裁するために、わざわざ英語で声をかけてくれたようだ。

『仲直りの秘訣を教えてあげましょうか。ちゃんと自分の気持ちを伝えて、愛を確かめ合うのが大切よ』

　そう言って、ウインクをする。

　旅行中にケンカをするカップルだと思われてる！

『あの、私たちは恋人じゃなくて……』

　慌てて説明しようとすると、翔さんが私の腰に手を回した。そのまま抱き寄せられ、目を見開く。

　抱きしめられてる……！

　洋服越しに翔さんのたくましい体を感じ、鼓動が速くなる。

『ありがとう、マダム。これから彼女にたっぷり愛の言葉をささやいて、機嫌をなおしてもらうよ』

「愛の言葉って、翔さん……っ！」

『それがいいわ。じゃあ、パリを楽しんでね』

　ご婦人は満足そうにうなずくと、私たちに手を振ってから歩き出した。

　その姿を見送った私は、顔を上げ翔さんを睨む。

「翔さん、悪ふざけがすぎます」

「俺はふざけていないし本心しか言ってない」

「本心って……」

　冗談を言ってからかっているだけだろうと思っていたのに、色っぽい視線で見つめられ息をのむ。

「里帆、俺はずっと前からきみのことが好きだった」

　真剣なその声に、心臓が大きく跳ねた。けれど、冷静になれと自分に言い聞かせる。

「さっき出会ったばかりなのにずっと好きだったなんて、うそに決まってるじゃないですか」

　私がそう言うと、翔さんの表情がわずかに曇った。

「……やっぱり、里帆は覚えていないんだな」

　ひとり言のようなつぶやきを聞いて、「え？」と目を瞬かせる。

「覚えていないって、なにをですか？」

　私の問いかけに、翔さんはすぐに笑顔を浮かべ「なんでもないよ」と首を横に振った。

　はぐらかされたと気づいて頬を膨らませると、翔さんがくすりと笑う。

「そうやって怒る顔もかわいいな」

　甘い視線を向けられ、一気に頭に血が上る。いちいち動揺してしまう自分が恥ずかしくて、慌てて顔をしかめた。

「だから、そういう冗談はもういいですってば！」

「ひとりで悲しそうな顔をしてセーヌ川を眺めていたときよりも、ずっといいよ」

　優しい口調で言われ、「あ……」と声が漏れた。

　さっきまであんなに暗い気持ちでいたのに、いつの間にか尚久のことを忘れていた。

　怒ったり照れたり笑ったり、自然と会話を楽しんでいた。

　きっと、翔さんはからかうふりをして、落ち込む私の気持ちを軽くしてくれたんだ。

　優しさに気づいて、胸が温かくなる。

「……あの、ありがとうございます」

「お礼の言葉よりも、里帆が笑ってくれる方が嬉しい。今日は俺との時間を楽しむ約束だろ」

　おずおずとうなずくと、翔さんが微笑んでくれた。その表情が優しくて、胸の辺りがくすぐったくなる。

「行こうか」と翔さんが私の手を引いた。さりげない気遣いが嬉しかった。

　歩きながら視線を足元に向ける。街路樹のマロニエの葉の間からこぼれる木こ漏もれ日が、石畳の上で揺れていた。

　色がまばらでところどころ欠けた石畳を見て、ここは日本じゃないんだと唐突に思った。

　顔を上げると、パリの街並みが広がっていた。綺麗だと素直に感じ、新鮮な驚きが胸に迫る。

　フランスに着いてから四日間。いつもひとりでぼんやり外を眺めていた。

　セーヌ川やエッフェル塔を見ても、景色が灰色に塗りつぶされてしまったかのように、なんの印象にも残っていなかった。

　それなのに、翔さんに手を引かれて歩くと、ただの街路樹と素朴な石畳がこんなに美しく思える。

　まるで魔法にかけられたみたいだ。

「こっちだ」

　彼が足を向けたのは、ビルの間のひっそりとした細い路地だった。

　入り口は狭く薄暗い。どこかへ向かう近道なんだろうか。不思議に思いながら彼についていく。

「わぁ……！」

　その路地に一歩足を踏み入れた私は、思わず声を漏らした。

　細い抜け道の両側に、レトロなカフェやブティックが並んでいて、ガラス張りの天井から自然光が差し込んでいた。

　屋根を支えるアーチ形の装飾や、足元に施された鮮やかな色のモザイクタイル。ひとつひとつが美しくて、目を奪われる。

「すごい、映画の中に入ったみたい」

　まるで時空を飛び越えてタイムスリップしてしまったような風景がそこに広がっていた。

「十九世紀に作られた屋根のある歩行者用通路だ。両側に店が連なっていて、日本でいうならアーケードかな」

「十九世紀……」

　彼の説明を聞きながらため息をつく。

　たしかに、その当時の雰囲気がそのまま閉じ込められているみたいだ。

「のんびり見て回るのにはちょうどいいだろ」

　翔さんの言葉にうなずきながら辺りを見回す。

　雰囲気のある古書店に、たくさんの絵画が飾られたアンティークショップ。温かみのある木製玩具が並ぶおもちゃ屋さん。どのお店も素敵で見ているだけでわくわくしてしまう。

　その中で、雰囲気のあるかわいらしい雑貨屋さんを見つけ足が止まった。

「入ってみるか？」

「いいですか？」

「もちろん」

　店内に入ると革製品や食器、おしゃれなポストカードにシーリングワックスやスタンプ。かわいらしい雑貨がたくさん並んでいた。

　新しい商品の中にときどき古道具のような小物もまじっていて、宝探しをしているような気分になる。

　せっかくだからなにか買おうかな、と思っているとアンティークな雰囲気の小さなチャームを見つけた。

　鐘の形のモチーフに、ルビーがひと粒ついている。ゴールドやシルバーではなく、真しん鍮ちゅうだろうか。

　鈍い輝きに使い込まれた風合いが出ていて心を奪われる。

「素敵……」

　手に取ってため息を漏らす。

　すると、店員の女性にフランス語でなにか声をかけられた。まるで絵本の中から出てきたような、白髪が綺麗な老婦人だった。

　フランス語がわからず首をかしげると、『素敵でしょう？』と英語で言いなおしてくれる。

『はい。とても』

『もともとはアンティークのペンダントだったのよ』

『アンティークなんですね。どのくらい前のものなんですか？』

『詳しい年代はわからないわ。少なくとも私よりは年上だと思うけど』

　茶目っ気たっぷりに笑う老婦人がかわいくて頬が緩む。そのおおらかさがいいなと思った。

　アンティークということは、一点ものだろう。もしかしたら値が張るものかもしれないけど、思い切って買っちゃおうかな。

　フランス旅行のいい思い出になりそうだから。

　私の背中を押すように、老婦人は『鐘は悪いものを追い払い、幸せを呼び込む平和の象徴よ』と微笑む。

　老婦人の言葉に、「今の里帆にぴったりだな」と声が聞こえた。振り向くと、翔さんが私の手元をのぞき込んでいた。

『いくらですか？』とお財布を出そうとする彼に慌てて声をかける。

「あの、自分で払います」

「俺に払わせてくれ」

「でも……」

　譲らない彼に戸惑ってしまう。すると、翔さんは私を見つめながら言った。

「俺がプレゼントしたら、里帆は日本に帰ってからもこのチャームを見るたびに俺のことを思い出してくれるだろ？」

　その色っぽい声色に、頬が熱くなる。

　この人、本当にたちが悪い！と心の中で叫び声をあげた。

「だから翔さん、からかわないでください」

「からかってないよ。ほかに欲しいものは？　さっき革製品も熱心に見ていたよな」

　翔さんはそう言って店内を見回す。

　このままじゃ、私が興味を持ったものすべてを買おうとするんじゃないかと焦りながら首を横に振った。

「な、ないです」

「本当に？」

「本当に、そのチャームだけで」

　必死にうなずいた私を見て、翔さんは「了解」と笑う。

　そんなやりとりをしているうちに、翔さんは支払いを済ませてしまった。

「あの、ありがとうございました。大切にします」

　店を出た私がお礼を言うと、翔さんは優しくうなずいてくれた。その表情を見ていると、胸の辺りが温かくなる。

　出会ってからずっと翔さんの強引さに振り回されて動揺してばかりなのに、なぜか気持ちが明るくなる。

「少し歩いて、腹は減った？」

　そう問われ、空腹になっていることに気づく。うなずくとまた手をつながれた。

「じゃあカフェに行こうか」

　すぐそばにあるカフェに向かう。白いパラソルが置かれたテラス席に案内された。

　ガラス張りの天井や壁に施されたアーチ状の装飾に目を奪われているうちに、野菜がたっぷり使われたプレートが運ばれてきた。

「おいしい」

　ひと口食べてため息が漏れる。

「食べ物をおいしいと感じたのは、久しぶりの気がします」

　尚久と別れてからずっと、食事を楽しむ心の余裕なんてなかった。

「そうか。今まで食欲がなかったと言っていたから心配していたけど、おいしいと感じたならよかった」

　フォークを進める私を見て、翔さんが安心したように言う。

　心配してくれていたんだ。

　申し訳なさと嬉しい気持ちが同時に込み上げる。

「里帆は、酒は飲める？」

「はい。人並みには」

「じゃあ、夜はワインも楽しめそうだな」

　そう言われ、驚いて手を止めた。

「え、夜まで一緒にいてくれるんですか？」

　なんの予定もないひとり旅の私とは違って、お仕事でフランスに来ている翔さんは忙しいんじゃ……。

　私のために時間を割いてもらうのは申し訳ないし、迷惑になるかもしれない。

　戸惑う私を翔さんがいたずらっぽい表情で睨んだ。

「今日はめいっぱいパリを楽しむって約束だろ」

　その言葉に目を瞬かせる。

　そうだ。私と翔さんは賭けをしたんだっけ。

　なんで彼があんな条件を出したのか不思議だったけれど、もしかしたら私に遠慮させないための、気遣いだったのかもしれない。

　翔さんの優しさに気づいて、少し泣きそうになってしまった。

「そうでした。私は翔さんの言うことを聞かないといけないんですよね」

　私は目元を拭ってから、そう言って笑った。




　それから翔さんは私を色んな所に案内してくれた。

　植物園に、美しい庭園。閑静な住宅街にある個人の邸宅を改装した美術館。小ぢんまりとしているけれど歴史を感じさせる教会。

　どこも穏やかな空気が漂っていて素敵な場所だった。

　心が疲れていた私にとっては、たくさんの人であふれる人気観光地をせわしなく回るよりも、ずっと有意義で楽しい時間に感じられた。

　小さな教会から出ると、もう陽は傾き空が茜あかね色いろに染まっていた。夕焼け空に白い飛行機雲がまっすぐに走っているのが見えた。

「あ……」とつぶやき、同時にパイロットの元恋人のことを思い出してしまう。

「飛行機雲だな」

　つぶやきに気づいた翔さんも私の隣で空を見上げていた。そして横目で私を見下ろす。

「元カレが操縦している飛行機かと思った？」

「まさか！」

　食い気味に否定してしまったのは、飛行機雲を見ただけで反射的に尚久のことを考えてしまった自分が悔しかったから。

「飛行機雲が長く伸びていたので、これから天気が崩れるかもしれないなと思っただけです」

「ふーん」

「そもそも彼はエアバスの小型機に乗っているので長距離フライトはしませんし、今は長期休暇を取っているはずだし……」

　言い訳をすればするほど、墓穴を掘っている気分になる。

　こんなの、彼を忘れられずにいると告白しているようなものだ。

「……里帆はパイロットが好きなのか？」

　唐突にそうたずねられ面食らう。

「え？」

「次に付き合う男も、パイロットがいい？」

「まさか！」

　その質問に思い切り顔をしかめる。

「職業に惹かれて人を好きになったりしません。むしろもう二度とパイロットとは付き合いたくないです」

　つんと澄ましてそう言うと、翔さんは「そうか」と苦笑した。

「そろそろ暗くなってきましたね。これからどうします？」

「せっかくだから、食事の前に着替えるか」

　翔さんの提案に「着替えるって……」とつぶやく。

　もしかして、ドレスコードがあるようなお店で食事をするつもりなのかな。

　ちょっと値段が心配だけど、せっかくフランスまで来たんだからそんな贅沢もいいかもしれない。

　今日は一日翔さんに楽しませてもらったから、食事代は私が出したいな。

　そんなことを考えながら、旅行に持ってきた洋服を思い出す。

　落ち着いた色のシンプルなワンピースがあるから、あれを着れば大丈夫だろう。

「じゃあ、一度それぞれホテルに戻って、着替えてからまた待ち合わせしましょうか」

　そう言った私に、翔さんは首を横に振る。

「いや、面倒だから一式買おう」

「え？　一式？」

　きょとんとしているうちに翔さんはタクシーをつかまえた。

　連れてこられたのは、有名な高級ブランドの本店。上品できらびやかな入り口を前に、私は青ざめる。

　ここで服を買ったら、いったいいくらになるんだろう。

　焦りながら頭の中で金額の予想をしているうちに、翔さんは私の腰を抱き平然と店内に入る。

　普段着でこんな高級ブランド店に入るなんて場違いなのでは……。

　そんな心配をする私とは対照的に、翔さんは少しも動じる様子はなかった。

　彼はＴシャツにスニーカーというラフな格好だけど、その整った外見と余裕のある雰囲気のせいで、高級店にいても少しも違和感がない。

　むしろそのリラックスした態度は、この場にふさわしいセレブのようだ。

　こういう場所に慣れているんだろう。すごいなと感心してしまう。

　もしかして翔さん、お金持ちだったりする……？

　夕食は私が支払いたいと思っていたのに、翔さんにおまかせしたら高級なお店に行く可能性もあるのでは。大丈夫だろうかと不安が増していく。

　翔さんはお店の女性スタッフにフランス語で話しかけた。女性は上品な笑みを浮かべうなずくと、私を促し美しい螺ら旋せん階段へと進む。

　翔さんは動く様子がない。私だけを上の階へ案内してくれるようだ。

「え、あの……」

　戸惑いながら翔さんを振り返る。

「彼女にすべて任せると言ってあるから大丈夫だ」と言いつつ、くすくす笑っていた。

　あの表情は焦る私を見ておもしろがってる。

　怒ってやろうかと思ったけれど、彼のいたずらっぽい笑みを見ているうちに肩から力が抜けた。

　まぁ、せっかくのパリだし、長年付き合っていた彼氏に振られた憂さ晴らしもあるし、たまには思い切り贅沢をして散財してもいいか。

　いつも真面目に仕事を頑張っている自分へのご褒美だと思おう。

　そう割り切ると、この状況が楽しくなってきた。

　フランス語はわからないけれど英語なら話せると伝えると、女性スタッフは英語で会話をしてくれた。

　色々試着をし、黒のシックな膝ひざ下した丈のドレスに決めた。

　上品な光沢ときゅっとウエストの締まったデザインで、体のラインが美しく見えるとスタッフの女性も満足げに微笑む。

　靴は足首にストラップがついたパンプスを選ぶ。ほどよい高さのヒールからかかとへ続くカーブが女性的で美しい。

　鏡の中の自分を見る。素敵な服を身に着けるだけで、表情まで明るくなったような気がした。

　数時間前は橋の上でひとり、別れた恋人のことを思ってため息をついていたのがうそみたいだ。

『行きましょうか』と促され店舗の一階へ下りると、そこに翔さんがいた。さっきまでのラフな格好から、スーツに着替えていた。

　私が下りてきたことに気づいた翔さんがこちらを見上げる。私はその姿を見て息をのむ。

　手足が長くスタイルがいい彼のスーツ姿は、ものすごく素敵だった。上品でクラシカルな三つ揃えのスーツなのに、彼が着ると色気が滲にじみでていて禁欲的に見える。

　どうしよう。かっこよすぎる。見ているだけでドキドキしてしまう。

　私が思わず階段の途中で立ち止まると、翔さんはクセのある黒髪をかきあげまじまじとこちらを見つめた。

　その表情を見て、不安になる。

　私がいくらドレスを着ておめかししても、こんな素敵な彼の隣に並ぶなんて、不釣り合いでは……。

　どうしていいのかわからず戸惑っていると、翔さんが「里帆」と私の名前を呼んだ。

「おいで。ドレス姿の里帆を近くで見たい」

　甘い声で言われ、緊張しながら階段を下りる。私が彼の前まで来ると、翔さんはため息をこぼした。

「ドレス姿も綺麗だな。すごく似合ってる」

　ストレートな褒め言葉に、胸の内側がくすぐったくて落ち着かなくなる。

　どうしよう。照れくさくて翔さんの顔を直視できない。

「あの、翔さんも、すごく素敵です」

　うつむきながら言うと、「ありがとう」と彼が笑う。

　その余裕のある返答は、褒められ慣れていない私とは大違いだ。

　なんとか気持ちを落ち着けようと深呼吸を繰り返していると、翔さんは隣にいた女性スタッフにフランス語で話しかけた。

　彼女はうなずき、用意していたかのようにアクセサリーが置かれたトレイを差し出す。

　そこには小ぶりの真珠が幾重にも重なったネックレスと、真珠のピアスがあった。

「え……」と戸惑いの声が漏れる。

「里帆が黒のドレスを選んだと聞いて、似合うアクセサリーを用意しておいた」

　翔さんはそう言うと、トレイからネックレスを持ち上げる。そして私の首につけてくれた。

　自分の胸元を見下ろして息をのむ。

　店内の上品な照明を反射するその真珠は、とても美しかった。

　でも、こんな高級店のこんな豪華なアクセサリー。いったいいくらするんだろう。想像すらできない。

「あ、あの翔さん。ドレスと靴くらいなら私にも払えますけど、さすがにこのアクセサリーまでは……！」

　慌てる私を見て、翔さんが噴き出した。

「里帆に払わせるわけがないだろ。安心しろ、支払いは済ませてある」

　え。まさか、ドレスも靴もアクセサリーも、全部!?

「そんな、申し訳ないです！」

「気に入らないか？」

「いえ、すごく素敵だとは思いますけど……っ」

「よかった。次はピアスをつけるから顔を上げて」

「でも、翔さんっ」

「こら。そうやって動くとつけられないだろ」

　翔さんが手を伸ばし、私のあごをすくい上げる。至近距離で見つめ合う体勢になり、頬が一気に熱くなった。

　切れ長の瞳に精せい悍かんな頬のライン。片方だけ口端を上げる意地悪な笑み。そんな彼の顔をまじまじと見て、心の中で悲鳴をあげる。

　あぁ、もう！　こんなに近くで見ても、ずるいくらいかっこいい！

　ワイルドな印象の少しクセのある黒髪と、上品なスーツ姿とのギャップは反則だと思う！

　たまらずぎゅっと目をつむると、彼の指が私の耳たぶに触れた。それだけで心臓が飛び出してしまいそうなほど緊張する。

　翔さんは優しい手つきで私の両耳にピアスをつけると、「いいぞ」と声をかけてくれた。

　恐る恐る目を開ける。

「やっぱり似合うな。里帆の白い肌に真珠は映えると思ったんだ」

　翔さんは私を見て満足そうに微笑んでいた。

「あの、翔さん。やっぱりこんな高価なものを買っていただくのは申し訳ないです」

　困り果てた私が眉を下げると、翔さんは「気にしなくていい」と首を横に振る。

「こんなに綺麗な里帆をひとりじめできるなら、いくら払っても惜しくない」

　その甘い言葉に、頬がさらに熱くなった。さっきから、心臓の鼓動がうるさくて困る。

「それに、今日は俺の言うことを聞く約束だろ？」

　翔さんはそう言うと私に向かって手を差し出す。私はドキドキしながら手を重ねた。

　店の外に出ると、通りかかったふたりの女性が翔さんを見上げて足を止めたのがわかった。

　ふたりともブロンドの髪が綺麗で、グラマラスな美人さんだった。

　私たちが通り過ぎたあとも、こちらを振り返り頬を染めながらなにか話していた。

　翔さんはまったく気づいていないみたいだけど、明らかに好意のある目線を向けられている。

　こんなにかっこいい人がいたら、注目してしまうのもわかるけど……。

　私はちょっとだけおもしろくない気分になる。

　なんでこんな気持ちになるんだろうと不思議に思い、独占欲という単語が頭に浮かんだ。

　いや、まさか。翔さんとは今日知り合ったばかりで、恋人どころか友人ですらないのに。こんな素敵な彼を独占したいと思うなんて、おこがましいにもほどがある。

　私は慌てて首を横に振り、胸のもやもやを振り払う。

「里帆？」

　名前を呼ばれ顔を上げると、翔さんが首をかしげていた。

「なんでもないです」と取り繕う。

　長い腕が伸びてきて、自然に私の腰を抱く。道行く人の視線が、彼に集まるのがわかった。

　美しいパリの街で、こんな素敵な男の人にエスコートされているなんて、まるで夢を見ているみたいだった。




「わぁ、すごい……」

　タクシーを降りた私は目の前にある美しい建物を見上げる。

　豪邸が立ち並ぶ高級住宅街の中で、ひと際大きく高級感の漂う外観。厳粛な雰囲気の黒い鉄の門もん扉ぴと、その奥にある瀟しょう洒しゃな白い石造りの豪邸。

　まるで貴族が住むお城みたいだ。

　立襟の制服を着たドアマンがうやうやしくドアを開けてくれた。その非日常感に、浮足立ちそうになる。

　歴史と気品を感じて息をのんでいると、「行こう」と翔さんが私の背中に手を添え促す。

「あの、ここは」

「ホテルだ。予約をしてある」

　そういえば、翔さんはタクシーの中で電話をしていたっけ。

　きっと、ホテルのレストランを予約してくれたんだろう。そう思いながらホテルの中へ入る。

　エレガントなアーチ状の高い天井に、豪華なシャンデリア。光を反射する美しい大理石の床。宮殿そのものの豪華さだった。

　レストランに向かうと思ったのに、案内された先は客室だった。しかも、ただの客室ではなく、ものすごく豪華で広い。

　一歩足を踏み入れて確信する。ここは間違いなく特別なお部屋だ。

　入ってすぐにシックなインテリアで揃えられた広いリビング。その奥には寝室に続くであろう扉がある。そして床から天井まである白木の格子窓の向こうには、テラスが広がっていた。

「エッフェル塔が……」

　部屋の窓からは、夜のパリの街とライトアップされたエッフェル塔が見えた。その景色を前に、私は息をのむ。

　信じられないほど美しい眺めだった。

「綺麗だろ。あそこのテラスで食事をしよう」

「すごい。夢を見ているみたい」

　こんな素敵な部屋でエッフェル塔を眺めながら食事ができるなんて……。感動のため息を漏らしてから、ふと疑問に思う。

「翔さんは、こんなお部屋にひとりで泊まっているんですか？」

　驚く私に、「まさか」と肩を上げて笑う。

「仕事で来ているから、もっとシンプルで素っ気ないホテルに泊まってる。ここにはレストランで食事をするためだけに来るつもりだったんだが」

　翔さんは途中で言葉を切ると、私の方へ視線を向けた。なんだろうと首をかしげた私を見て苦笑する。

「着替えて店を出た途端、道行く男たちが振り返って里帆を見てただろ。それが許せなくて、レストランじゃなく部屋で食事をすることにした」

「え？」

　どういう意味だろうと、私は目を瞬かせる。

「気づかなかったのか？　俺が隣にいるのに、みんな里帆に見とれてただろ」

「そんなわけないです！」

　慌てて首を横に振る。

　道行く人たちは、みんな翔さんのかっこよさに目を奪われていただけで、私になんか気にもとめていないはずだ。

　私がそう言うと、翔さんは「鈍感だな」とこちらを睨んだ。するどい流し目が色っぽくて、背筋がぞくっと震えた。

「男たちがどんな風に自分を見ているのか、自覚した方がいい」

「どんな風って……」

「こんな魅力的な女性に男が惹かれないわけないだろ。綺麗な横顔も艶のある髪も細い二の腕も白い肌も全部、ほかの男の視線に晒さらされているのが許せなかった。里帆を独り占めしたいと思って部屋を取った」

　独占欲の滲む表情を見せられ、頬が熱くなり鼓動が速くなる。

　翔さんみたいに大人で素敵な人が、私を独り占めしたいと思うなんて信じられなかった。

　どうしていいのかわからなくて戸惑ってしまう。動揺で瞳を潤ませると、翔さんが私のことをまっすぐに見つめる。

「そんな表情を男に見せたら、勘違いされるぞ」

　警告するようなするどい視線を向けられ、私は首を横に振った。

「私も、綺麗な女性たちが翔さんに見とれているのに気づいて、なぜか胸の辺りがもやもやしてしまって。だから……」

　言葉に詰まってうつむくと、翔さんが私に近づいた。

「里帆も俺と同じ気持ちだって、うぬぼれてもいいか？」

　私のあごをすくい上げそう問う。誘うような表情が色っぽくて体温が上がる。

　ぎこちなくうなずくと、唇を塞がれた。それだけで気持ちよくて、「ん……」と短い吐息が漏れた。

　それが恥ずかしくて、思わず肩に力が入ってしまう。

　彼はのどの奥で小さく笑いながら、私の緊張を解くようにやわらかいキスを何度もしてくれる。

　触れ合ったところから生まれた甘い快感が全身に伝わっていった。こんなキスははじめてだ。

　自分の体が自分のものじゃないみたいに、ふわふわしてる。

　どうしよう、キスをしてる。私たちは恋人じゃないのに。それどころか、今日出会ったばかりなのに……。

　キスに翻ほん弄ろうされているうちに体から力が抜けそうになると、翔さんが私の腰を抱き寄せ支えてくれた。

　たくましい体が密着して、鼓動が速くなる。心臓が爆発してしまいそうだ。

「ベッドルームに行く？」

　耳元で響いた低い問いかけに、これからの展開を想像して頬が熱くなる。

「あ、あの、翔さん……」

　翔さんは私の髪に顔をうずめ、耳の裏や首筋にキスを落としながら「なんだ？」とたずねた。

　彼にとってはただのスキンシップなのかもしれないけど、肌に唇が触れるだけでたまらなく気持ちよくて、その場に崩れ落ちてしまいそうになる。

　それでも必死に足に力を込めて体を支え、言葉を探した。

「翔さんはすごく恋愛に慣れていると思うんですけど、私は知り合ったその日にこんなことになるなんてはじめてだし、それどころか付き合ったことがあるのも前の彼ひとりだけなので……っ」

　そう言うと、彼は私のうなじから唇を離しこちらを見る。

　まっすぐな視線で見据えられた私は、恥ずかしくてうつむきながら口を開いた。

「遊び慣れてないつまらない女だから、翔さんをがっかりさせてしまうかもしれないです」

　翔さんが眉を寄せる。

「俺だって、出会ったばかりの相手を抱いたことなんて今まで一度もない」

　不機嫌そうに睨まれ、思わず「うそ」とつぶやいてしまった。

「そんなに遊んでいるように見えるか？」

「だってエスコートの仕方も、食事の誘い方も、ものすごくスマートでスムーズだったから、海外に行くたびにこういうことをしているのかと思ってました」

「俺は好きでもない女を抱く趣味はない」

　はっきりと言い切られ、目を見開く。

　それって翔さんが私を好きだってこと？　こんなに魅力的な男の人が、私を？

　信じられなくて言葉が出ない。

　驚きが表情に出てしまったのか、翔さんが私を見下ろし小さくため息をつく。

「あんなにわかりやすく口説いていたのに、まったく好意に気づかないなんて。本当に鈍いな」

「全部、落ち込んでいる私をなぐさめるための冗談かと……」

　私が言い訳をすると、意地悪な視線を向けられた。

「言っただろ？　俺はずっと里帆のことが好きだったって」

「ずっとって。私と翔さんは、今日出会ったばかりなのに？」

「あぁ。ちゃんと言葉を交わしたのは今日がはじめてだけど、出会う前から里帆に惹かれていた」

「そんなの――」

　うそに決まってると言い返そうとしたけれど、唇を塞がれ言葉にできなかった。

　翔さんは唇をわずかに離すと、私の瞳の奥をのぞき込み「俺を信じろよ」とささやく。その色っぽさになにも考えられなくなった。

　素直にうなずいた私を見て、翔さんはやわらかく微笑んだ。私の後頭部を手で包むと、キスが深くなる。

「ん……」

　唇の間から舌を差し込まれ、甘い吐息が漏れる。口内を優しく愛撫され、背筋がとろけそうになる。

　キスがこんなに気持ちいいなんて、知らなかった。

　立っているのもやっとの私が翔さんの肩に縋すがると、膝裏に手を差し入れ抱き上げられた。

　そのまま彼はリビングを横切り、奥にある扉を開く。そこには綺麗に整えられた広いベッドがあった。

　そして、窓の外には美しい夜景。

「すごい……。ここからもエッフェル塔が見えるんですね」

「すぐに景色を楽しむ余裕はなくなると思うけどな」

　驚く私をベッドに下ろしながら、翔さんが意地悪に口端を持ち上げる。その表情がかっこよくて、夜景よりも彼に見とれてしまう。

　翔さんが「そうだ」と思い出したようにつぶやいて、ベッドルームを出ていった。どうしたんだろうと思っているうちに、すぐに戻ってきてくれた。

「食事はあとにすると連絡をしておいた。本当ならこういうことは食事のあとがマナーなんだろうけど……」

　彼はそう言いながら、ベッドに座る私を見下ろす。

「今はなによりも里帆が欲しい」

　情熱的なまなざしに、鼓動が速くなる。真っ赤になってうつむくと、髪にキスをされた。こめかみや耳や頬に、優しいキスが降ってくる。

「好きだよ、里帆」

「ん……っ」

　甘い声でささやかれ、理性が溶かされそうになる。けれど、このまま流されちゃいけない。私は必死に口を開いた。

「私はまだ、自分の気持ちがわからないです……」

　そう言うと、翔さんがわずかに首をかしげて私の瞳をのぞき込む。

「翔さんとは今日出会ったばかりだし、私はまだ恋人と別れたショックも引きずっているし、心の整理ができていなくて」

　こんな気持ちで彼に抱かれていいのかと不安になってつぶやくと、翔さんは優しく笑った。

「里帆のそういう真面目で臆病なところも、たまらなく好きだ」

「翔さん……」

「俺を、元カレを忘れるための手段だと思っていい」

　彼の手が私の背中に回り、ドレスのファスナーが下ろされた。光沢のある生地が肌をすべり、ベッドに落ちる。

　私が身に着けているのは下着と、彼が選んだアクセサリーだけだった。体を見られるのが恥ずかしくて、胸の前で腕を交差させ隠す。

　翔さんはあらわになった私の肩にキスを落としながら、こちらに流し目を向けた。

「今は余計なことを考えずに俺に甘やかされてろ。とことん気持ちよくしてすべてを忘れさせてやるから」

　ネクタイの結び目に指をかけ、緩めながらこちらを見下ろす。扇情的な表情が色っぽくて体が熱くなる。

　本当は、出会ったときから惹かれていた。一日一緒にいるだけで、恋に落ちるには十分だった。

　だけどこれは夢だってことも、ちゃんとわかってる。

　この一夜はパリという美しい街が起こしてくれた奇跡で、もしも日本で出会っていたら、翔さんは私なんかに興味を持たなかっただろう。

　こんな素敵な人に恋をして、どんなに本気になっても、旅行が終わり日本に帰ればそれぞれの生活が待っている。

　これは一生に一度の、贅沢で美しい夢だ。

　そう自分に言い聞かせる。

　そんなことを考えていると、翔さんが私の首筋に優しく歯をたてた。

「ん……っ」

　甘くしびれるような痛みに背筋が跳ねる。

「余計なことは考えるなって言っただろ。今は俺のことだけ見ていろ」

　翔さんは私をベッドに押し倒す。たくましい彼に組み敷かれ、心臓が高鳴る。

　彼はクセのある黒髪をかきあげながらこちらを見た。滴したたるような色気と男らしさを感じて、体の奥がきゅんとうずく。

　彼の長い指が私の背中に回り、器用に下着のホックを外した。肩ひものない下着はあっけなく取り払われてしまう。

「は、恥ずかしいです……」

　うつぶせになって体を隠すと、翔さんは私の背中にキスをしながら「どうして？」とくすくす笑った。

　唇が背筋に触れるたび、甘い声が漏れそうになる。

「んん……っ。だって、こんな明るい部屋で」

「俺は里帆の体をすみずみまで見たい」

「私は見られたくないですっ」

　半泣きで言い返すと、「仕方ないな」と彼が笑った。照明を調節してくれたのか、部屋の中が暗くなる。

　それと同時に、窓の外の夜の街が浮かび上がった。

　私は思わず体を起こし、その美しさに見とれる。

　街灯が照らし出す緑の木々と、光を反射するセーヌ川。そして温かい色合いの照明でライトアップされたエッフェル塔。

「綺麗だな」

　ため息を漏らした彼に、私も窓の外に見とれながら「本当に綺麗ですね」とうなずく。

　すると翔さんが苦笑した。

「夜景がじゃなくて、里帆がだ」

　彼はまっすぐに私のことだけを見ていた。その熱をはらんだ視線に気づき、体温が上がる。裸同然なのに、アクセサリーだけつけているのが余計に恥ずかしい。

「あの、ネックレスとピアスを外します……」

　背を向けネックレスを外そうとすると、彼の手に止められた。

「外さなくていい」

「でも」

「好きな女が、自分が選んだアクセサリーだけを身にまとっているなんて、最高にセクシーで興奮する」

　艶のある低い声でささやかれた。その言葉にふくまれた独占欲と支配欲を感じて、体の奥がぞくぞくと震え熱くなる。

「翔さん……」

　名前を呼ぶと、唇を塞がれた。彼の手が私の肌の上を優しくすべる。

　どこに触れられても気持ちがよくて、羞しゅう恥ち心しんも理性も溶かされていく。

「んん……っ」

　私が声を漏らすたび、胸元のネックレスが揺れた。それを楽しむように、翔さんから与えられる愛撫が激しくなる。

　こんなに激しい快感ははじめてだった。どうしていいのかわからないまま、彼の指と唇に翻弄される。

　ぎゅっと目をつむり唇を引き結んでこらえているのに、甘い声がとめどなく漏れてしまう。

　私の太ももに手をかけた翔さんが、一瞬動きを止めた。

　なんだろうと不思議に思い恐る恐る目を開けると、翔さんが私を見て色っぽい笑みを浮かべる。

「……かわいいな。もうこんなに濡れてる」

　ため息まじりにささやかれ、頬が熱くなった。

　どうしよう。こんなに感じているなんて、いやらしい女だと思われてしまう。

「ち、違うんです」

　涙目で彼を見上げ、慌てて首を振る。

「私、いつもはこんなじゃないんですっ」

「こんなって？」

「キスだけで気持ちよくなるのも、どこを触られても感じてしまうのも、体の奥が熱くて溶けてしまいそうなのも全部はじめてで……。今日の私、おかしいのかも」

　翔さんは、必死に言い訳をする私を見つめていた。

　その視線に獰どう猛もうな獣のような色気が浮かんでいく。片方の口端を上げて、意地悪に微笑んだ。

「そうやって煽あおるなよ」

「あ、煽っているわけじゃ」

「こんなに乱れるのがはじめてってことは、相手が俺だからだろ？」

　確信を持った声でささやかれ、頬がかぁっと熱くなった。

「ちが……っ」と否定しようとしたけれど、言葉にできなかった。翔さんの長い指が私の体の奥に触れる。それだけで腰がびくんと跳ねた。

「もっとってねだるみたいに俺の指を締めつけてくる。そんなに気持ちがいいんだな」

　翔さんが耳元でくすりと笑った。

「や……」

　耳たぶに吐息が触れただけで、全身に痺しびれるような快感が走る。それに合わせて私の中に差し込まれた指も動きを速くした。

「あ、んん……っ！」

　こらえきれず甘い声が漏れ、息があがる。胸を上下させ乱れた呼吸を繰り返すと、肌の上でネックレスが揺れた。

　激しい快感に頭が真っ白になる。

　私の体からくたりと力が抜けると、翔さんが甘く微笑み髪をなでてくれた。

　私は肩で息をしながらぼんやりと翔さんを見上げた。

　六年付き合っていた尚久に抱かれるときは、もっと冷静でいられたのに。出会ったばかりの翔さんに触れられただけで、こんなになってしまうなんて。

　自分が自分じゃなくなってしまったみたいだ。

　翔さんが私の太ももに手をかけ、足を開かせる。

　体の中心に熱くて硬いものを押し当てられた。緊張でわずかに肩が強張る。

「……里帆、いいか？」

　私の動揺に気づいたのか、翔さんが瞳の奥をのぞき込むようにしてそうたずねた。

　彼だって余裕のない状態なのは明らかなのに。私を気遣ってくれる優しさが伝わってきて、愛おしくてたまらなくなる。

　緊張で目元を潤ませながら首を縦に振ると、こめかみにキスをしてくれた。

「大丈夫。優しくする」

　私をリラックスさせるようにささやきながら体を進める。内側をこすりながら入ってくる感触に、のどがのけぞる。

「あ、んん……っ！」

　鼻にかかった甘い声が漏れ、慌てて唇を噛む。すると頬を優しくなでられた。

「里帆、そうやって声をこらえなくていい」

「でも……。恥ずかしい、から……」

　必死に声をこらえながら、首を横に振る。

「声を漏らして乱れる里帆も、そうやって恥ずかしがる里帆も、全部好きだよ」

　甘い声でささやかれ、体の奥がきゅんとうずく。すると、つながっているところから私の反応が伝わってしまったのか、翔さんが「かわいいな」と笑った。

「好きって言うと、体が素直に反応してくれるんだな」

「や、ちが……っ」

　頬を赤くしながら首を振って否定する私を見て、翔さんが微笑む。

「好きだよ、里帆」

　耳元でささやきながら、強く腰を押しつける。深いところまで貫かれ、全身に快感が走った。

「あ……っ」

　気持ちよすぎて、一瞬息が止まりかける。

　翔さんのことを奥深くまで受け入れた私の体が甘くうずいた。埋め込まれた熱を、きゅんきゅんと締めつけてしまう。

　どうしよう。こんなのはじめてでおかしくなりそう……。

　翔さんが私の中を味わうように、ゆっくりと動き出した。

　怖いくらいの快感に襲われ、たくましい肩に縋る。

「んん……っ、翔さん……」

　涙声で彼の名前を呼ぶ私を、翔さんは愛おしそうに見つめていた。

「里帆、愛してるよ」

　そうささやいて、体の動きを激しくする。甘い言葉と容赦ない快感に、泣きそうな声が漏れた。

　いつの間にか静かな雨が降り出していた。

　ライトアップされたエッフェル塔が、窓ガラスについた透明の水滴に滲み、宝石のようにキラキラと輝いていた。

　けれど私はその美しさに見とれる余裕もなく、翔さんに翻弄され頭が真っ白になる。

　彼の愛撫で敏感になった私の体は、あっという間に限界を迎える。あまりの気持ちよさに意識を手放してしまった。

　私たちの関係は、旅先での一夜の遊びだってちゃんとわかってる。それでも、その夜私は彼に愛されて、とても幸せだった。




　頬にやわらかな風が触れ、閉じた瞼の裏に光を感じた。そして、どこからか鳥のさえずりが聞こえてきた。

　朝が来たんだと気づき、ゆっくりと目を開ける。

　レースのカーテンが風に揺れていた。白い格子戸の窓の向こうに、青い空とエッフェル塔が見えた。

　目が覚めたというのに、まだ夢の中にいるみたいに美しい景色だった。

「綺麗……」

　ベッドの中でぼんやりしていると、「起きた？」と声をかけられた。

　振り向くと、バスローブ姿の翔さんがベッドサイドに立っていた。

　緩く合わせた襟元からたくましい体が見えた。昨夜のことを思い出し、頬がぶわっと熱くなる。

「あ、あの……、おはようございます」

　恥ずかしくて目線が合わせられない私とは対照的に、翔さんはゆったりと微笑み「おはよう」とうなずく。

「里帆、体は大丈夫か？」

「あ、はい」

「よかった。昨日は無理をさせたから」

　その言葉に、体の奥がきゅんとうずく。

　激しく抱かれてくたくたになってしまった私を、彼はとことん甘やかしてくれた。

　広いバスルームで体を洗い、髪を乾かし、おいしい食事を食べさせてくれた。そしてベッドの中で何度も抱かれた。

　あんなに激しく求められたのははじめてで、思い出すだけで鼓動が速くなる。

「里帆は、今日帰国するんだよな？」

「はい、午後の便で。なのでそろそろホテルに帰らないと……」

　私が答えると、翔さんがベッドに腰かけた。

「夜の便に変更すればいい。そうすればもう少し一緒にいられる」

　そんな甘いわがままを言いながら体をかがめ、私の髪にキスをする。

「なに言ってるんですか」

　くすぐったくて首をすくめると、今度は耳たぶをかじられた。

　昨夜彼にたっぷり愛された体はまだ敏感で、「あ……っ」と甘い声が漏れる。

「翔さん……っ」

「里帆が欲しい。だめか？」

　色っぽい声でささやかれ、体が熱くなる。

「昨日、あんなにしたのに……？」

「あんなんじゃたりない」

　翔さんはそう言いながら、私の体に触れる。それだけで気持ちよくて背筋が跳ねた。

　朝の光が差し込むベッドの上で、じゃれ合うように何度もキスをする。

　そのとき、遠くから鐘の音が聞こえた。その美しい音色に思わず動きを止めて聞き入る。

「時刻を知らせる教会の鐘の音だな」

　翔さんがそう教えてくれた。

　美しいパリの街に響く、荘厳な鐘の音。夢はここで終わり、目を覚ますときが来たと言われたような気がした。

「翔さん。私、帰ります」

　はっきりとした口調で言うと、翔さんが私をジッと見つめる。彼が私を引き留めたいと思っているのが伝わってきて、それだけで十分嬉しかった。

「わかった。じゃあ、日本に帰ったら連絡を……」

　言いかけた彼の口元に指で触れ、言葉を遮った。

「お互いになにも知らないままでお別れしましょう」

　私がそう言うと、翔さんの表情が曇る。

「里帆はもう俺に会う気はないのか？」

「そうじゃないです」と首を横に振る。

　今回の出会いはひとときの美しい夢みたいなものだ。旅先での非日常が起こしてくれた奇跡だ。

　夢がいつまでも続かないことも、日本に帰ればそれぞれの生活が待っていることも、ちゃんとわかってる。

　連絡先を交換してしまったら、きっと私は彼のことを待ってしまう。それにもし再会できたとしても、真面目でつまらない私に彼はすぐ飽きてしまうだろう。

「翔さんとの時間はとても幸せだったから、楽しいままで終わらせたいんです」

　そう言うと、翔さんの長い腕が私の腰に回り引き寄せられる。

「何度も好きだと言っているのに、里帆は俺の言葉を信じていないんだな」

　不満たっぷりの視線を向けられ、私は笑いながら首を横に振る。

「ベッドの中での言葉を真に受けるほど子供じゃないです」

「本当に里帆は臆病で意地っ張りだな」

「あきれました？」

「いや。そういうところもかわいくて仕方ない」

　翔さんは私の髪に顔をうずめながらささやく。

「お互いになにも知らないまま別れても、俺は里帆を捜し出すよ」

「日本のどこに住んでいるかも知らないのに、再会できるとは思えないですけど……」

「悪いけど、俺は自分の運の強さには自信がある」

　翔さんはそう言うと、私の頬をなで、唇を塞いだ。ベッドの中で何度もキスを繰り返す。

　唇だけじゃなく、頬や首筋や肩先……。体中にキスが降ってくる。

　くすぐったくて身をよじると、逃がさないというように大きな手が私の後頭部を包んだ。鼻先をこすり合わせるようにキスを繰り返し、唇が離れるたびに笑い声が漏れる。

　そのとき、遠くでまた鐘が鳴った。ふたりで動きを止め、鐘の音に聞き入る。

　礼拝が始まる合図なのかもしれない。

　しばらく外を眺めていると、翔さんが私を強く抱きしめた。

「俺がプレゼントしたチャームを目印に捜しに行くから、大事に持っててくれ」

　昨日買ってもらった鐘の形のチャームのことを思い出す。使い込まれた真鍮と、ルビーが綺麗な小さなチャーム。

　おちゃめな老婦人が、『鐘は幸せを呼び込む平和の象徴よ』と教えてくれたっけ。

「わかりました。翔さんが会いに来てくれるまで大切に持っています」

　そんな奇跡みたいなこと、起こらないってわかっているけれど。

「日本でまた会えたら、そのときはもう里帆を逃がさないから覚悟しておけ」

　挑戦的に微笑む翔さんが色っぽくて、胸が苦しくなった。

　私は間違いなく、彼に恋をしていた。










思わぬ再会




　空港のターミナルビルの隣に立つ、地上約百メートルの塔の上。三百六十度ガラス張りで、巨大な空港の敷地すべてを見渡せるその場所が私の職場だ。

　イヤホンとマイクが一体となったヘッドセットを装着し、窓の向こうを確認する。滑走路の手前で待機しているアメリカの航空機に指示を与える。

『ＵＡＳ１５８便。こちら管制タワー。北西の風３ノット。滑走路３４Ｌからの離陸を許可します』

　無線マイクのスイッチを押し英語で伝えると、短いノイズのあとでパイロットから応答があった。

『こちらＵＡＳ１５８便。滑走路３４Ｌから離陸します』

　パイロットは私の指示を復唱し、ＵＡＳ１５８便が滑走路の上を走り出す。大きな機体を支えるタイヤがふわっと浮かんだ。白い翼を持つ飛行機が空に飛び立ち、あっという間に小さくなる。

　この管制塔は航空機に離着陸の指示を出すのが仕事だ。離陸したあとは、ここではなくレーダー管制室のディパーチャーという部門に引き継がれる。

『ＵＡＳ１５８便。周波数120.8に接続してディパーチャーと交信してください。よいフライトを』

『ＵＳＡ１５８便。了解。ディパーチャーと交信します』

　最後に片言の日本語で『イッテキマース！』と付け加えてくれた。

　海外のパイロットはこういう風に挨拶をしてくれる人が多い。

「行ってらっしゃい。気をつけて」

　機体を見送りながら、小さく微笑む。些細なやりとりに心が和なごむ。

　とはいえ、ほっこりしている場合じゃない。

　ここは日本で一番利用者の多い巨大国際空港で、航空機の離発着数は年間四十万を超える。平均すると一日で千機もの航空機がこの空港を利用するのだ。

　その数は国内二位の空港と比較しても桁違いに多い。

　ひっきりなしに離発着する航空機を、安全かつスムーズに誘導するのが、私たち管制官の仕事だ。

　気を引きしめて仕事を続ける。

「蒼井、変わる。お疲れさん」

　十五時を過ぎた頃、パーカーにジーンズ姿の同僚の北きた原はらくんに声をかけられた。

　管制官は公務員だけど人に接する仕事ではないので、服装はわりと自由だ。私もシャツワンピースにカーディガンというカジュアルな格好で仕事をしている。

「ありがとう」

　うなずいてヘッドセットのプラグを抜き北原くんに場所を譲る。

　この空港は二十四時間動いている。私たち管制官も交代制で仕事をするのだ。

　ずっとつけていたヘッドセットを耳から外し伸びをすると、関節がパキパキと音をたてた。

「すごい音だな」

　そう言って笑うのは、上司である武たけ地ち主幹だ。五十代の武地主幹は丸顔でぽっちゃりしていて、ゆるキャラのような愛あい嬌きょうがある。

　私は首を軽くストレッチしながら顔をしかめる。

「朝七時からずっと座りっぱなしで離発着の指示を与えているんですから、肩も凝りますよ」

　席をかわったばかりの北原くんが苦笑しながらうなずいた。

「まぁ、疲れるよな。完全な裏方で誰にも感謝されないのに、絶対にミスは許されない仕事だし」

　その言葉に、同じく朝からの勤務だった後輩の富とみ永ながさんも首を縦に振って同意する。

「本当ですよ。みんな飛行機に乗って楽しくお出掛けしてるのに、私たちは塔の上に閉じ込められてひたすら見送るだけなんて、地味すぎる」

　富永さんは明るめのセミロングの髪を指でいじりながら唇をとがらせる。

　そんな仕草が様になるほどかわいらしい彼女は、私の二歳年下の二十五歳だ。この管制室の中で一番若い。

　私たちの仕事は、安全な空の旅を守る大切な仕事だ。

　とはいえ、大空に飛び立つ飛行機を毎日数えきれないくらい見送っていると、うらやましくなる富永さんの気持ちもわかる。

「そういえば、蒼井は休暇を取ってフランスに行ってたんだよな。楽しかったか？」

　武地主幹が私にたずねた途端、富永さんが顔色を変えた。

「武地主幹、それ禁句！」

　口止めするように叫んだ彼女に、私の方が驚く。

　禁句って、いったいなにが？

「あぁ、すまん。そうだった！　蒼井は旅行直前に彼氏に浮気されて、ひとりさみしく傷心旅行してたんだもんな。楽しいわけないよな」

　その言葉に目を見開く。

「待ってください。なんでそんなこと知ってるんですか？」

　言いながら、いやな予感がして振り返る。

　その場にいた同僚たちが、一斉に私から目を逸らした。

　なにその反応……。と眉を寄せる。

　まさかみんな、私が恋人に浮気されたことを知っている？　なぜ私の個人的な事情が職場に駄だ々だ洩もれなんだろう。

　その原因は、ひとつしか考えられない。

　私がゆっくりと前を向き無言で富永さんを見つめると、彼女は「てへっ」と小首をかしげて笑った。

「蒼井さんがお休み中、話し相手がいなくてさみしくて、つい口がすべっちゃいました」

「口がすべったって……」

　悪びれない彼女に脱力してしまう。

「ごめんなさーい。怒ってます？」

　小柄な富永さんに顔をのぞき込まれ、ため息をついた。

　富永さんは明るくて話し上手ないい子だ。彼氏の浮気を知って落ち込んでいる私に気づいて、色々話を聞いてくれた。

　長期休暇をひとりきりで過ごしていたら絶対に病むから、無理にでも旅行に行った方がいいと勧めてくれたのも彼女だ。

　その前向きな明るさに励まされたのは事実だから、一方的に責める気にはなれなかった。

　ただ、ちょっと口が軽すぎるとは思うけど。

「大丈夫。怒ってないよ。みんなには言わないでって口止めしなかった私も悪いし」

　私がそう言うと、富永さんが笑顔になる。

「大好きな先輩の蒼井さんに嫌われなくてよかったぁ～」

　大袈裟に胸をなでおろす仕草をした。

　かわいくて愛嬌のある子はずるいなと思う。こんな風に無邪気に笑われたら、ついつい許してしまうじゃない。

　仕事を終え、ふたりで管制ルームをあとにして中央にあるエレベーターへと向かう。

「そうだ、蒼井さん。今度一緒に合コン行きません？」

　エレベーターを待っていると唐突に聞かれ、「合コン？」と瞬きをした。

「彼氏と別れたんだから、次の出会いを探しましょうよ！　浮気した元カレより、いい男を捕まえるしかないですよっ！」

　鼻息を荒くする彼女に、「遠慮しとく」と首を横に振る。

「えー、彼氏欲しくないんですか？」

「今はいらないかな」

「もしかして、まだ元カレのことが忘れられないんですか？」

　心配そうに見つめられ、「そうじゃなくて……」とつぶやく。

　頭に浮かんだのは元カレの尚久ではなく、パリで出会った翔さんの顔だった。

　無意識に首から下げた身分証に触れる。そのストラップには、翔さんからもらった鐘の形の小さなチャームがついていた。

『必ず捜し出す』という彼の言葉を本気にしたわけじゃないし、いつかまた出会えるかも、なんて期待もしていない。

　だけど、ふたりで過ごしたあの時間を思い出すだけで、心が温かくなって幸せな気持ちになれた。

　今はそれだけで十分だった。

　そんな私を見て、富永さんがはっと表情を変える。

「もしかして、旅行先で素敵な出会いがあったんですか？」

「えっ!?」

　鋭い質問に、動揺して声が裏返ってしまった。

「蒼井さんがフランスから帰ってきてから、なんだか雰囲気がやわらかくなったなと思ってたんですよね。幸せそうっていうか、満ちたりてるっていうか。新しい恋人ができたからだったんですね」

　納得したようにうなずく彼女に、私は慌てて首を横に振る。

「こ、恋人なんてできてないよ」

「じゃあ、あれですか？　旅行先での一夜の恋ってやつ！」

　ピンポイントで言い当てられ、動揺のあまりせき込んでしまった。

「やっぱりそうなんですね！　相手はフランス人ですかっ!?　いいなぁ、出会ったばかりの人とフランスで恋に落ちるなんてロマンティック……！」

「いや、そんなことないから！」

　勝手に盛り上がる富永さんに必死に否定していると、武地主幹が声をかけてきた。

「そうだ。蒼井と富永は来週搭乗訓練があるから忘れるなよ」

「搭乗訓練ですか？」

　そう言えば、旅行前にそんな話をしていたっけと思い出す。

　搭乗訓練というのは、管制官が航空機のコックピットに乗せてもらい、パイロットの仕事を見学する訓練だ。

　パイロットがどんな風に管制と交信し、機体を操縦するのか理解を深め、どのように指示を出せばスムーズなやりとりができるのか学ぶことが目的だ。

「どこの便でしたっけ」とたずねた富永さんに、主幹が答える。

「ＯＪＡの新しん千ち歳とせ便だ。もちろん日帰りな」

　ＯＪＡと聞いてずきんと胸に痛みが走った。

　オリエンタルジャパンエアライン。元恋人の尚久が務める航空会社だ。

　一瞬、尚久の搭乗する便だったら気まずいなと思ったけれど、新千歳への便は利用者が多いから、尚久の操縦する小型機ではないだろうと思いなおす。

「えー。せっかく北ほっ海かい道どうに行くのに、日帰りなんてありえないですよ。主幹、一泊に変更してください」

　富永さんの主張に、武地主幹は「そんな余裕あるわけないだろ。こっちはいつだって人手不足なんだよ」と苦笑いする。

「えー、ケチー！」

「ま、そう言うな。搭乗訓練でイケメンパイロットと知り合えるかもしれないぞ」

「主幹！　それも禁句！」

　富永さんのするどい声に、主幹がはっとしたように口を手で覆う。

　パイロットという言葉にそんな過剰な反応をするってことは。

「……私の元カレがパイロットだってことも、みんな知ってるのね」

　富永さんを見つめると、彼女は「てへっ」と小首をかしげて笑った。




　その日、私と富永さんは搭乗訓練に参加するために、空港のターミナルビルの中を歩いていた。

　管制官は年に一度搭乗訓練をするよう定められているけれど、強制ではなくあくまで自主参加なので、実際の搭乗訓練の参加率は二割を切る。

　けれどあまりにも参加していないと管轄する国土交通省から怒られてしまうので、何年かに一度こうやって民間の旅客機に乗せてもらうのだ。

「ほんと面倒くさいなぁ、搭乗訓練。蒼井さん、お腹が痛くなったとか言ってさぼっちゃいませんか？」

「そんなことできるわけないでしょ」

「えー。だってコックピットは狭いし、補助座席は座り心地が悪いし、疲れるじゃないですか」

　歩きながら文句を並べる富永さんに、一応釘を刺しておく。

「富永さん。お願いだから、航空会社の人の前でそういうことは言わないでね」

「わかってますよ。本音と建前くらいちゃんと使い分けられます」

　富永さんは自信満々に胸を張る。

　一応今も仕事中なんだから、本音は控えめにしてほしい。

「でも、実際にパイロットが操縦する様子を見せてもらえるのはすごく勉強になるよ」

「さすが蒼井さん。ほんと真面目ですよね」

「真面目じゃなくて、当たり前のことを言ってるだけだと思うんだけど」

　そう言いながら、武地主幹の顔を思い浮かべる。

　管制官はいつも人手不足なのに、わざわざ私と富永さんを一緒に搭乗訓練に参加させたのは、彼女の失言をフォローしてやってくれってことなんだろうな。

　一般の搭乗ゲートではなく、空港内にあるオリエンタルジャパンエアラインの事務所へと向かう。

　通路にあるベンチに座って待っていると、富永さんが落ち着かない様子できょろきょろと辺りを見回していた。

「どうしたの？」

　武地主幹の冗談を真に受けて、イケメンパイロットでも物色しているのかな。そう思い声をかける。

「蒼井さんの元カレって、ここの航空会社のパイロットなんですよね？」

　声をひそめてたずねられ、「えっ」と肩が跳ねた。

「大丈夫ですよ、蒼井さん。もし元カレがいたら、私の影に隠れてください。話しかけてきたら思いっきり睨んでやりますから」

　富永さんは背中の毛を逆立てて威い嚇かくする猫のような顔をして辺りを見回す。

　どうやら私がいやな思いをしないように気を遣ってくれているようだ。

　もしかして、さっき搭乗訓練をさぼろうと提案したのは、私を心配していたから？

　そう気づいて思わず口元がほころんだ。

　口が軽いし正直すぎるし問題もある彼女だけど、こういうところが憎めないんだよなぁ。

「ありがとう。でも大丈夫。ＯＪＡだけで千人以上パイロットがいて世界中の空を飛んでるんだから、事務所で偶然会う確率はほぼゼロだよ」

「蒼井さん、こういうのは確率じゃないんですよ。男と女は奇跡みたいな偶然で出会っちゃうものなんです」

「奇跡って」

　富永さんの力説にくすくす笑っていると、靴音が近づいてきた。

「お待たせしました」

　背後から声をかけられ、振り向く。

　そこには袖口に金色の四本のラインが入ったパイロットの制服を着た、背の高い男性が立っていた。

　その人物を見上げ、私は言葉をなくした。

　状況が理解できずにパニックになる私の横で、富永さんが「わ、イケメン」と素直な感想を漏らす。

　そんな私たちを見下ろし、長身の彼がくすりと笑った。片方だけ口端が上がる色っぽい笑みに、鼓動が速くなる。

　そこにいたのは、間違いなくパリで一夜を共にした翔さんだった。

「本日機長を務めさせていただく、矢や崎ざきです」

　低く艶のある声でそう言われ、混乱する。

　翔さんがパイロット!?　しかも、元カレの尚久と同じ会社の。

　信じられなくて、めまいがしそうだ。

「蒼井さん、どうしたんですか？」

　私が冷や汗をかいていると、富永さんにたずねられた。

「ええと、あの……」

　動揺する私を見て、富永さんの表情が険しくなった。

「――もしかして、蒼井さんの元カレってこの人ですか？」

　警戒モードの富永さんが、翔さんを睨みながら小声で私に問う。

「違う違う！」と焦りながら首を横に振った。

　私が変な反応をしたら、『どういう知り合いなんですか？』と根掘り葉掘り聞かれるに違いない。

　パリで出会った男の人と一夜を過ごしたなんて知られたら、またみんなに言いふらされるかもしれない。それだけは避けたい。

「ただ、ちょっと、その……っ」

　なんとか取り繕おうとしていると、翔さんの隣にいた男性が「矢崎みたいな背の高い男に、急に背後に立たれたら怖いですよね」とフォローしてくれた。

「それに矢崎は無駄に整った顔をしているから、迫力があって威圧感があるし」

　彼は翔さんを見て笑う。

　そう言う彼も、翔さんほどじゃないけど十分背が高い。明るい髪色で瞳がわずかにグリーンがかっている、やわらかい雰囲気の好青年だった。

　彼もパイロットの制服を着ているけれど、袖口の金色のラインは三本。今日搭乗する便の副機長だろう。

「失礼しました。ちょっと知人に似ていたので、驚いてしまって」

　私が苦しい言い訳をすると、くすりと笑い声が聞こえた。視線を上げると翔さんがわずかに肩を上げる。

「そうですか。知人にね」

　そう言って目を細める。からかうような意地悪な視線を向けられ、頬が熱くなった。

　翔さんは私が管制官としてこの場にいることに驚くどころか、おもしろがるような顔をしていた。

　もしかして翔さん、今日私が搭乗訓練で飛行機に乗ることを知っていた……？

「副機長の芦あし沢ざわです。今日はよろしくお願いします」

　動揺していると副機長の芦沢さんが挨拶をしてくれた。慌てて気持ちを切り替え頭を下げる。

「搭乗訓練で同行させていただきます、主任管制官の蒼井です」

「富永です。よろしくお願いいたします！」

　富永さんの元気な挨拶に、芦沢さんが明るく笑った。

「こんな綺麗な女性をふたりもコックピットに乗せるなんて、緊張するなぁ」

　彼のお世辞に微笑みながらも、視線が翔さんに引きつけられる。

　首元までかっちりととめられた白いシャツにネクタイ。重厚感のある黒地の制服の胸元には、黄金の翼を広げたウイングマークが輝いていた。そして袖口には金色の四本線。

　長身で手足が長くしっかりと肩幅がある彼の制服姿は、ものすごく凜り々りしく素敵だった。

　落ち着いていてストイックな雰囲気なのに、なんだか色っぽい。

　たぶんそれは表情や立ち居振る舞いに、自信があふれているからだ。

　彼が有能なパイロットだということは、この若さで機長を務めているということだけで十分わかる。

　パリで出会ったときのラフな格好の彼も、スーツを着た彼も素敵だったけど、パイロットの制服姿はさらに魅力的だった。

　もう会うことはないと思っていたのに、こんなところで再会するなんて……。

　私は無意識のうちに首から下げたストラップに触れる。そこにある小さな鐘の形のチャームをぎゅっと握りしめた。




　案内されコックピットに入る。間近で見る飛行機はビルのように大きいのに、操縦するコックピットは驚くほど狭い。

　隙間なく並ぶ計器やスイッチを目の当たりにすると、その数に圧倒された。パイロットはこの複雑な機器をすべて把握し空を飛ぶのだ。

　操縦席の後ろにある折り畳み式の補助座席に座り、静かに離陸のときを待つ。

　搭乗してからも、機長である翔さんは忙しそうだった。整備担当と話をし、ひとつひとつ計器をチェックする。

　専門用語が飛び交っていて内容はわからないけれど、真剣な表情がかっこよく見えて勝手に鼓動が速くなった。

　そんな自分に落ち着けと心の中でつぶやき深呼吸をする。

　すべての確認を終えた翔さんは、なめらかな鹿革の白いグローブを手にはめた。きゅっと革をひっぱり長い指にフィットさせると、手首についた留め具を締める。

　黒い制服と白いグローブの対比が鮮やかで、ストイックなのに色気があった。

　武骨な操縦桿を握る長い指。大きな機体を操るあの指に体中を愛撫され喘あえがされた。そんなことを思い出し、体温が上がる。

　なにを考えてるんだ。今は搭乗訓練中なのに……っ。と慌てて雑念を頭から追い払う。

　操縦席に座るパイロットは、グラウンド、タワー、ディパーチャーとそれぞれの部署を受け持つ管制官と順に交信し、機体はスムーズに離陸した。

　順調に高度を上げ巡航に入る。

　それまでの一連の業務を見ているだけで、翔さんが有能なパイロットだということがわかった。すべての動きに無駄がなく、しかも判断が早くて的確だ。

　自動操縦に切り替わり、コックピットの緊張がわずかに緩む。

　操縦席に座る翔さんに見とれていると、富永さんが私に耳打ちしてきた。

「あの矢崎さんって、噂の天才パイロットですかね」

「天才パイロット？」

「知りません？　アメリカの大学で資格を取って、そのままあっちでパイロットをやっていたけど、ＯＪＡにスカウトされて日本で最年少の機長になったイケメンがいるって」

「噂は聞いたことはあるけど……」とうなずきながら、操縦席に座る翔さんの横顔を見る。

　元カレの尚久も言っていた。社内に誰もかなわないほど若くて有能な機長がいるって。

　たしか、私たちよりも六つ上の三十三歳で、一年前に日本に帰ってきたはずだ。

　自社養成パイロットが多いＯＪＡでは『わざわざアメリカの航空会社からパイロットを引き抜くなんて』という否定的な声も多かったけれど、操縦技術の高さとどんなときも的確な判断を下す冷静さで、すぐに一目置かれる存在になった。

　彼のようなパイロットになるのが夢だと尚久は目を輝かせて言っていた。

　まさか、その人が翔さん？

　パリで出会ったときも、自信に満ちていて魅力的な人だとは思っていたけど、ここまですごい人だったなんて予想外だ。

「破格の報酬をもらっているらしいし、これだけのイケメンだし、ＣＡやグランドスタッフはもちろん、空港で働く女性スタッフみんなが狙ってるって噂も納得ですよね」

「そうなんだ……。すごいね」

　曖昧に返事をしながらため息が漏れた。

　そんな人と一夜を共にしてしまったなんて……。本当にありえない出来事だったんだと実感する。

　やっぱり私はからかわれていただけなんだろう。

　そう思っていると、富永さんが内緒話をするように口元を手で覆いこちらに顔を寄せてきた。なんだろうと思い耳を傾ける。

「ちなみに蒼井さんは機長と副機長、どっちがタイプですか？」

　突拍子もない質問にせき込みそうになる。

「なに言ってるの」と顔をしかめた。

「だって、ふたりとも雰囲気が真逆だけどすごいイケメンじゃないですか。色気があって近寄りがたい雰囲気の矢崎機長と、綺麗な外見で物腰のやわらかい芦沢副機長。女性社員たちに黒王子白王子とかあだ名付けられてきゃーきゃー言われてそう」

　その言葉を聞きながら、たしかに、とつぶやき翔さんの横顔を見つめる。

　ただでさえかっこいいのにこの凜々しいパイロットの制服姿を見たら、どんな女性でも恋に落ちてしまうと思う。

　ＣＡさんが運んできてくれたコーヒーを飲みながら、窓の外を見下ろす。

　普段は見上げているビル群や山なみはあっという間に遥か下だ。雲の切れ間からはキラキラと光る青い海が見える。

「わー、海が綺麗！　パイロットさんはいつもこんな景色を見ながら飛んでるんですね～。私たちはずっと管制塔の中だからうらやましい」

　富永さんがはしゃいだ声をあげた。副機長の芦沢さんが苦笑いする。

「景色はいいけど窮屈ですよ。何時間も操縦席に座りっぱなしですから」

「たしかに。コックピットは狭いし、おふたりとも長身だから大変そうですよね」

「矢崎も僕もでかいから圧迫感がありますよね。狭苦しくてすみません」

「いえいえ。イケメンパイロットさんの操縦する姿を見られて嬉しいです」

　富永さんは芦沢さんと会話を弾ませていた。

　私はさりげなく手を伸ばし、富永さんの服のすそを掴む。

「富永さん。見学のために搭乗させてもらってるんだから、私語は慎んだ方が……」

　小声でたしなめると、その声が聞こえてしまったのか、翔さんがこちらを見た。

「大丈夫ですよ。巡航中は自動操縦ですし、コックピット内での私語は禁止されていないので」

　制服姿で操縦席に座りヘッドセットをつけた彼はかっこよくて、視線が合うだけで心臓が跳ねた。

　そのうえ、余よ所そ行きの敬語で話す彼は紳士的なのに色っぽくて、妙にドキドキしてしまう。

　落ち着け私。今は搭乗訓練中で、これは仕事なんだから。

「よかった！　フライト中におしゃべりしても大丈夫なんですね」

「十何時間もかかる長距離フライトだと、なにか話していないと逆に集中力が保てませんしね」

「なるほど～」

　首を縦に振ってうなずく富永さんの隣で、「業務の邪魔になるようでしたら、すぐに言ってください」とお願いする。

　すると、副操縦士の芦沢さんにくすくす笑われてしまった。

「蒼井さんは真面目なんですね」

「すいません。頭が固くて」

　恥ずかしくなってうつむくと、翔さんが口を開いた。

「蒼井さんのような真面目で真しん摯しな方が管制官として我々をサポートしてくれているんだと思うと、こちらも心強いです」

　優しい声で言われ、頬が熱くなった。

　管制官は常に人目につかない場所で裏方に徹するのが仕事だ。悪天候やアクシデントで予定が狂い苦情を言われることはあっても、感謝されることはほとんどない。

　それなのに、こうやって優しい言葉をかけてもらえたのが嬉しかった。

　私は平静を装いながら、胸元にある鐘の形のチャームにそっと触れた。




　無事に東京と北海道を往復し、コックピットから出る。

　外の空気を吸い、ほうっと息を吐き出した。ただ座っているだけとはいえ、さすがに一時間半のフライトに連続で乗ると肩が凝った。

　操縦席の後ろで見学しているだけの私ですら疲れるんだから、飛行機を操縦するパイロットの疲労は比べ物にならないだろう。

　ヨーロッパやアメリカへ向かう便なら、フライトは十時間を超える。本当にタフな仕事だと思う。体力的にも精神的にも。

　それにしても翔さんの操縦技術の高さには驚かされた。フライト中はもちろん、とくにすごかったのは着陸のときだ。

　あんなにも大きな旅客機がふわりと降りるなんて。

　たぶん、座席に座るお客様は、いつタイヤが滑走路に接地したかわからなかったと思う。

　海外の航空会社で働いていた彼を、ＯＪＡがわざわざスカウトしたというのも納得だ。

　操縦桿を握る翔さんの真剣な横顔を思い出すだけで、頬が熱くなった。

　管制塔に顔を出し、主幹に搭乗訓練を終えたと報告してから帰る支度をする。

「蒼井さん、どこかでごはん食べて帰りません？」

　富永さんが誘ってくれたけれど、「ごめん。今日は疲れたから」と断った。

　脳裏には操縦桿を握る翔さんの姿が焼きついていて、まだ頭がぼうっとしていた。

　とてもおしゃべりしながら楽しく食事する気分じゃなかった。

　いつも通勤に利用している電車の乗り口ではなく、ターミナルビルへと向かう。出発ロビーにやってくると、ひとりでベンチに座った。

　そしてぼんやりと辺りを眺める。

　心が落ち着かないときは、出発フロアでこれから飛行機に乗り込む人たちを眺めるのが私の習慣だった。

　空港内は賑わっていた。

　私の目の前を色々なキャリーケースが通り過ぎる。シンプルなシルバーや明るいピンク。ステッカーが貼られていたり、あちこち傷がついていたり、買ったばかりの新品のものも。

　それをひっぱる持ち主も様々だ。家族連れやカップル。スーツを着たサラリーマン。旅行ツアーらしき団体客もいる。

　私はその姿を少し離れたところからぼんやりと眺めるのが好きだ。

　行きかう靴音や話し声、出発を知らせるアナウンス。ここではないどこかへ旅立つ人。それを見送り別れを惜しむ人。自分を待つ人の元へ帰る人。

　みんなそれぞれに目的地があり、そこへ向かうために飛行機に乗る。

　その様子を眺めているのが好きなのだ。

　しばらくそこに座っていると、ぎしりと音がして微かにベンチが揺れた。

　なんだろうと不思議に思って顔を上げる。背後に立つ人が背もたれに手を置き、私のことを見下ろしていた。

「か……っ！」

　驚きのあまり言葉が出ず、ぱくぱくと口を動かす。

「里帆。搭乗訓練お疲れ様」

　そう言ってこちらを見つめるのは、私服に着替えた翔さんだった。

　どうしてここに。広いターミナルビルで、偶然出会うことなんてないと思っていたのに……。

　私は慌ててベンチから立ち上がり、翔さんと距離を取る。

「そんなに警戒しなくてもいいだろ」

　動揺する私を見て、翔さんが小さく笑う。微かに首をかしげこちらを見下ろす表情が色っぽくて、鼓動が速くなった。

「け、警戒するに決まってるじゃないですか」

　私はすぐさま言い返し、翔さんを睨む。

「翔さん。どうして自分が普通の会社員だなんてうそをついたんですか？」

「パイロットも会社員だろ。航空会社に雇われてる」

　翔さんは私の視線を受け止めくすりと笑った。

　たしかにそうだけど、パイロットを普通の会社員とは言わないと思う。

「私は管制官をしてるって話したのに、自分はパイロットだってことを隠していたなんて、卑ひ怯きょうです」

　しかも、元カレの尚久と同じ航空会社だなんて……。

　そう思ってからはっとした。

　同じ会社のパイロットなんだから、翔さんと尚久は面識があったんじゃ。だからパイロットだということを隠したのかもしれない。

　優しくなぐさめてくれたのも、あちこち案内して楽しませてくれたのも、何度も私を抱いたのも。全部、私が同僚の元恋人だと知っていたから……？

　体から血の気が引いて、手足が冷たくなる。

　翔さんは日本に帰ってきてから私のことを尚久に話したりしたんだろうか。『お前の元恋人がパリでさみしそうにしていたから相手をしてやった』なんて話をして、哀れな私を笑っていたんだろうか。

　顔色を変えた私を見て、翔さんが首をかしげる。

「里帆、どうした？」

「あの……。もしかして、翔さんは私の元カレのことを知っていたんですか？」

　疑いながらたずねると、翔さんは不思議そうな顔をした。

「いや、パイロットということしか聞いていないが」

　その言葉を聞いて、ほっと胸をなでおろす。

　どうやら翔さんは、私が尚久の恋人だということを知らないようだ。

　それもそうだ。ＯＪＡは日本で一番大きな航空会社で、数えきれないほどのパイロットがいる。

　翔さんのようなエリートが、新米パイロットの尚久の恋愛事情まで把握しているはずがない。

　安堵する私とは対照的に、翔さんの整った顔に不満げな表情が浮かんだ。

「そんなことをわざわざ聞くってことは、里帆の元恋人はＯＪＡのパイロットなのか？」

　そう言われ、ぎくっと背筋が強張る。

「いえっ、そういうわけじゃ！」

　焦りながら否定すると、「そうか」と彼は表情を緩めた。

「どうして翔さんは、自分がパイロットだってことを隠していたんですか？」

「それは、元カレと同じ職業だと知られたら拒絶されるかもしれないと思ったんだ。でも、なにも言わないまま君を抱いたのは卑怯だった。悪かった」

　潔く謝罪され、どきっとしてしまった。

　この人は自信満々に微笑んでいるときも、真剣な表情で操縦桿を握っているときも、こうやって頭を下げているときでさえ、ずるいくらいかっこいい。

　私が黙り込んでいると、翔さんがこちらに近づいた。

「日本に帰ってからもずっと里帆のことを考えてた」

　私の腰を抱き寄せると、耳元でそうささやく。

　思わず「ひぇっ」と小さな悲鳴が漏れた。

「な、なにするんですか。離してください！」

　慌ててたくましい胸を押し距離を取ると、「パリでは抱きしめさせてくれたのに」と不満そうな表情で見つめられた。

「ここは日本だし、誰かに見られたら勘違いされるじゃないですかっ」

　しかもお互いの職場である空港のターミナルビルなのに。

「勘違いされてもいい。俺は里帆が好きだと何度も言ってるだろ？」

「またそうやって……っ」

　からかわないでくださいと言おうとすると、低い声で遮られた。

「俺は本気で君が好きだ」

　真剣な表情に、鼓動が速くなる。

　情熱的な愛の言葉を嬉しいと感じる自分がいた。でもそれ以上の不安が胸に押し寄せる。

「申し訳ないですけど、私は翔さんとお付き合いする気はありません」

「それは、俺がパイロットだから？」

　その質問に「そうです」と首を縦に振る。

　もう二度とパイロットとは付き合いたくない。それが、誰であっても。

　私ははっきりと拒絶したのに、翔さんは「よかった」と微笑んだ。

「よかったって、なにがですか？」

「パイロットだから付き合えないってことは、俺自身のことは好きなんだろ？」

　色っぽい流し目を向けられ、心臓が大きく跳ねた。

「私は翔さんのことを好きだなんて、ひと言も言ってないですけど！」

「パリで贈ったチャームを大切に身に着けていてくれただけで、里帆の気持ちは十分伝わった」

　そう言われ、はっとする。

　仕事中首から下げている身分証。そのストラップには翔さんからもらった鐘の形のチャームがついていた。

　それに気づかれていたなんて。

「いや、それは……っ」

　どうにかしてごまかそうと慌てる私を見て、翔さんは片方の口端を上げて微笑む。

「身分証のストラップにチャームがついていると気づいたとき、里帆を抱きしめたくて仕方なかった。俺との約束を守って、肌身離さずつけていてくれたんだろ？」

「ち、違います。翔さんと約束したからじゃなく、純粋に気に入ったからつけていただけです」

「それでも、好きでもない男からもらったものを、わざわざ目につくところにつけないだろ」

　自信満々に言われ、ぐっと言葉に詰まる。

「搭乗訓練中、何度も無意識にそのチャームに触れていた。いつも、お守りみたいに大切にしてくれていたんだな」

「別に、そういうわけじゃ……っ」

　必死に言い訳しながらも、頬が熱くなっていくのを感じた。どうしよう、きっと顔が真っ赤になってる。

「里帆。本当に俺が嫌いなら、そんな表情で見つめるな。そんなかわいい顔を見せられたら、このままさらってしまいたくなる」

「本当に、やめてください」

　そんな風に愛おしそうな表情で見つめられたら、理性が揺らいでしまう。

　泣きそうな顔をする私を、翔さんがジッと見つめた。

「里帆がそうやって俺を拒むのは、元カレに裏切られたことが忘れられないからか？」

　彼の言う通り、私は元カレの尚久に浮気をされたことが忘れられないでいた。

　ずっと真面目で一途だった彼が、パイロットになった途端私を裏切った。あんな思い、もうしたくない。

　だけど、二度とパイロットと付き合わないと決めた理由はほかにある。

　あのときの自分の失態を思い出し、指先が冷たくなった。

「パリでも言ったと思いますけど、私はパイロットとだけは付き合うつもりはないので、諦めてください」

　翔さんを見上げ、はっきりとそう言う。

「里帆の、そういう臆病で不器用なところも好きだよ」

　私が頑なな態度をとっても、翔さんは少しも動じなかった。

「……でも、君との恋を一夜だけの思い出で終わらせるつもりはない。これからとことん里帆を口説くから、覚悟してくれ」

　挑戦的に微笑まれ、心臓がドキドキと音をたてる。どうしていいのかわからなくて、私は途方にくれてしまった。










愛しい人　翔 side




　ニューヨークから飛び立ち十三時間。自動操縦から手動に切り替え操縦桿を操作する。眼下に大きな空港が近づいてくるのが見えた。

『ＯＪＡ２８１便。こちら管制タワー。滑走路３４Ｒへの着陸を許可します』

　耳につけたヘッドセットから、女性管制官の声が聞こえてきた。凜としているけれど、やわらかさもある声。

　その聞き取りやすい管制指示を聞いて、すぐに声の主が里帆だとわかった。綺麗で透明感のある彼女の姿を思い出す。

『西の風４ノット。微風ですが滑走路付近で横風が吹いているので注意して着陸してください』

　操縦するパイロットのことを考えた細やかな気くばりに頬が緩んだ。

『こちらＯＪＡ２８１便。横風に注意して滑走路３４Ｒに着陸します』

　操縦桿を握る俺の代わりに、隣に座る副操縦士が無線で答える。

　徐々に高度を下げながら、滑走路の横に立つ管制タワーを見る。あそこに里帆がいるんだと思うだけで、笑みがこぼれ胸が温かくなった。




　空港から近い場所にあるバーでひとり飲んでいると、里帆が店に入ってきた。

「本当に翔さんは強引すぎます」

　俺の姿を見つけた途端、里帆は頬を膨らませた。

「悪い」と微笑みながら、彼女のために隣の椅子を引く。

「コックピットの中で無線越しに里帆の声を聞いたら、どうしても会いたくなった」

「だからそういうことを言わないでください……っ」

　言葉を詰まらせた里帆の白い頬は、照明が控えめの店内でもわかるくらい赤くなっていた。

　意地っ張りなのに素直な反応を隠せない里帆が、かわいくて仕方ない。

「でも、来てくれただろ？」

　首をかしげて見つめると、里帆は顔をしかめて隣に座る。

「一方的にあんなメッセージを送られてきたら、無視するわけにはいかないじゃないですか」

　飛行機を降り入国手続きと業務報告を終えた俺は、里帆に『空港の近くのバーにいる。充電がないからもう連絡はとれないが、里帆が来てくれるまで待ってる』とメッセージを送った。

　本当はすぐに電源が切れるほど充電は減ってはいなかったが、そういう風に言えば必ず彼女は来てくれるとわかっていたから。

　日本で再会してから一カ月。

　里帆には付き合う気はないとはっきり拒絶されたけれど、俺は彼女を諦めるつもりはまったくなかった。

　搭乗訓練のあと、里帆はなかなか連絡先を教えてくれなくて、卑怯かなと思いつつ後輩管制官の富永さんという女性を頼った。

　勤務終わりの富永さんを捕まえ、里帆の連絡先を知りたいから力を貸してくれないかとお願いすると、『一度管制室に持ち帰って、みんなで協議します』という謎の言葉とともにしばらく待たされた。

　その後、色々苦労したものの、無事里帆の連絡先を知ることができた。

　教えてもらった番号にかけると俺からの電話を受けた里帆は、『富永さんから聞き出したんですよね』と少し困った声で言った。

『連絡をくれるのはかまいませんが、不規則な勤務で忙しいので返事は期待しないでください』

　そう冷たく言われ、それから無視されるのを覚悟のうえでメッセージを送ると、時間がたってからだけれど里帆は必ず返事をしてくれた。

　短めの文章に、崩れない敬語。

　一生懸命素っ気なく返事をしようとしているのが伝わってきた。頑なだけどお人好しな彼女が、どうしようもなくかわいかった。

「連絡手段もないのに勝手に待ってるなんて。今日は遅番だったからよかったですけど、もし私が夜勤だったらどうするつもりだったんですか？」

　顔をしかめて怒る里帆に、にっこりと笑いかける。

「そうしたら、里帆を待ちながら閉店まで飲んでひとりでさみしく帰るだけだよ」

「閉店まで待つなんて……。申し訳ない気持ちになるのでやめてください」

「俺が勝手にしてることなんだから里帆が気にすることじゃないし、本当にいやなら無視すればいい」

　そう言って流し目を向けると、里帆が口をつぐんだ。

　お人好しな里帆は強引な誘いを無視できない。その優しさに付け込んで、俺はこうやって彼女と会うようになっていた。

「翔さんは、今日はどこの便だったんですか？」

「ニューヨークだ」

　彼女の質問に答えると、「ニューヨーク!?」と目を丸くする。

「十何時間も乗務したうえに時差もあるんですから、こんな場所で飲んでないで帰って休んだ方がいいですよ」

「大人しく家に帰ってひとりでさみしく寝るより、里帆の顔を見ている方が癒される」

　カウンターに頬杖をつき里帆の頬をなでながら言うと、彼女は顔をしかめた。

「私なんか見たって癒されないと思いますけど」

「愛おしい人と一緒にいられるだけで、癒されるよ」

「もう、なに言ってるんですか……っ」

　里帆はしばらく黙り込んだあと、両手で顔を覆いうつむく。表情は見えないけれど、髪の間からのぞいたうなじは真っ赤になっていた。

　どうやらものすごく照れているようだ。

　このまま自分の部屋に連れ帰って、あの細いうなじにキスをしたい。そして白い肌の上に俺のものだという印を残したい。

　そんな欲望が込み上げる。

「里帆は明日も遅番？」

「いえ、明日は休みですけど……」

「じゃあ、これから俺の家に行こうか」

　そう言って見つめると、「行きません！」とはっきりと拒否された。

「どうして？」

「付き合ってもいない男の人の部屋に行くほど軽くないので」

　つんと澄ました彼女を見て、小さく肩を上げて笑う。

「今さらだろ。パリであんなに何度も俺に抱かれたのに」

「だから、そういうことを言わないでくださいっ」

　小声で言って俺を睨んだ。大きな瞳が動揺のせいかわずかに潤んでいて色っぽい。

「それとも、あの夜満足できなかったから、もう俺とは寝たくない？」

「そ、そういうわけじゃ……っ！」

　慌てて否定した彼女に向かってにっこりと笑う。

「じゃあ、満足してもらえたんだ？」

　彼女は反論できず、涙目でこちらを睨む。とがった唇も、膨らんだ頬も、かわいくて仕方ない。

「あのときの里帆は、気持ちよすぎて泣いてたもんな。ぐずぐずになって俺の肩に縋りついておねだりする里帆は本当にかわいかった」

「パリでのことを蒸し返すのは反則です」

「どうして？」

「だって、あのときは翔さんがパイロットだって知らなかったから……」

　彼女はそう言って口をつぐむ。

　もし違う仕事をしていたら、彼女はすんなり俺の愛を受け入れてくれたんだろうか。

「里帆は、本当にパイロットが嫌いなんだな」

「嫌いというわけじゃないです。ただ、もう二度と付き合いたくないだけです」

　里帆はうつむきながらつぶやく。

　そうやってむきになるほど、元カレのことが忘れられないのか。そう思うと、嫉妬で胸の奥が焼けつくように痛んだ。




　空港の中にあるオフィスのブリーフィングルームで、副機長とともに今日のフライトの打ち合わせをする。

　毎回フライト前には運行管理者が作成した飛行計画をもとに、その日の天候や飛行ルート、搭載燃料の量など、細かなところまで確認するのだ。

　今日はこれから福ふく岡おかに飛び、またすぐに東京に戻ってくる予定だ。

　時間に余裕を持って打ち合わせを終えブリーフィングルームを出ると、「矢崎さん」と声をかけられた。

　振り返ると、やわらかな笑みを浮かべる芦沢がいた。

　副機長をしている彼は、俺より三つ下の二十九歳。立場的にも年齢的にも俺の方が上だが、ＯＪＡに入社した時期は芦沢の方がずっと早いので、上下関係はあまりなくフランクに話せる相手だ。

　同じ機体を担当しているので一緒に組んでフライトをすることもあるが、今日は別の便だ。

　これから飛び立つ俺とは反対に、芦沢はシンガポールから到着したばかりのようだ。

「今日のタワー、たぶんあの子でしたよ。声でわかった」

　そう言われ、俺は「あの子って？」と首をかしげる。

「前に搭乗訓練に来た、管制官の蒼井さん」

　その名前に足を止め、芦沢を見た。

「あの子の管制指示、いいですよね。冷静で的確で安心感がある。前から綺麗な声の管制官がいるなと思っていたけど、あんなにかわいい子だとは思わなかったなぁ」

　里帆を褒める芦沢の言葉を聞いているうちに、どんどん機嫌が悪くなる。

「パイロットたちの間でも彼女の声のファンは多いから、実際に会ったらみんな惚ほれそうですよね」

　思い切り眉をひそめる。

　そんな俺を見た芦沢は、「そうやって嫉妬むき出しの顔をしないでくださいよ」と噴き出した。

「矢崎さん、やっぱり蒼井さんのことが好きなんだ」

「どうして」

「搭乗訓練であの子を見るときだけ視線が甘かったから、すぐにわかりましたよ。いつから付き合ってるんですか？」

「好きだとは伝えているが、付き合ってない」

　俺の答えを聞いて、芦沢が信じられないという表情をする。

「え。矢崎さんに迫られてもうなずかないなんてすごいですね。なにか訳あり？」

「元カレのことを引きずってるらしい」

「へぇ……。その元カレと付き合っているときに、よっぽどいやな思いをしたのかな」

　その言葉を聞きながら静かに息を吐き出す。

　里帆に『絶対にパイロットとは付き合いたくない』と言わせるなんて、いったいどんな男だったんだろう。

　想像するだけで、嫉妬で胸の辺りが焼けつく。

　そんな話をしていると、ＣＡたちが集まりなにやら騒いでいるのに気づいた。中心にいるのは、安やす本もとれいなという二十五歳のＣＡだった。

「え、安本さん結婚するの？」という驚きの声に、安本が得意げな顔でうなずく。

「そうなんですー。結婚式にはぜひ来てくださいね」

「彼氏って、整備部の？」

「やだぁ。私が整備士なんかと結婚するわけないじゃないですか」

　安本の言葉に周りの空気が一瞬ぴりつく。

「整備士なんかって……。じゃあ相手は誰？」

　彼女はギスギスした雰囲気の中、満面の笑みで答えた。

「パイロットの志田さんです」

「え、志田さん!?　ちょっと前まで整備士と付き合ってたのに、いつの間に？」

「うふふ、驚きすぎですよ。パイロットと結婚できる私がそんなにうらやましいんですか？」

　驚く同僚たちに安本は小首をかしげて笑う。離れた場所から見ていても、優越感に満ちた表情で周りを見下しているのがわかった。

　彼女にとってはパイロットの妻というステータスがなによりも重要なんだろう。

「くだらない」と吐き捨てると、隣にいた芦沢が苦笑した。

「ま、残念だけどパイロットと結婚したくてＣＡを目指したって子も、少なからずいますからね。それにしても相手は志田くんかぁ。意外だな」

　芦沢のつぶやきに、たしかにとうなずく。

　パイロットの志田とは何度か話をしたことがある。

　彼は今年訓練生から副機長に昇格したばかりだった。担当機種が違うため一緒にフライトしたことはないけれど、悪い評判はない真面目な男だ。どちらかというと控えめで、落ち着いていて、勤務態度もいい。

　そんな彼とは対照的に、ＣＡの安本はあまりいい印象がなかった。仕事に対する意識が低いうえに、男にすり寄り媚こびるような目で見る。とくにパイロットに対する態度はあからさまだった。

　真面目な志田が、そんな彼女を結婚相手に選ぶのは意外だ。

　そう思っていると、志田が慌てた様子でやってきた。

「れいな。結婚って、なに言ってるんだ」

　自慢げに結婚の話を続ける安本の腕を掴みやめさせる。

「あ、まだ話しちゃだめでした？　おめでたいことだから、早く報告した方がいいと思って。私、結婚したら仕事やめる予定だし」

「そんな予定、聞いていないけど」

「え、志田さん。れいなの専業主婦になるって夢を叶えてくれないんですか？」

　安本が上目遣いで志田を見つめる。かわいらしく拗すねているつもりなのかもしれないが、傍はたから見ているとあざとさしか感じない。

「ひどい。れいなのこと、騙だましたんですか？」

　安本に詰め寄られ、志田がぐっと言葉に詰まる。

「そ、そういうわけじゃないけど。決まってもいないことをぺらぺら言いふらされると困るだろ」

「じゃあ、さっさと決めちゃいましょうよ。とりあえず結婚報告ってことで、みんなを招待してお食事会したいですよね」

「結婚報告の食事会なんて……」

　前のめりの安本に対し、志田は戸惑った様子だった。

「本当は全員呼んであげたいけど、シフト制だから無理ですよね。でもできるだけたくさんの人に来てほしいなぁ……。みんなはいつがいいですかぁ？」

　うきうきしながらスマホでスケジュールを確認する安本を、同僚のＣＡたちは冷めた目で見ていた。

「私たちは気にせず、安本の都合のいい日に勝手にしたらいいんじゃない？」

「えー。勝手になんて、そんな遠慮しないでくださいよ。みんな私たちの結婚をお祝いしたいですよね？　もしかして先輩は未婚だから、パイロットと結婚する私がうらやましすぎて参加したくないって思っちゃいます？」

　安本の言葉に、先輩ＣＡの表情が凍りつく。それに気づいた志田は険しい顔で安本を諫いさめた。

「れいな、そうやって失礼なことを言うのはやめろ」

「あ、ごめんなさい」

　安本ははっとしたように口元を押さえてから、にこりと笑う。

「れいな、昔からなぜかすぐ同性に妬ねたまれたり僻ひがまれたりしちゃうんですよね。気をつけなきゃ」

　それを離れた場所で見ていた芦沢が、こらえきれないというように噴き出した。

「的確に地雷を踏んで人を苛立たせるの、すごいなぁ。ある意味才能ですよね」

　ケラケラと笑う芦沢を見て、よく笑えるなとあきれてしまう。

「人を見下して優越感に浸る女には、嫌悪しか感じない」

　俺が顔をしかめると、芦沢も「まぁ、たしかに」と同意した。

「前々から安本は勤務態度が悪くて目障りだと思っていたから、結婚してさっさと辞めてくれるなら正直ありがたいですよ」

　芦沢は優しい笑顔を浮かべ、辛しん辣らつなことをさらりと言う。

「でも大事な仕事仲間のＣＡたちを見下されて黙っているのは癪しゃくだから、ちょっと行ってきますね」

　そう言って、芦沢は安本と志田のところへ歩いていった。

「志田くん。結婚するんだね、おめでとう」

　先輩である芦沢に声をかけられた志田は、恐縮した様子で首を横に振る。

「いえ、おめでとうなんて。まだなにも決まっていないので……」

「志田くんは訓練生だったときに、『早くパイロットになって、大学時代から付き合ってる彼女と結婚したい』って言ってたじゃん。念願叶ってパイロットになれて、結婚できてよかったね」

　芦沢が放ったひと言で、その場の空気が凍りついた。

　言葉を失う志田と鬼の形相になる安本を見て、芦沢がにっこりと笑っていた。

　どう考えても志田と安本が大学時代から付き合っていたとは思えない。その彼女とは別れて、今は安本と付き合っているんだろう。

　芦沢はそれをわかっていて、わざと地雷を踏んだようだ。

　外見も口調も優し気なのに中身はとことん辛辣な芦沢は、安本のことを言えないくらいいい性格をしていると思う。

「志田くんが『彼女は僕をずっと支え続けてくれているんです』って言ってたから、よっぽどいい子なんだろうなって思ってたんだ。訓練生のときから支えてくれるなんて、パイロットって肩書だけで寄ってくる女とは違うよね」

「いえ、あの。それは……」

「やだぁ。志田さんそんなことを言ってたんですかぁ？」

　焦って言葉を探す志田の腕を、安本がぎゅっと掴んだ。口元になんとか笑みを浮かべようとはしているものの、その顔は引き攣つっていた。

「あれ、もしかしてそれって安本のことじゃなかった？　ごめん俺、失言したかな」

　口では謝罪をしながら、一切悪いと思ってないのが伝わってくる。さわやかに微笑む芦沢のことを、安本がものすごい形相で睨んだ。

「志田さん、行きましょう！」

　とげとげしい声で言って、志田の腕を掴んで歩いていく。

　ふたりの姿が見えなくなると、ＣＡたちがこらえていたように息を吐き出した。

「あー、すっきりしたー！」

「さすが芦沢副機長。優しい顔して切れ味がするどい！」

「ありがとうございました！」

　さっきまでピリピリしていたＣＡたちが、今は笑顔になっていた。

「すっきりしてもらえてよかった。お客様をもてなすＣＡがイライラしたまま搭乗して、業務に支障をきたすといけないしね」

　そう言う芦沢に、チーフパーサーのＣＡがため息をつく。

「本当に、安本がいるとチームの輪が乱れるので困ってたんですよ。今までも何度も社内恋愛で問題を起こしていたし……」

「そうなんだ？」

「彼女に恋人を寝取られたＣＡは何人もいるんですよ。しかもかなり卑怯な手を使って」

「安本さんって、人のものを奪うことで満足するタイプですよね」

　彼女たちの話を聞いているうちに、もしかして、という疑念が浮かんだ。

　芦沢に近づき声をかける。

「芦沢。志田が大学時代から付き合ってる彼女がいるって言っていたのは本当なのか？」

「本当ですよ。あの真面目な志田くんがのろけるなんて意外だったからよく覚えてる。パイロットを目指す自分を応援してくれているって言ってたけど、安本と結婚するってことは別れちゃったんでしょうね」

　それを聞いていたＣＡが顔をしかめた。

「きっと、安本さんが強引に誘って寝取ったんですよ。ステイ先のホテルでしつこく志田さんに声をかけるところを見たことあるし」

「安本さん、前からパイロットと結婚したいって言ってましたもんね」

　その言葉を聞きながら、パリでひとり川を眺める里帆の姿を思い出して胸が痛んだ。




　その日の午後。東京・福岡間の往復のフライトを終えた俺は、里帆に連絡するためにスマホを取り出した。

　彼女は午前中にタワーで管制業務をしていたから、今日は十五時すぎには仕事が終わっているはずだ。

　案の定、彼女はすぐに電話に出てくれた。

『もしもし』とやわらかい声が耳を打ち、複雑な気持ちになる。

「里帆、今どこにいる？」

『ええと。さっき業務を終えたので、帰る前にちょっとターミナルビルの中で休憩していました』

　里帆と会話をしながら迷いなく足を進める。

　向かう先はたくさんの人が行きかう出発ロビー。そこにベンチに座る里帆の姿を見つけて、口元を緩めた。

「里帆」

　スマホ越しではなく直接声をかけると、里帆の肩がぴくんと跳ねた。

「翔さんっ？」

　慌てて振り返りこちらを見上げる。

「ターミナルビルの中にいるとしか言わなかったのに、どうして」

「なんとなく、里帆がここにいる気がした」

「なんとなくでこんな広いビルの中から見つけてしまうなんて。勘がよすぎませんか」

　照れ隠しなのか顔をしかめる里帆を見て、くすりと笑う。

「言っただろ。俺は自分の運の強さには自信があるって」

　パリで交した言葉を繰り返すと、「たしかに言ってましたね」と里帆が噴き出した。

「天才と言われるほどの操縦技術を持つパイロットでかっこよくて運まで強いなんて。翔さんは完璧すぎてずるいです」

　頬を膨らませて睨む彼女の隣に腰を下ろす。

「いや、俺は完璧なんかじゃないよ」

　そう言って小さく笑う。

「本当は富永さんに聞いたんだ。出発ロビーのベンチが里帆のお気に入りの場所だって」

　種明かしをすると、里帆は「そういうことですか」とこちらを睨んだ。

　ちょっと拗ねたその表情を見て愛おしさが込み上げてくる。

　真面目で優しくてお人好しで、でも不器用で臆病で。そんな彼女を守りたいと思った。とことん甘やかして愛して、つらい失恋の記憶なんて忘れさせてやりたい。

「なぁ、里帆」

　俺が名前を呼ぶと、里帆は「はい」と返事をしてこちらを見た。

「里帆はまだ、志田尚久のことが好きなのか？」

　俺の言葉を聞いて、里帆は目を見張った。

　みるみる強張っていく表情を見て確信する。

「やっぱり、里帆の元恋人は志田だったんだな」

　そうだろうと予想はしていたけれど、事実だと知ると嫉妬が込み上げてくる。

　里帆は「どうして……」と弱々しい声でつぶやいた。

「そのうち耳に入るかもしれないから話すが、志田は安本というＣＡと結婚するそうだ」

「結婚ですか……。私と別れて二カ月しかたっていないのに」

　驚いたようにそう言う。

　彼女はまだ志田のことを愛しているんだろうか。結婚すると知って傷ついているだろうか。不安になりながら、今日のやりとりをかいつまんで里帆に話す。

「たぶん志田が浮気をしたのは、安本が強引に誘ったからだ。彼女が誘わなければ、真面目な志田は浮気なんてしなかったんだろう。そして、里帆がこんなに傷つくことはなかった」

「過程がどうであれ、彼が浮気をしたことは事実ですから」

　里帆はぽつりと言って視線を落とした。悲しみや怒りというより、すべてを諦めたような表情だった。

　そんな里帆を見て、俺は葛藤しながら口を開く。

「結婚前にもう一度、彼と話をした方がいいんじゃないか？」

　そんなことを勧めて、里帆がやはり志田が好きだとよりを戻してしまったら……。

　そう想像するだけで、嫉妬で気が狂いそうになるけれど、元カレとの別れを引きずったままの里帆を見ているのもつらかった。

「いいです。話すこともないので」

「しかし」

「浮気を知った時点で、もう彼を好きだとは思えなくなってしまったんです」

　里帆は頑なな口調で言う。

　真面目な彼女にとっては、長年付き合ってきた恋人の浮気は本当にショックだったんだろう。

　けれど疑問が湧いてきた。

　お人好しで優しい彼女が、浮気を知った時点ですべてを拒否してしまうなんて。

「里帆はどうして彼の浮気を知ったんだ？」

　俺が質問すると、里帆の表情が硬くなった。しばらく黙り込んだあと、小さな声で「電話が」とつぶやく。

「電話？」

「夜、ひとりで部屋にいるときに、フライトで宮みや崎ざきに行っている彼から電話がかかってきたんです」

　それだけ言って、ゆっくりと息を吐き出す。細い指先がわずかに震えていた。

「通話ボタンを押してスマホを耳に当てたら、聞こえてきたのは女の人の甘い声と衣きぬ擦ずれの音でした」

　里帆の言葉に「まさか」と低い声が漏れた。自分でも信じられないくらいの怒りが湧いてくる。

「電話の向こうで恋人が浮気をしているんだって気づいて、どうしていいのかわからなくなりました。声も出せずにただ電話を切って、その夜は眠れませんでした」

　ひとりきりの夜に恋人から電話がかかってきたと思ったら、今まさに浮気しているところの音を聞かされるなんて。そのときの里帆がどれだけショックを受けたか、想像するだけで胸が痛んだ。

「志田はその電話のことを知っていたのか？」

「いえ。東京に帰って来た尚久に浮気のことをたずねたら、どうして知っているんだと驚いていました」

「安本にはめられたんだな」

　怒りのあまり舌打ちが漏れる。

　眉をひそめた俺に対し、里帆は静かに「そうかもしれませんね」とつぶやいた。

「尚久は素直に浮気を認めて出来心だったと謝ってくれました。でも、自分の恋人がほかの女性を抱いている音を聞かされて、それでも許せるほど私は大人じゃありませんでした。彼の顔を見るたびに、電話越しに聞いた女の人の喘ぎ声が頭に浮かんで嫌悪しか感じられなくなってしまって……」

　安本は恋人がいるとわかったうえで志田を誘い、わざと里帆を傷つけた。

　しかもそれは志田を好きだったからじゃない。パイロットと結婚して、みんなからうらやましがられたいというくだらない理由で。

　込み上げる怒りをこらえながら里帆のことを見つめる。

　なんとかして里帆の誇りと自信を取り戻してやりたいと思った。そのためにはどうすればいいんだろう。

　そう考え、ある予定を思い出す。

「里帆、再来週の金曜はなにか予定があるか？」

　俺の問いかけに、里帆は戸惑いながら首を横に振った。

　安本が結婚して幸せになろうが、どうでもよかった。ただ、あんな女のせいで里帆が悲しい表情をしているのが許せなかった。




　その日はＯＪＡのベテランパイロットである堤つつみ機長の仲間内での送別会だった。

　彼は操縦技術の高さはもちろん穏やかな人柄で人望もあり、若手のパイロットたちから慕われていた。

　定年を前に『疲れたからのんびりしたい』という彼らしい理由で早期退職することになり、その日業務のないパイロットたちが集まり送別会を開いたのだ。

　場所は日本酒がおいしい和食料理屋だった。畳敷きの個室に集まったのは、機長や副機長合わせて六名ほど。その中には芦沢の姿もあった。

　堤機長を中心にして、思い出話をしながら食事をする。

「矢崎くんがＯＪＡに入ってきたときは感心したよ。まだ若いのにこんなに操縦技術が高くて有能なパイロットがいるのかって」

　堤機長にそう言われ、「ありがとうございます」と頭を下げる。

「無駄な謙遜をしないところも、すごく好ましい」

「生意気な若造が、とおっしゃる方もいますけどね」

「そういうやつはね、放っておけばいいんだよ。なにかあったときに乗客の命とすべての責任を背負うのは、パイロットなんだから。自分に自信が持てない人間にはできる仕事じゃない」

「重たい言葉ですね」

「重たいねぇ。その重さに耐えられなくなって、私は早々にリタイアすることにしたんだけどね」

　くすくすと笑いながら、堤機長はご機嫌にお酒を飲む。

「堤機長は退職後、なにをされるんですか？」

「私は根っからの飛行機好きだから、退職したら航空無線を聞きながらのんびりお酒を飲みたいんだ」

　予想外の言葉に、パイロットたちが破顔する。

「退職しても航空無線を聞くんですか？」

「管制官の小気味いい指示を聞きながら、頭の中で空港の周りを飛ぶ旅客機の位置をイメージするのは楽しいじゃないか。無線の指示だけで、あんな大きな機体が整然と並んで空に飛び立ったり着陸したりするんだよ。しかも世界中から飛んでくるクセの強いパイロットたちを従わせるなんて、まるで猛獣使いのようで痛快だ」

　堤機長の話を聞いて、隣に座っていた芦沢がうなずく。

「たしかに。的確な管制官の指示は聞いていて気持ちがいいですよね」

「綺麗な声の管制官に、『Have a nice Flight, good-day.』と送り出してもらえると、それだけで一日やる気が出るしね」

「あ、もしかして堤機長も蒼井さんのファンですか？」

　芦沢の問いかけに、堤機長が「蒼井さん？」と首をかしげた。

「タワーに綺麗な声の女性管制官がいるの知りません？」

「あぁ。もちろん知っているよ。彼女は蒼井さんというんだね」

「前に搭乗訓練で、僕と矢崎の便に乗ったんですよ」

　その言葉に、周りにいたパイロットたちが身を乗り出した。

「え、芦沢と矢崎はあの管制官と会ったんだ。いいなぁ」

「どんな人でした？」

　その場が盛り上がっているとき、個室の外から「失礼いたします」と声をかけられた。

「お連れ様がお見えになりました」という声とともに襖ふすまが開かれる。

　そこには店のスタッフと、そして里帆が立っていた。その手には上品な色合いの花束があった。

「あ、噂をすれば蒼井さん！」

　芦沢が名前を呼ぶと、パイロットたちが「まじで！」と色めき立った。

「え、あの。これは……」

　状況が理解できない里帆は、少しおびえながら後ずさる。俺は立ち上がり、そんな彼女を個室の中に招く。

　堤機長が航空無線好きだということは前から聞いていた。

　送別会に管制官の里帆が来てくれたら喜んでくれるんじゃないかと思い、サプライズで彼女を呼んでいたのだ。

　まさか、こんないいタイミングで現れるとは思わなかったけれど。

「里帆、来てくれてありがとう。ちょうど管制官の話をしていたところだったんだ」

　説明すると、里帆は「そういうことでしたか」と安心したように笑った。

「主任管制官の蒼井と申します」

「私のためにわざわざ来てくれたのかい。ありがとう」

「矢崎さんから、尊敬する機長が退職されるとお聞きしたので」

　そう言って、持っていた花束を差し出す。

　堤機長は「男ばかりで暑苦しかったから、美しい人から花をもらえるのは嬉しいね」とご機嫌だ。

　そのやりとりを聞いていたパイロットたちが、そわそわしながら里帆を見ていた。

「その声、やっぱりあの管制官だ」

「うわー、こんなお綺麗な人だったんですね」

「お会いできて光栄です！」

　パイロットたちに興味津々の視線を向けられた里帆は、状況が理解できず目を瞬かせる。

「え、あの……」

　戸惑う里帆を自分の背中に隠すように隣に座らせた。そして身を乗り出すパイロットたちを睨む。

「もう少し離れてしゃべってくれ。一斉に詰め寄られたら、里帆が怖がる」

　そんな俺を見て、芦沢が苦笑した。

「矢崎さんこそ、そうやって威嚇しないでくださいよ。みんな憧れの管制官と会えたことを、純粋に喜んでいるんですから」

「憧れの管制官……？」

　里帆がきょとんとした表情で繰り返すと、若手のパイロットが「興奮してしまってすみません」と謝ってから説明をした。

「タワーに綺麗な声の管制官がいるって俺たちパイロットの中では有名だったので、お会いできて嬉しいです」

「あの、人違いでは。タワーには私以外にも女性の管制官がいますし」

　謙遜ではなく本気でそう言う里帆に、芦沢が苦笑する。

「いや、蒼井さんですよ。そのやわらかいけど聞き取りやすい声で的確な指示をしてくれるのをいつも聞いているんですから、間違えたりしません」

「風や滑走路の状況を細かく教えてくれるので、蒼井さんの管制は安心して離着陸できるんですよね」

「航空機は機種によって風の受け方やブレーキの利き具合も違う。蒼井さんはそれを考えたうえで指示を出してくれますよね。そこまで配慮する管制官はなかなかいませんよ」

　口々に褒められた里帆は、どうしていいのかわからずにおろおろしていた。

　管制業務中はあんなに凜としている彼女の戸惑う様子が微笑ましくて、みんな笑みをこぼす。

「海外のパイロットにも君のファンは多いんだよ。管制官の女性に挨拶をしたいから、日本語を教えてくれってよく頼まれる」

「イッテキマスとかアリガトウとか、無線で嬉しそうにやりとりしてますもんね。あれうらやましいなと思ってた」

　次々にそう言われた里帆は、困り顔で俺のことを見る。

「本当ですか？」と問う彼女にうなずくと、白い頬が赤くなった。

　その様子を見て、堤機長が嬉しそうに話す。

「この前も悪天候で滑走路が閉鎖されたときに、『さっさと飛ばせろ。管制官はパイロットの足を引っ張るのが仕事なのか』と暴言を吐いたアメリカのパイロットに、『私たちはあなたの機嫌を取るためではなく、お客様の命と安全を守るために仕事をしています。大人しくその場でお待ちください』とはっきりと言い返していたよね。とても凜々しくて素敵だった」

「聞かれていたんですか……！」

　堤機長の言葉に、里帆は手で頬を覆う。

「あんな生意気なことを言ってしまって、本当に恥ずかしいです」

「いやいや、無線を聞いていたパイロットたちは、みんなコックピットで拍手していたよ」

「上司には、航空会社からクレームが入ると困るからほどほどにしてくれと苦い顔をされてしまいました」

「もし横暴なパイロットのせいで責められるようなことがあれば、私たちＯＪＡのパイロットが盾たてになって君を守るよ」

　堤機長がそう言うと、その場にいたパイロットたちもうなずいた。

「そんな風に言っていただけるなんて……」

「それだけ私たちは君を信頼しているんだ」

「私は当たり前の管制業務をしているだけで、特別なことはなにも」

　戸惑う里帆を見つめ、優しく話しかけた。

「俺たちパイロットはみんな、細やかな心遣いを当然だと思える里帆を信頼しているんだよ」

　俺の言葉を聞いた里帆は、切なそうに眉を寄せた。そして、小さな声でつぶやく。

「私はそんな、立派な人間じゃありません……」

　どうしてそんな表情をするのかわからず、「里帆？」と問いかける。

「ごめんなさい。少し、外の空気を吸ってきます」

　里帆は会釈をするとその場から離れてしまった。

　個室から出る彼女を見送ったあと、パイロットたちが笑顔で話し出す。

「声だけじゃなく、見た目も人柄も素敵な人でしたね」

「本当に、凜として綺麗でイメージ通りの人だったなぁ」

　そんな中、堤機長がにこにこしながら俺に話しかけてきた。

「高嶺の花が相手だと、天才パイロットの矢崎くんでもなかなか苦労するようだね」

　俺が里帆に一方的に好意を抱いていることがバレバレだったらしい。

「地上百メートルの塔の上の高嶺の花ですからね。好きだと伝えているんですが、うなずけない理由があるようで振られ続けています」

　素直に認めると、堤機長は楽し気に笑った。

「そういうときは、ひたすら愛を伝え続けて待つしかないよ。いつか彼女自身の意志で塔を下りてきてくれるときまで」

「そうですね。彼女のためならいくらでも喜んで待ちます」

　うなずいてから立ち上がる。

「里帆の様子を見てきます」

　外の空気を吸うと言っていたなと思い、個室を出て店の入り口へと向かう。

　店の外に出ると、木の陰に隠れるようにして立つ里帆を見つけた。

　その戸惑った表情に、どうしたんだろうと不思議に思い、彼女の視線の先を見る。ふたりの男女がこちらに歩いてくるところだった。

　それが志田と安本だと気づいて驚く。

　志田は自宅でスタンバイだから、送別会には参加しないはずだった。

　スタンバイというのは、パイロットの体調不良や遅延などのトラブルがあったときの交代要員として待機することだ。自宅スタンバイ中は連絡が来るとすぐに会社に向かわなければならないので、外出は許されていない。

　今日は天候がよく機材トラブルなどもなかったため、通常より早くスタンバイ業務が終わったようだ。

　里帆が志田と顔を合わせることはないと思って彼女を招待したのに、まさか遅れてやってくるなんて。

　予定外のことに顔をしかめている間に、ふたりは話をしながらこちらに近づいてきた。俺たちがいることに気づいていない志田と安本は、なにやら言い合いをしていた。

「れいなは、ついてこなくていいよ」

「志田さん。そんな冷たいことを言わないでくださいよー。若くてかわいい女の子が来たら、みんな喜びますよ？」

　安本は甘えた声で言って、志田の腕に抱き着いた。笑顔の安本に対して、志田は迷惑がっているようだった。

「でも、今日はパイロットだけの送別会だから、ＣＡはひとりも呼ばれてないんだって」

「えー、そんなの余計行くしかないじゃないですか。パイロットたちに囲まれて写真をとったら、みんなうらやましがるだろうなぁ。あとでＳＮＳで自慢しなきゃ。楽しみ」

　どうやら送別会に参加する志田に、安本が強引についてきたらしい。

　まいったな。と舌打ちする。里帆をあのふたりに会わせたくない。とくに安本には。

「里帆」と声をかけると、彼女がこちらを振り返った。

　不安げな表情で見つめられ、思わず腕を伸ばし彼女の肩を抱き寄せる。

　そのとき、「矢崎機長。お疲れ様です」と声をかけられた。

　店の前まで来た志田が、俺に気づいて挨拶をする。そのあとで俺が里帆を抱き寄せているのを見て、言葉を詰まらせた。

「里帆……？」

　志田に名前を呼ばれ、里帆の細い肩がびくりと震えた。

「里帆って……。もしかして志田さんの元カノですか？」

　思い出したように言った安本を無視して、志田が問いかける。

「里帆。どうしてここに」

　里帆が口を開く前に、俺が答える。

「俺が彼女を呼んだんだ」

「矢崎機長が？」

「航空無線好きの堤機長と管制官の里帆は話が合うと思ってね」

　そう説明すると、志田の表情が険しくなった。

「里帆と呼ぶなんて、ずいぶん親しいんですね。……もしかして、俺と付き合っているときから、矢崎機長とも？」

　疑いをかけられ、里帆が驚いたように顔を上げる。そんな里帆を志田はするどい目で睨んでいた。

「一度の浮気ですぐに別れようと言うなんて、おかしいと思っていたんだ。里帆にも俺以外に男がいたからあんなにあっさり別れたんだな」

「違う！　翔さんとはなにも……」

「だって、大学時代から支えてきてくれた里帆が、たった一度の浮気で俺を捨てるなんておかしいだろ」

　その志田の身勝手な言葉を聞いて、怒りが込み上げてきた。

「たった一度の浮気？」

　低い声で言うと、志田がおびえたように一歩後ずさった。

「その一度で、どれだけ彼女が傷ついたか、わかっているのか？　あんなに卑怯な方法で彼女の心を踏みにじって、よくもそんなことが言えるな」

「ど、どういう意味ですか」

「志田は、里帆がどうして君の浮気に気づいたか、知らないんだな」

　憐れみを込めて言うと、志田の表情に戸惑いが浮かぶ。

「どうしてって……」

「君のスマホから里帆に電話がかかってきたんだよ。君がその女と浮気をしている声を、里帆に聞かせるために」

　志田が目を見開き「え、誰がそんなことを」と取り乱す。

「ひとりしかいないだろ」

「もしかして、れいなが……？」

　安本に視線が集まると、彼女は悪びれもせずあっさりとうなずいた。

「私が電話をかけましたよ」

「スマホにはロックがかかっていたのに、どうやって」

　困惑する志田に向かって、安本はくすくすと肩を揺らして笑う。

「志田さん、スマホの顔認証はちゃんと設定しないと危険ですよ。ちゅーしたいから目をつぶって？っておねだりして、目を閉じた瞬間スマホかざせば簡単にロック外せるって知らなかったでしょ」

　安本の言葉に志田は「ぐ……っ」と唇を噛む。

「志田さんの肩に腕を回してキスしながら、こっそりスマホを操作して彼女に電話をかけたんです」

「なんでそんなことを！」

「だって、志田さん愚痴ってたじゃないですか。『里帆は真面目で優しくて仕事もできて、一緒にいると劣等感を覚えてつらい』って」

「それは……」

　志田はバツが悪そうに視線を落とす。

　それを見た里帆は、ショックを受けたように体を強張らせた。たまらず里帆の肩を抱いている手に力を込める。

「そんな相手より、若くてかわいい私と付き合った方が絶対楽しいじゃないですか。だから手っ取り早く彼女と別れられるように、私が電話をしてあげたんですよ」

「もしかして、俺をはめたのか？」

「はめたとか、意味わかんないですけど」

「俺は里帆と別れるつもりなんてなかったのに、君がステイ先のホテルで『ずっと好きだった。一度抱いてくれたらそれで諦める』って泣きながら縋るから、断り切れずに仕方なく……」

　志田の話を聞いて、それまで笑顔だった安本の表情が変わる。

「仕方なくって、ひどい。あのとき志田さんは私のことをかわいいって何度も言ってくれたじゃないですか！」

「そんなの、ベッドの中だけのうそに決まってるだろ！　こんな性格の悪い女だって知ってたら、抱いたりしなかった」

　そう言われた安本が黙り込む。悔しそうに唇を噛んでから、「あはは」と吹っ切れたように声をあげて笑った。

「志田さんってホント真面目で純朴ですよね。ずっと好きだったなんてうそに決まってるじゃないですか。別に志田さんじゃなくても、パイロットだったら誰でもよかった」

「誰でもよかった？　なんでそんなこと」

「パイロットと付き合って結婚したら、みんな私をうらやましがる。そうしたら、私の陰口を叩たたいてた同僚たちを見返せる……！」

　そのやりとりを聞きながら「くだらない」と吐き捨てると、安本の視線が俺に向いた。

「人のものを奪って他人からうらやましがられれば、自分の価値が上がるとでも思っているのか」

　俺の問いかけに、安本が唇を噛んでこちらを睨む。

「矢崎機長みたいに完璧な人に、落ちこぼれの私の気持ちなんてわかりませんよ！　みんな、私より不幸になればいいのに！」

　そう叫ぶ安本を見て、哀れな気持ちになる。

　周りの目を気にして、他人からの評価に振り回されて、必死にもがいているように見えた。

「ふざけるな！　俺は里帆と結婚しようと思っていたのに、お前のせいで……っ！」

　志田が語気を強めたとき、「やめて」とよく通る声が響いた。

　言い争いをしていた志田と安本が、驚いて里帆のことを振り返る。里帆は志田を見つめながら静かに口を開いた。

「どんな事情があっても、浮気をしたのは尚久自身よ。彼女だけに責任を押しつけて責めるのはやめて」

「里帆……」

「私と一緒にいるとつらいと言ったのは、本心なんでしょう？　それに、綺麗ごとかもしれないけど、本当に私が大切だったら『断り切れずに仕方なく』なんて理由で裏切ったりしなかったと思う。一度くらいばれなきゃ大丈夫だろうって、心のどこかで思っていたんでしょう？」

　里帆の言葉に志田がぐっと唇を噛んだ。甘い考えを見抜かれた恥ずかしさと後悔が表情に浮かぶ。

「あなたも」

　視線を向けられた安本は、「なによ」と里帆を睨んだ。

「自分が傷ついていることを悟られないようにうそをついているだけで、本当は尚久のことが好きなんでしょう？」

「そんなわけ……っ！」

「だって、仕方なくって言われたとき、すごく悲しそうな顔をしていた」

　安本はきつくこぶしを握りうつむいた。その手は小さく震えていた。

「れいな、そうなのか？」

「……知らない、バカ」

　志田の問いかけに、安本はそう言い残し踵きびすを返す。

　どうすればいいのかわからなくてその場に立ち尽くしている志田に、里帆が「追いかけてあげて」と声をかけた。

「里帆……」

「ちゃんと、話をした方がいいと思う」

　里帆の言葉にうなずいて、志田が安本のあとを追いかける。

　その後ろ姿を見送った俺は、大きなため息を吐き出した。

「本当に里帆はお人好しだな。元カレと浮気相手を責めるどころか励ましてどうするんだ」

　俺があきれて言うと、里帆は苦笑いを浮かべる。

「私も、浮気相手の女性を目の前にしたら、怒りが込み上げて責めたくなるのかなと思っていたんですけど、実際の彼女を見たらただの不器用な子供のように見えて、つい」

「それで志田の背中を押したのか。まだ彼を忘れられないのに」

　低い声でそう言うと、里帆は驚いた表情でこちらを見上げた。

「彼を忘れられないから、もうパイロットとは付き合いたくないんだろ？」

「違います！」

　里帆は慌てたように首を横に振る。

「もう、尚久にはなんの未練もありません。……パイロットと付き合うのが怖いのは、違う理由です」

「違う理由？」

　少しためらうように視線をさまよわせたあと、里帆はゆっくりと口を開いた。

「尚久からの電話で浮気を知った翌日、なんとか気持ちを落ち着かせていつも通り仕事をしていたんです。でも無線越しに宮崎から帰ってきた尚久の声を聞いたとき、頭が真っ白になって……」

　通常、離着陸時に管制官と交信するのは副機長の仕事だ。最悪のタイミングで志田の便を彼女が担当してしまったんだろう。

「旅客機には大勢の人が乗っていて、その命と安全を守るために管制官はいるのに……。私は私的な感情で、職務をおろそかにしてしまったんです」

「でも、事故は起こらなかったんだろう？」

「主幹管制官の怒鳴り声で我に返って、なんとかリカバリーしました。でもあのときのことを思い出すと、どうしようもなく怖いんです」

　里帆はうつむきながらそう言う。

「管制官の仕事はどんな小さなミスでも人命に直結するんです。またパイロットの恋人ができて、その人に裏切られたら、私は同じミスをしてしまうかもしれない。たくさんの人の命を危険にさらすかもしれない」

　だからあんなに頑なに、パイロットとは付き合いたくないと言っていたのか。

　常に仕事に真摯で真面目な彼女は、仕事中に私的な感情でミスをしたことが許せず自分を責め続けているんだろう。

「俺は絶対に里帆を裏切ったりしない」

　語りかけるように言うと、里帆は小さくうなずいた。

「翔さんは誠実な人だってわかっています。……だけど、どうしても自分のことが信用できないんです」

　華きゃ奢しゃな肩が震えていた。苦しいほど悩み葛藤しているのが伝わってきた。

「ごめんなさい、翔さん」

　里帆がうつむいたまま涙声でそう言う。

「だから、翔さんの気持ちには応えられないです。ごめんなさい……」

　泣くのをこらえながら謝る彼女が、愛おしくて仕方なかった。

　真面目で臆病で、お人好しで優しくて、どこまでもまっすぐで。不器用ながら必死に頑張ろうとしている彼女を抱きしめて甘やかしたかった。

　だけど、これは里帆の問題だ。

　なんとか力になれないかとも思うが、彼女が自分の力で不安を乗り越えるまで俺にできるのは見守ることだけだ。

「里帆の気持ちはわかった。話してくれてありがとう」

　言いながら手を伸ばし、里帆の髪を優しくなでる。

「里帆が自信を取り戻すまで、俺は待つよ」

「待つって……」

「何年でも、何十年でも。里帆がパイロットの俺と付き合ってもいいと思える日まで」

「なに言ってるんですかっ」

　俺の言葉を聞いて、里帆が驚いたように顔を上げた。

　潤んだ目で見つめられ、あぁやっぱりどうしようもないくらい彼女が好きだと実感する。

「翔さんとお付き合いしたいと思う女性はいくらでもいるんですから、私なんかに執着しなくても」

「俺が一緒に生きていきたいと思うのは、里帆だけだ」

「でも、私がこのままずっと自信を取り戻せなかったら……？」

「そうしたら、三十年後に俺がパイロットを退職してから君にプロポーズする。それなら断る理由はないだろ」

　笑いながらなんでもないことのように言うと、里帆は信じられないという表情を浮かべた。

「そのときに、私がひとりでいるとは限りませんよ」

「それでもいいよ。ほかの女と付き合うくらいなら、一生ひとりで君を想い続けた方がいい」

「そんな、翔さんに人生を棒にふるような真似はさせられません！」

「俺が勝手に想い続けるだけなんだから、里帆が罪悪感を抱く必要はない」

「そんなこと言われて、そうですかってうなずけるわけないじゃないですか。本当に、言ってることがむちゃくちゃです」

　頬を膨らませて里帆がこちらを睨む。けれど眉は下がり、目には涙が浮かんでいた。

「好きだよ、里帆」

　ささやきながら抱き寄せると、里帆は俺の胸に顔をうずめ「ごめんなさい」とつぶやいた。

「翔さんのことが大好きなのに、うなずけなくてごめんなさい……」

　肩を震わせながらそう繰り返す。

　そんな里帆を抱きしめながら、自分の気持ちを曲げられない、不器用で誠実な里帆だから、こんなにも惹かれてしまうんだろうと思った。










滑走路でのプロポーズ




　管制塔の一階にあるブリーフィンブルームで、始業前にその日の気象情報や連絡事項を確認する。

「今日は大きな天候の乱れはなさそうだけど、気圧が低いし渡り鳥が多い時期だから、バードストライクに気をつけるように」

　武地主幹の言葉に天気図を確認しながら「了解しました」とうなずいた。

　気圧が低いと虫は地上近くを飛ぶので、鳥も餌である虫を追いかけ低空を飛ぶ。

　その鳥をエンジンに巻き込み損傷すれば重大な事故につながる可能性があるし、滑走路上に鳥が落ちれば離着陸を止めて安全を確認しなければならない。

　巨大な飛行機に比べれば鳥はとても小さく見えるけれど、安全のためにはそんな細かいところまで注意を払わなければならないのだ。

「それから、再来週国交省の大臣が視察に来ることになったから、みんなちゃんとした格好で仕事に来てくれよ」

　その言葉に、みんなが一斉に面倒くさそうな顔をした。

「えぇー。なにしに来るんですか」

「どうせ『ここをアジアのハブ空港にしたいから、もっと発着数を増やせ』とか、無茶なこと言ってくるに決まってますよ」

「発着数を増やせって言う前に、滑走路を増やしてほしいよな」

「だめですよ。滑走路が増えたら今以上に飛行経路が複雑になるし、圧倒的に人員がたりない」

「それなら人員を増やす前に俺たちの休みと給料を増やしてほしい」

　口々に文句を言う同僚たちの声を聞きながら、私は苦笑いする。

　管制官の背負う重責を考えると、愚痴りたくなる気持ちもわかる。

　ひとつのミスが大きな事故につながる航空管制は、世界で一番ストレスのかかる仕事だとも言われている。常に精神面に大きな負担がかかり、不調をきたす職員も少なくないからだ。

　実際その重圧に耐えきれず、退職した同僚もいる。

　その実情を知らない人に簡単にあれこれ指示をされると、たしかに愚痴りたくもなる。

「言いたいことは非常によくわかる」

　みんなからの苦情を聞いていた武地主幹が険しい表情でうなずく。

「だからこそ、気持ちよく視察していただいて、よりよい労働環境に改善してもらうために、大臣の前ではおりこうにしてくれよ」

「はぁい」とそれぞれが返事をして立ち上がる。

　今日も一日頑張ろう、と思っていると後輩の富永さんが近寄ってきた。

「蒼井さん、大丈夫ですか？」

「大丈夫って？」

「なんだか最近元気がないから……」

　遠慮がちに言われ、「そんなことないよ」と笑った。

　無意識に首から下げている身分証に手が伸びる。そして、そこにつけられたチャームにそっと触れる。

　翔さんからもらった、小さな鐘の形のチャーム。

　その鐘に触れていると、『ごめんなさい』と謝る私を抱きしめてくれた、翔さんの腕の温かさを思い出した。

　本当はパリで出会ったときから翔さんに惹かれていた。もし翔さんが違う仕事をしていたら、素直に好きですと言えたと思う。

　だけど、やっぱり私はパイロットと付き合うのは怖い……。

　そんなわがままで臆病な私を、彼はひと言も責めなかった。それどころか、すべてを受け入れ何年でも待つと言ってくれた。

　もし翔さんと付き合ったとしても、彼は私を裏切ったり悲しませたりするようなことはしないと思う。それに私もこの先、翔さん以上に好きになれる人なんて現れないと思う。

　それでも、尚久の浮気を知ったときの動揺を思い出すと怖くなるのだ。

　着陸の指示を出さなければいけないのに、無線越しに尚久の声を聞いた途端、頭が真っ白になってなにも言えなくなってしまった。

　周りのフォローがあって事故には至らなかったけれど、一歩間違えば乗客の命を奪っていたかもしれないのだ。

　そんな自分がどうしても許せなかった。

　私が黙り込むと、富永さんが気遣うようにたずねる。

「もしかして、パイロットの矢崎さんとケンカしちゃったんですか？」

「はぁっ!?」

　その言葉に大きな声が出てしまった。

　なんで富永さんの口から翔さんの名前が!?と目をむく。

「まさか。矢崎さんが浮気した、とか……？」

　富永さんの表情が険しくなる。私は慌てて首を横に振った。

「違う違う！　そもそも付き合っていないよ！」

「え、付き合っていないんですか？　あのイケメンパイロットに口説かれたのに？」

　きょとんとした顔でたずねられ、私の方が驚く。

「ど、どうして口説かれたって知ってるの？」

「だって私、矢崎さんから蒼井さんの連絡先を教えてくれって頼み込まれましたもん。ちゃんと確認のメッセージ送りましたよね？」

　あぁ、そうだった……。と思い出す。

　搭乗訓練をきっかけで翔さんと再会したあと、パイロットとは付き合うつもりはないと彼の気持ちを拒み避けていた。

　けれど翔さんは諦めず、富永さんに私の連絡先を知りたいと頼み込んだらしいのだ。

　富永さんから『あんなイケメンのお願いを断ったら天罰が下って男運が悪くなりそうだから、連絡先を教えていいですよね？』とよくわからないメッセージが届いたことを思い出す。

「ちなみに、蒼井さんがお人好しで絆ほだされやすいのは知っているので、代わりに私たちが矢崎さんが信頼できる男なのかちゃんと見極めましたから」

　なんのことだろうと目を瞬かせると、富永さんが自慢げに胸を張った。

「管制室のみんなで集まって、矢崎さんに蒼井さんの連絡先を教えるべきか否か協議したんですよ」

「協議って……っ！」

　予想外の言葉に絶句する。恐る恐る周りを見回すと、同僚たちに生温かい視線を向けられていることに気づいた。

「みんなで情報を出し合い検討したところ、矢崎さんのずば抜けた操縦技術や高い将来性、整った外見に見合わぬ意外と真面目な人柄、そしてこれまで女性関係の噂がなかったことなどが評価され、連絡先を教えてもいいという結論に至りました」

　富永さんは目をキラキラさせてそう言う。悪気の一切ない笑顔を見ていると頭が痛くなってきた。

「私のいないところで勝手になにをしてるのよ……」

　当事者である私を無視して、管制室のみんなで話し合う意味がわからない。

　どうせみんな、私の恋愛事情をおもしろがっているんだろう。

　いつも同じメンバーで管制室に閉じこもる管制官たちは、刺激と話題に飢えている。そんな中、私の恋愛事情は格好のネタだったんだろう。

　私が脱力してがっくりと肩を落とすと、富永さんが真面目な声で言った。

「だから、矢崎さんのことを信用して、素直になってもいいと思いますよ」

　その言葉に、胸の辺りがきゅっと痛くなった。身分証のストラップについた小さな鐘を握り、気持ちを切り替える。

「なに言ってるの。素直にもなにも、私はもう二度とパイロットとは付き合わないから。変な気を遣わないで」

「蒼井さん……」

「ほら。無駄話しないで、そろそろ管制室に上がろう。今日も気を引きしめて頑張らなきゃ」

　笑って歩き出した私を、富永さんは不満そうに見ていた。




　その日の業務を終えた私は、いつものように出発ロビーのベンチに座り、行きかう人をぼんやりと眺める。

　みんなそれぞれに目的を持って飛行機に乗るんだなぁ、と当たり前のことを思う。

　その飛行機が予定通り運航するために、どれだけ多くの人が関わっているのか知っている人は少ないかもしれない。

　でも、それでいいんだと思う。飛行機を安全に飛び立たせ目的地までたどり着かせるために、私たちは働いているんだから。

　なんの不安もなく飛行機に乗り込む人たちを見ると、頑張らなきゃという気持ちになった。

　翔さんとは、あの日以来会っていなかった。もう、一カ月以上になる。

　相変わらず彼は連絡をくれるけれど、強引に私を誘うことはなくなった。

　ちゃんと私の気持ちを尊重し、断る選択肢を用意してくれる。その優しさが嬉しいのに切なかった。

　前みたいに私が断る隙も与えず、強引に誘ってくれたらいいのに。そうしたら、仕方ないって顔をして、あなたに会いに行けるのに。

　そんなことを考えてしまう私は、本当に卑怯者だと思う。

　自己嫌悪に陥りかけて、ため息を吐き出し気持ちを切り替える。

　そろそろ帰ろうかなと思ったとき、「里帆」と名前を呼ばれた。

　顔を上げると、そこには予想外の人物が立っていた。

「尚久……」

　少しバツが悪そうな顔で私を見下ろしているのは、元カレの尚久だった。

「相変わらず、ここが好きなんだな」

　そう言われ素直にうなずく。

　彼と付き合っている頃から、私は仕事終わりにここで座って行きかう人を眺めるのが好きだった。

　お互いの仕事が終わってからここで待ち合わせをして一緒に帰ったこともあったっけ。

　そんなことを思い出し、少しだけ胸が苦しくなった。

「うん。これから飛行機に乗り込む人たちを見ると、自分の仕事の重大さを感じられるから」

「本当に、真面目だな」

　彼はわずかに苦笑して、「座っていい？」と私にたずねる。

「どうぞ」

　私の答えを待ってから、ひとつ席を空けてベンチに座った。

　こうやって尚久とふたりで話すのはいつぶりだろう。懐かしさが込み上げる。

「この前は、見苦しいところを見せてごめん。それから、浮気をして裏切っておきながら、疑ったりして悪かった」

　頭を下げられ「ううん」と首を横に振る。

「あのあと矢崎機長にきちんと説明されたよ。里帆に一方的に想いを寄せているだけで、付き合っていないって」

　わざわざそんな説明をしてくれたんだ。そうやって気遣ってくれるなんて、優しくて誠実な翔さんらしいなと思う。

「かっこいいよな、あの人」

　尚久がため息を吐き出しながらそう言う。

「俺、あのあとすべて投げ出したくなって、パイロットの仕事を辞めようかと思ったんだ」

　その言葉に驚いて、慌てて尚久の横顔を見た。

　今まで尚久がどれだけ努力してきたかを見てきた私はショックを受ける。パイロットは尚久の夢だったのに……。

「だけど、矢崎機長にふざけるなって一喝された」

「翔さんに？」

「お前は自分の夢だけじゃなく、育ててくれた会社への恩も今まで支えてくれた人の想いも踏みにじるのかって言われて、自分が恥ずかしくなった。俺ひとりの力でパイロットになれたわけじゃないんだよな」

　翔さんらしい厳しいけれど思いやりのある言葉に、胸がきゅっと切なくなる。

「じゃあ、パイロットは続ける？」

「うん。立派なパイロットになって、お世話になった人たちに恩返しできるように頑張ろうと思う」

　ほっとして「よかった」と小さく笑う。

　そんな私を、尚久は切なそうな表情で見つめた。

「浮気して裏切った俺にも、里帆はよかったって笑ってくれるんだな」

「だって、尚久がどれだけ頑張ってきたか知ってるから」

「里帆のそういう優しくて真面目なところが、本当に好きだった……」

　尚久はそう言いながらうつむいた。

「だけど、私のその真面目さが、尚久を追い詰めてもいたんだよね。気づけなくてごめん」

　素直な気持ちをつぶやくと、尚久は慌てて首を横に振った。

「違う。里帆はなにも悪くない。俺が勝手に卑屈になっていただけなんだ。ようやくパイロットになれたけどフライトのたびに自分はまだまだ未熟だって思い知らされて、管制官として立派に働く里帆に追いつけない自分が悔しくて。そんなとき、ステイ先のホテルで、れいなに好きだって言われて魔が差した。一回くらい浮気してもバレないだろうって、もしバレたとしても許してもらえるだろうって、甘えたことを考えてた」

　言葉を詰まらせながら続ける尚久を見て、彼が心から謝ってくれているのが伝わってきた。

「ずっと一緒にいたいって、結婚したいって思ってたのに、裏切ってごめん」

　深く頭を下げる彼に、私は「ううん」と首を横に振る。

「私たち長い時間一緒にいすぎて、お互いを大切にできなくなっていたよね」

　私は主任管制官になって責任が増え、プライベートよりも仕事を優先したかった。尚久は念願のパイロットになり慣れない業務やストレスで、きっと私に癒しを求めていたのだろう。

　いつの間にか心に距離ができていたのは、どちらが悪いわけでもなく、お互いを思いやる気持ちがたりなかったんだと思う。

「あの彼女とは、どうなったの？」

　私がたずねると、尚久は静かに口を開く。

「れいなは、ＣＡを辞めたよ。もともと向いてなかったんだ」

「そうなんだ……」

「でも、結局れいなと付き合ってる。さすがに結婚の話は白紙にしたけど」

　そう言って尚久は苦笑いを浮かべた。少しあきれたような、でも優しい表情だった。

「ステイ先のホテルで一度だけって言われて流されて、そのあとみんなに結婚するって勝手に宣言されて、なんだこの身勝手でわがままな女はって最初は思ってた」

「私と別れてすぐに結婚って聞いて驚いたんだけど、彼女が勝手に言い出したことだったんだ」

「そうだよ。俺は付き合ってるつもりもなかったし、まして結婚したいなんてひと言も言ってなかった」

　うんざりしたようにため息をこぼす。

「でもあいつなりに、色々コンプレックスがあって悩んでたんだ。憧れのＣＡになれたけど、仕事ができなくて男に媚びてるって陰口を叩かれて。整備士の男になぐさめられて好きになったら、実は同僚の彼氏だったんだって。れいなは二股かけられた被害者だったのに、男を寝取った犯人扱いされて。見返したくて、パイロットと結婚して寿退社してやるって俺に声をかけたらしい。ほんと、短絡的でバカだよな」

　以前、お店の前で会ったときのことを思い出す。

　あの子は尚久の言葉に本気でショックを受けていた。口では色々言っていたけど、あの子はあの子なりに尚久のことが好きだったんだと思う。

「見返したいって気持ちだけじゃなく、きっと彼女は前から尚久に惹かれていたんじゃないかな」

「うん。そう言われた。俺は覚えてないんだけど、パンプスで靴擦れしたときに絆創膏をくれたとか、両手が塞がってるときにドアを開けてくれたとか。優しくしてくれたから、結婚するならこの人がいいって思ったんだって。でも、そんな些細なことで好きになるって、子供かよってあきれた」

「みんなから陰口を言われて傷ついていたから、余計嬉しかったんだろうね」

「そうなのかもな。れいなはひねくれてるし身勝手だけど、そういうところに気づいたら、なんか放っておけなくて。ちゃんと付き合うことにした」

　そう言う尚久の表情はふっきれたようにすっきりして見えた。

「そっか。私が言うのもおかしいけど、大切にしてあげてね」

「うん」

　尚久は少し照れた表情でうなずく。

　その横顔を見ながら、こうやってふたりで話すことはもうないんだろうなとぼんやりと思った。

「そういえば、矢崎機長とはどうして付き合わないんだ？」

　お返しとばかりにそう聞かれ、言葉に詰まる。

「どうしてって……」

「矢崎機長は男の俺から見ても誠実でかっこいい人なのに、里帆が拒む理由がわからない」

「もう、パイロットとは付き合いたくないから」

　私が言うと、尚久は申し訳なさそうにため息をつく。

「俺のせいか」

「尚久だけのせいじゃない。私の気持ちの問題」

「里帆は矢崎機長のことが好きなんだろ？」

　その質問に、少しためらってから素直にうなずいた。

　彼の顔を思い浮かべるだけで胸が苦しくなるほど、好きで好きで仕方ない。

「だったら、素直になった方がいい」

「でも……」

「里帆も管制官だからわかるだろ？　パイロットはフライト中にいつ不測の事態が起こってもおかしくないって。予想外の悪天候や機材トラブル、国際線なら現地の紛争に巻き込まれることもある」

「そ、そんなことが起こらないように、たくさんの人が働いているんだから」

　尚久の言葉に、動揺して少し声が震えた。

「だけど、避けられないトラブルもある。今のまま自分の気持ちを抑え続けて、万が一矢崎機長になにかあったら、お前絶対後悔するぞ」

「縁起でもないこと、言わないで」

「悪い。でもパイロットになったからには、みんなそういう覚悟を持って空を飛んでいると思う」

　尚久の真剣な言葉に、飛行機を操縦する翔さんの横顔を思い出して胸が締めつけられた。

「それに、矢崎機長は本当に信頼できる人だと思う」

　私はうつむきながらうなずいた。

「わかってる」

　そんなこと、誰よりもわかってる。

「そっか。お節介なこと言って悪かったな」

　空気を切り替えるようにそう言った尚久に、私も顔を上げた。

「ううん。話ができてよかった」

　笑いながら立ち上がると、「ちなみに」と付け加えられた。

「矢崎機長は今イギリスに行っていて、明日帰ってくる予定だぞ。国際線乗務のあとは三日間オフだったと思う」

「そんな予定を聞かされても……」

「じゃあ、矢崎機長の今月のスケジュールを送ってやろうか」

　スマホを出そうとする彼に、「いいよ」と苦笑いで首を横に振る。

　わざわざ私に教えるために調べてきたんだろう。

「本当に、お節介だなぁ」

「俺が言えた義理じゃないけど、里帆には幸せになってほしいんだ」

　真剣な表情でそう言う彼に、小さく笑う。

　彼のこういう真面目なところが好きだったなと、懐かしい気持ちになった。

「うん。ありがとう」

「さっさと素直になれよ」

　そう言って歩いていく尚久の背中を見て、心の中のわだかまりが少しだけ溶けたような気がした。




　翌日。午前中は晴れていたのに、午後から上空を黒く重い雲が覆いはじめた。海上を低く飛ぶ鳥の群れを見て、少し胸が騒ぐ。

「蒼井、どうした？」

　同僚の北原くんに声をかけられ、管制塔の上から窓の外を見ながら答えた。

「天気が荒れそうだなと思って」

「あぁ、たしかに。風も強くなりはじめたな」

「滑走路が閉鎖にならなきゃいいんだけど」

　そんな予感は的中し、一時間後には大粒の雨が窓に打ちつけるようになった。時折突風が吹き荒れる。

　激しい雨のせいで視界はかなり悪く、アプローチに入った機体が地面付近で風にあおられている様子もあった。

「コンディションがどんどん悪くなっていますね」

「離着陸するパイロットにできるだけ風の情報を細かく伝えてフォローしてやってくれ」

「わかりました」

　そんなやりとりをしていると、東とう北ほくから中ちゅう国ごく地方までの航空管制を管轄する東京管制部からタワーの管制室に電話が入った。

「成なり田たが一時滑走路閉鎖らしいです！」

　報告を受けた富永さんの言葉を聞いて緊張が走る。

　成田が使えないとなれば、着陸予定の旅客機がこちらに回ってくることになる。

「この天候じゃ、うちもいつ閉鎖になってもおかしくない。可能な便は中ちゅう部ぶや仙せん台だいに回すよう手配してくれ」

　武地主幹が管制部にそう伝え、最小限の便だけ受け入れる体制を整える。

　刻々と変わる天候に注意を払いながら、やってくる航空機を滑走路に降ろしていく。

　管制塔は三百六十度ガラス張りで普段なら滑走路に降り立つ機体をしっかりと目視できるのに、今は打ちつける雨のせいで非常に視界が悪い状態だった。

　どうしよう。なんだか胸騒ぎがする。さっきから不安で仕方ない。

　無意識にストラップについた鐘のチャームに触れたとき、再び電話が鳴った。東京管制部から、エマージェンシーの報告だった。

『イギリス発のＯＪＡ２１２便の左エンジンがトラブルを起こし、緊急事態宣言です』

　その言葉を聞いて、血の気が引いた。

　昨日尚久と交わした会話を思い出す。たしか、翔さんは今日イギリスから日本に帰ってくる予定だったはずだ。

　そんな、まさか……と心の中でつぶやく。

「詳しい状況は？」

『現在空港から七十マイルの位置。乗客二百六十八名。乗員十二名。機長は矢崎翔。副機長は――』

　その報告を受けて、心臓が止まるかと思った。

「蒼井さん！」と富永さんが焦った様子で私の顔を見る。

　翔さんの操縦する機体がエンジントラブル。しかもこの悪天候。指先が冷たくなっていく。

「こちらも天候がかなり厳しい状態です。ほかの空港に回ってもらうことは」

『パイロットからの報告だと、ほかの空港に回るほどの燃料の余裕はないそうです』

　管制部からの返答に唇を噛む。

『現在ＯＪＡ２１２便は右エンジンのみで空港に向かっています』

　エンジンを二機積んでいる旅客機は、万が一片方のエンジンが止まったとしても安全に飛行できるよう設計されている。

　大丈夫。翔さんなら、絶対に無事に戻ってきてくれるはずだ。そう自分に言い聞かせる。

　しかし続く報告を聞いて、そんな希望がゆらいだ。

『左エンジンは電気系統のトラブルの疑いがあり、そうであれば右エンジンにも問題が発生する可能性があります』

　両方のエンジンが停止すれば、飛行機は推進力を失い墜落する。

　目の前が真っ白になりかけたけれど、自分でも驚くほど力強い声で応答していた。

「ＯＪＡ２１２便を最優先で着陸させます」

　消防車や救急車に出動を要請し、万が一の事態に対応できるよう救急隊員に待機してもらう。

　そして、上空で着陸を待つほかの旅客機には、ＯＪＡ２１２便の航路を遮らない高度で旋回して待つよう指示を出す。

「蒼井、管制変わるか？」

　北原くんに心配そうにたずねられ、私は迷わず首を横に振った。

「ありがとう。でも、大丈夫」

　そんなやりとりをしている間にも、天候はどんどん荒れていった。管制塔の窓には激しい風とともに大粒の雨が叩きつけられる。

　そんな最悪の状況の中でも、翔さんが操縦する機体を絶対に無事に着陸させるという強い気持ちで前を向く。

『管制タワー。こちらＯＪＡ２１２便』

　２１２便から呼びかけがあった。着陸するための高度まで下降したとの報告が入る。

　無線で話しているのは、翔さんではなく副機長だ。この非常事態だというのに、その声に動揺はなかった。

　きっと、操縦桿を握っている翔さんが落ち着いているからだ。いつも自信に満ちている彼は、こんなときでさえ頼もしい。

　私は深く息を吐き、マイクに向かって話しかける。

「ＯＪＡ２１２便。こちら管制タワー。緊急事態のため日本語で申し上げます。滑走路３４Ｌに向かって着陸態勢に入ってください。最高風速２５ノット、かなり風が強い状況です」

　この声は、翔さんも聞いているはずだ。

　管制指示を出す私が不安を見せれば、操縦する彼の足を引っ張ることになる。

　どうか声が震えていませんように。動揺が伝わりませんように。祈るような気持ちで無線のスイッチを握る。

『了解。着陸態勢に入ります』

　モニターに表示される風力計の数値を見ると、さっきよりも風が強くなっていた。

「ダウンバースト……」

　そうつぶやいて、奥歯を噛みしめる。

　ダウンバーストというのは、ごく狭い範囲に短時間だけ現れる、激しい下降気流だ。着陸時にダウンバーストに巻き込まれれば、墜落の危険性がある。

　私はヘッドセットに手を当て、急いで指示を出しなおす。

「ＯＪＡ２１２便。ダウンバーストが発生しているので、ゴーアラウンドしてください」

　それを聞いて管制室の中がざわつく。

　ゴーアラウンドというのは着陸を断念し、機体を上昇させることだ。

「エンジンが一機止まって燃料の余裕もない中で、ゴーアラウンドなんて！」

　同僚の管制官から悲鳴のような声があがった。

　後ろに立つ北原くんが、険しい顔で窓の外を見る。

「大丈夫か？　無理にでも着陸させた方がよかったんじゃないか」

　北原くんの言う通りかもしれない。そんな迷いが生じる。

　着陸航路に進入し下降していた２１２便が、私の指示通り機首を上げた。強い下降気流にあおられ大きく両翼を揺らしながら、なんとか上昇する。

「ＯＪＡ２１２便。高度四千フィートを保って旋回してください」

　モニターに映し出されるあらゆる情報を確認しながら、頭の中で整理し指示を出す。

　なんとしても２１２便を、そして翔さんを無事に降ろすんだ。

「ダウンバーストが現れるのは数分から十分程度。長くても、あと五分程度で収まるはずです」

　どうか収まってほしい。心の中で祈りながらそう言う。無線のスイッチを握る手が震えていた。

　塔の上から指示を出す私でさえこんなに怖いんだ。上空で操縦桿を握る翔さんは、想像もできないほどの恐怖と重圧を感じているだろう。

「風が収まる前に燃料が尽きれば墜落するぞ」

　主幹の言葉にうなずき、風力計の数値を見る。風はまだ強いままだ。

　残りの燃料を考えると、次のアプローチが最後のチャンスだ。そこでまた強い風が吹いたら……。

　そう考えて、背筋がぞくっと冷たくなった。

　もしかしたら、さっきのゴーアラウンドは判断ミスだったかもしれない。あのとき無理にでも着陸していれば、被害は最小限で済んだかもしれない。

　恐怖のあまり頭が真っ白になりかけたとき、『管制タワー』と低く艶のある声がヘッドセットから聞こえた。

　翔さんの声だった。

『あのまま着陸していたら危険でした。的確な判断をありがとうございます』

　そう言われ、ぐっと胸が詰まる。この極限状態で私を気遣って声をかけてくれるなんて……。

　涙が込み上げてきそうになったけれど、こぶしを握りしめ必死にこらえた。今は泣いている場合じゃない。

「ＯＪＡ２１２便。こちら管制タワー。あと数分で風は収まると思います。旋回し、再度３４Ｌの着陸航路に入れるよう準備をしてください」

『了解』

　こちらの指示に短く答えたあと、『里帆』と私の名前を呼ぶ。

『里帆、俺は君を信じてる。必ず無事に滑走路に降ろしてくれると』

　管制タワーに向けてではなく、私に向かってそう呼びかける。こんな状況だというのに、泣きたくなるくらい優しい声だった。

　私は涙をこらえながら「当たり前です！」と叫ぶように言う。

「どんなことがあっても、絶対に無事に降ろします……！」

　すると、無線の向こうの翔さんが『ははっ』と声をあげて笑った。

『まいったな。何年でも待つなんて言ったけど、やっぱり君が好きで仕方ない。愛してるよ里帆』

　その言葉に、思わず「バカ！」と怒鳴ってしまった。

「こんなときになにを言ってるんですか！　そういうのは、無線越しじゃなく直接言ってくださいっ！」

　そう言って、涙を拭き前を向いた。

『わかった。じゃあ、無事に着陸したら里帆を抱きしめに行くから待っててくれ』

　どうしよう。愛おしさが込み上げてきて胸が震える。

　翔さんが抱きしめに来てくれるのをずっと待っているから。だから、無事に帰ってきて。

　心の中でそう祈る。

　無意識に胸の前で手を握ると、身分証のストラップにつけた小さなチャームが揺れた。

　雑貨屋さんで老婦人から言われた言葉を思い出す。

『鐘は悪いものを追い払い、幸せを呼び込む平和の象徴よ』

　もしこの鐘にそんな力があるのなら、私の幸せはいらないから翔さんを助けて。誰ひとり犠牲者が出ないように守って。

　私はその小さな鐘を握りしめながら、モニターの風力計の数値を見る。

　どうか、収まって……。

　そのとき、風力計の数値が収まってきた。

「あ……っ！」

　まるで祈りが天に届いたかのように、みるみる風が弱くなっていく。

「蒼井さんの予想通り、風がやんできました！」

　富永さんが嬉しそうに声をあげる。

「これなら着陸できる！」

　管制室にほっとした空気が流れた。

　下降気流は消え、同時に雨も収まっている。もう、大丈夫だ。

「ＯＪＡ２１２便。こちら管制タワー。ダウンバーストが消えました。滑走路３４Ｌに着陸を許可します」

『管制タワー。了解』

　その応答とともに、滑走路の向こうに２１２便の機影が見えてきた。

　風はやんだけれど、まだ安心はできない。

　２１２便はエンジンが一機止まっている。ただでさえ離着陸は事故が起きる可能性が高いのに、エンジンが一機では左右のバランスが崩れてまっすぐ飛ぶことさえ難しい。

「どうか、無事に降りてきて……」

　ぎゅっと両手を握りしめながら、ゆっくりと下降する白い機体を見つめる。降り続いた雨のせいで滑走路は濡れている。

　けれどそんな最悪なコンディションの中、翔さんの操縦する２１２便は見事なランディングを見せ滑走路に降り立った。

「やった！」と管制室のあちこちから喜びの声があがる。

「よかった……」

　そうつぶやいたと同時に、涙があふれてきた。

　本当はすごく怖かった。私の指示で彼を、そしてたくさんの乗客の命を危険にさらすんじゃないかと思うと、不安で仕方なかった。

　ほうっと息を吐き出す。心臓が今にも破れそうなほどドキドキしているのがわかった。

「よくやった、蒼井」

「よかったですね！」

　口々に言われ、私はうなずきまた前を向く。

「上空で待機している機体を、順にほかの滑走路に降ろします」

　私が無線のスイッチを握ると、武地主幹に「そんなのいい！」と止められた。

「蒼井、一度深呼吸をしろ」

　主幹の指示通りに息を吐き出した途端、緊張の糸が切れ両手がガタガタと震え出す。指先がものすごく冷たくなっていた。

　自分がどれほど集中していたかを自覚して驚く。

「お前はやるべきことをやりとげた。だから、あとは俺たちに任せて行け」

　そう言われ、意味がわからず目を瞬かせる。

「行けって、どこに……」

「矢崎機長のところだよ」

　あきれたように主幹は言った。

「抱きしめに来てくれるのを待ってるんじゃなく、自分から塔を下りて抱き着いてこい。そして、お帰りって言ってやれ」

　その言葉に、鼻の奥がつんと痛くなって涙がこみ上げてきそうになる。

　みんな主幹に同意するように、笑顔で私にうなずいてくれた。

「……すみません、行ってきます」

　そう言って、ヘッドセットを外すと駆け出すようにして管制室を出る。

　エレベーターのボタンを押し乗り込んだ。地上百メートルの塔の上から、彼の元へと急ぐ。こんなにも地上に下りるのが遅く感じられたのははじめてだった。

　早く翔さんに会いたい。無事な姿を見たい。気持ちばかりが焦ってもどかしい。

　管制塔の外に出ると、あんなに激しかった雨がいつの間にか上がっていた。

　空を覆っていた厚い雲の切れ間から、太陽の光がこぼれる。天から梯はし子ごが下りてきたような光の線が、いくつも地上に降り注ぐ。

　雨に濡れた滑走路が、その光を反射して輝いていた。

　まるで、神様から祝福されているかのようだった。

　そんな中、私は必死で２１２便が降り立った滑走路に向かって走る。

　機体の周りには、緊急車両が集まっていた。万が一の出火に備えて消火剤を撒まいているようだ。

　乗客たちはすでに脱出用シューターで飛行機から降り、救急隊員の指示で避難していた。

　翔さんは……。と息を切らしながら辺りを見回す。機長である彼は、誰よりも最後に飛行機を降りるはずだ。

　翔さんは無事だろうか。

　祈るような気持ちで彼を捜していると、パイロットの制服を着た背の高い男の人がこちらに歩いてくるのが見えた。

　たしかな足取りで、私の方へと近づいてくる。その姿を見て涙が込み上げる。言葉も出ないほどの安堵と喜びに、胸が震える。

　私は泣きながら彼へと駆け寄った。

「翔さん……っ！」

　涙声で名前を呼んで、なりふり構わず抱き着いた。

「よかった。無事で、よかった……」

　子供のように泣きじゃくりながら、ただ「よかった」と繰り返す。

　彼はそんな私を受け止めると、強く抱きしめてくれた。

「里帆、ありがとう。君のおかげで全員無事に降りてこられた」

　彼からの感謝の言葉に、私は泣きながら首を横に振る。

「ち、ちがいます……。こうやって無事に着陸できたのは、翔さんが常に冷静だったからです」

　ひっくひっくとしゃくりあげながらそう言うと、翔さんが私の髪を優しくなでる。

「コックピットの中で里帆の声を聞いて、絶対無事に帰るんだと強く思えた。どんな絶望的な状況でも、君が管制指示を出してくれるなら大丈夫だと信じられたから、あんなに冷静でいられたんだ。里帆のおかげだよ」

「翔さん……」

　もう涙が止められなくて、両手で顔を覆った。すると翔さんが私の腰に腕を回し、そのまま高く抱き上げた。

　足が地面から離れ、思わず「きゃ」と悲鳴が漏れる。

　驚きのあまり涙が止まった。翔さんは長身だから、軽く抱き上げられただけでもかなり高く感じる。

「か、翔さん。下ろしてください……！」

　慌てる私を見上げて、翔さんが微笑んだ。

「なぁ、里帆。どうしようもないくらい愛してる。結婚しよう」

　そう言われ、一瞬なにを言われたのかわからなくて頭が真っ白になった。

　しばらくして翔さんの言葉がじわじわと胸に広がり、驚きが込み上げてくる。

「な、なに言ってるんですかっ。まだ付き合ってもいないのに！」

「自分でも気が早すぎるとわかってる。それでもどうしても伝えたかった」

　動揺する私を抱き上げたまま、翔さんは愛の言葉を続ける。

「操縦桿を握りながら、無事に帰れたら絶対に里帆にプロポーズしようと思ってた。いくらでも待つなんて言ったが、俺にはもう里帆のいない人生は考えられない」

　私を愛おしそうに見つめながらそうささやいた。その優しい視線に胸が熱くなる。

「この状況でそんなことを言うなんて、ずるいです」

　私はあふれそうになる涙を必死でこらえながら翔さんを睨んだ。

「プロポーズの答えは？」

　ねだるように私を見上げる。自信に満ちた色っぽい表情でこちらを見つめる翔さんは、ずるいくらいかっこいい。

「そんなの、断れるわけないじゃないですかっ」

　そう言って、私は怒りながら翔さんの肩に顔をうずめ抱き着く。

「私だって、翔さんのいない人生なんて考えられません……」

　言いながらこらえていた涙があふれてきた。熱い涙が頬を伝い落ちていく。

　胸が張り裂けそうなほど、この人が好きだ。心からそう思った。

「里帆」

　翔さんは抱き着く私をあやすように優しく髪をなで、名前を呼んでくれる。わずかに顔を上げると、翔さんが私を見つめていた。

「キスしたい」

　そうささやかれうなずくと、すくい上げるような短いキスをされた。唇を離し見つめ合う。

　照れくさくてはにかむと、翔さんは「もっと」と微笑みねだるような上目遣いでこちらを見る。

　今度は私からキスをする。触れるだけのキスをしようと思ったのに、大きな手で後頭部を包まれ唇の間を舌で割られた。

「ん……っ」

　逃がさないというように舌をからめとられ甘い吐息が漏れる。

　快感に理性が溶かされかけたとき、「ヒュー！」という口笛が聞こえた。驚いて肩が跳ねる。

　慌てて翔さんの肩を押し顔を上げると、消防活動を終えた隊員たちがこちらを見て拍手をしていた。それだけじゃなく、警備員や空港関係者たちが温かい視線を私たちに向けていた。

　え、待って。もしかして今のやりとりを全部見られていた……？

　そのことに気づいて絶句する。全身の血がじわじわと頭にのぼり、頬が発火しそうなほど熱くなる。

「翔さん、下ろしてくださいっ！　みんなに見られてますから！」

　慌てながらそう言うと、翔さんは腕の中でじたばたする私を見上げ楽しげに笑った。

「今さらだろ。さっきの航空無線を、どれだけの人が聞いてたと思ってるんだ」

　翔さんの言葉に血の気が引く。

　航空無線は周囲を飛ぶ航空機のパイロットたちはもちろん、無線マニアたちも聞いている。

　機体トラブルと悪天候が重なったこの非常事態時の管制交信は、多くの関係者たちも固かた唾ずをのんで聞いていたに違いない。

　もちろんしっかり記録として残され、今回のトラブルの原因を探るために様々な角度から検証されることになる。

「真っ赤だった顔がみるみる青ざめていくな」

　翔さんに笑われて、私は頬を膨らませる。

「冷静になったら青ざめもしますよ。あのやりとりをいろんな人に聞かれるなんて……」

　想像するだけで恥ずかしくて、叫んでしまいそうだ。

「俺は嬉しいけどな」

「嬉しいって……」

「ああやって里帆は俺のものだって宣言すれば、さすがにもう逃げられないだろ？」

　ちょっと意地悪に微笑みかけられ、「もう！」と翔さんの肩を叩いた。

「わざわざそんな宣言をしなくても、逃げたりしません」

　頬を膨らませながら翔さんを睨む。

　ずっとパイロットと付き合うのが怖かったけれど、そんな気持ちはもう消えていた。あの状況を切り抜けられたんだという自信が、私から不安を取り去ってくれた。

　すべて、翔さんのおかげだ。

「本当に？」

「本当です」

　うなずいた私を見て、翔さんが嬉しそうに笑みをこぼした。

「ようやく里帆が俺のものになった」

　そう言って私のことを抱きしめる。

　感極まったつぶやきで、彼がどれほど私を愛してくれているかが伝わってきた。

　私も嬉しくて、たくましい彼の肩に抱き着きながらささやく。

「お帰りなさい、翔さん」

　涙声で言うと、翔さんは私の頬をなでながら微笑んでくれた。

「ただいま、里帆」

　こうやって無事に翔さんと抱き合えていることが、本当に幸せだと思った。










幸せな時間




　その後、私が管制室に戻ると、待ち構えていた武地主幹が「疲れただろうから、今日はもう帰っていいぞ」と言ってくれた。

「え、いいんですか……？」

「明日も休みだし、ゆっくりしてこい」

　ねぎらいの言葉をかけられ、いくらなんでも優しすぎるのではと不思議に思い首をかしげる。

　そして、みんなから生温かい視線で見られていることに気づいてはっとした。

　空港の中に立つ管制塔は三百六十度ガラス張りで、全滑走路を見下ろせるようになっている。

　しかも、滑走路に異物が落ちていないかや、不審人物が侵入していないかなどを確認するために、双眼鏡も用意されている。

　ということは……。

　いやな予感に表情が強張っていく。そんな私を富永さんが満面の笑みで見ていた。

「蒼井さん。結婚式には呼んでくださいね」

「いや、なんで翔さんにプロポーズされたことを知ってるの!?」

　思わず悲鳴をあげてしまった。

　姿は見えていたとしても、声が聞こえるはずはないのに。

「だってあんなドラマチックな状況、プロポーズするしかないじゃないですか」

　富永さんは目をキラキラさせて断言する。

「滑走路で抱き上げられてキスしてたしなぁ」

「映画を見てるみたいだったぞ」

　同僚たちから口々に言われ、私は両手で顔を覆った。

　みんなそろって双眼鏡で観察していたらしい。

　恥ずかしすぎる。穴があったら入りたい。

　そう心の中で叫んでいると、「蒼井」と武地主幹に声をかけられた。絶対にからかわれるだろうと思いながら、恐る恐る顔を上げる。

　けれど、武地主幹は優しい表情で私を見ていた。

「蒼井、お前はよく頑張った。見事な管制指示だった」

「武地主幹……」

　予想外の言葉に驚く。

「ほんと、決断力も集中力もすごかった。隣で見てて、鳥肌が立った」

　北原くんにもそう言われた。どんなリアクションをすればいいのかわからず戸惑う。

「そんな、私はただ夢中で」

　首を横に振ると、主幹に背中を叩かれた。

「お前はもう大丈夫だ。なんの不安も持つ必要はない。胸を張っていい」

　力強く言われ、胸に熱いものが込み上げてきた。

　主幹はきっと、私が尚久と別れてからずっと不安を抱えてきたことを感じ取っていたんだろう。

　認めてもらえたのが嬉しくて、「はい」とうなずき目元を拭った。




　管制塔を出たあと、私は通勤に使っている電車のホームではなく、出発ロビーに向かった。ベンチに座り、行きかう人をぼんやりと眺める。

　天候も回復し、ターミナルビルの中はいつも通りの賑わいだった。

　さっきまでの緊張状態が、なんだかうそみたいだ。夢を見ていたような気分になる。

　そうだ、と思いスマホでニュースを検索すると、『ＯＪＡ機がエンジントラブルで緊急着陸。ケガ人はゼロ』という見出しを見つけた。

　それを読んでほっと息を吐き出す。

　よかった。乗客も乗員も、誰ひとりケガをしなかったんだ。

　記事の中には乗客のコメントもあった。

『エンジンが一機止まったと聞いて驚いたけれど、機長の落ち着いたアナウンスのおかげで乗客たちがパニックになることはなかった。風にあおられ大きく揺れることもあったけれど、この機長の操縦なら大丈夫だろうと安心していたのか、みんな慌てることなく冷静でした』

　アクシデントにあったというのに、航空会社や機長を責めるどころか称賛する内容だった。

　さすが翔さん……。と胸が熱くなる。

　翔さんは今頃、ＯＪＡの事務所で対応に追われているんだろうな。責任のある機長として、あれだけのトラブルの処理をするのは、きっと大変だろう。

　それでも会いたくて、ひとりで帰る気にはなれなかった。

　迷惑かもしれないと思いつつ、スマホに触れる。

『何時になってもいいので、会いたいです。待っていてもいいですか？』

　そうメッセージを送って、息を吐き出した。胸がドキドキしていた。

　翔さんはいつも私を待っていてくれた。私が彼を待つのははじめてかもしれない。

　そわそわして落ち着かなくて、少し不安で。翔さんもこんな気持ちだったんだろうか。

　そんなことを考えていると、天井の照明がなにかに遮られ手元に影が落ちた。

　驚いて顔を上げる。そこにはこちらを見下ろす整った顔があった。

「里帆が俺のことを待っていてくれるのは嬉しいけど、場所くらい書いてくれ」

　苦笑しながらそう言われ、目を見開く。

　私の座るベンチの後ろには翔さんが立っていて、こちらを見下ろしていた。

「翔さん！」

「ま、里帆のいるところはすぐにわかるけどな」

　彼はもう制服ではなく、私服に着替えていた。

「業務は終わったんですか？」

「あぁ。とりあえず今日は帰っていいってことになった。さすがにイギリスからのフライトのあとだからな」

「そうですよね……」

　イギリスから日本へは十二時間以上にもなる長距離フライトだ。

　体力的にも精神的にも大変なのに、あのアクシデントが重なったんだ。翔さんの疲労は相当なものだろう。

「本来は三日間オフのはずだったけど、明日一日だけ休んで明後日から原因究明の調査に協力することになった」

「時差もあるのに一日しか休めないなんて、大丈夫なんですか？」

「大丈夫だよ。里帆のおかげで事故には至らなかったし、ケガ人も出なかった。今回のことは重大インシデントではなく、安全上のトラブルとして処理されることになった」

「そうですか。よかった……」

　胸をなでおろしながらも、はっとする。

　私は翔さんに会いたいという気持ちでいっぱいだったけど、翔さんは疲れているんだ。早く家に帰って休みたいにきまってる。

「すみません。そんな大変な中、会いたいなんてわがままを言って」

　会いたいという気持ちが強すぎて、翔さんのことを考えられなかった自分が恥ずかしくなる。

「顔を見られてよかったです。今日はゆっくり休んでくださいね」

　そう言って立ち上がると、慌てたように腕を掴まれた。

「ゆっくり休んでくださいってなんだ。まさか顔を見ただけで帰るつもりか？」

「はい。翔さんは疲れているから、早く帰って休んだ方がいいと思って……」

「前も言っただろ。俺は里帆の顔を見ているだけで癒されるって」

　たしかに、以前ニューヨークから帰ってきたときもそう言っていた。

「でも……」

「それに、ようやく里帆が俺のものになったのに、大人しく帰すはずがないだろ」

　まっすぐに見つめられ心臓が跳ねた。

「俺は里帆と離れたくない。……里帆は違うのか？」

　試すような視線を向けられ、その色気に背筋が震えた。

「……私も、翔さんと一緒にいたいです」

　ためらいながらそうつぶやく。すると、翔さんがふっと息を吐いて笑った。

　少しクセのある黒髪に、整った男らしい顔。片方だけ口端が上がるちょっと意地悪で余裕をたたえた笑み。

　もうどうしようもないくらい、この人が好きだと思い知る。

「じゃあ、俺の部屋に連れて帰ってもいいか？」

　耳元でささやかれ、うなずくことしかできなかった。




　翔さんの部屋は高級そうな低層マンションだった。

　門に囲まれた敷地内には緑があふれ、アプローチにはライトが埋め込まれていた。その奥にあるマンションは、邸宅のような落ち着きと上品さがある。

「すごい……。翔さんはこんなところに住んでるんですか？」

　都心でこんな贅沢な土地の使い方をするなんて。いったい家賃はどれくらいなんだろう。想像もできない。

「意外か？」

「なんとなく、機能性重視の高層マンションとかに住んでいそうなイメージだったので」

「普段雲の上を飛んでいるから、寝るときくらい地面に近い落ち着いたところがいいと思って選んだ」

　その答えに納得する。パイロットの翔さんらしい考えだ。

　彼に案内されて、ドキドキしながら建物の中に入る。

　外観同様、マンションの中も上品で素敵だった。天井の高いギャラリーのようなエントランスを抜け、エレベーターで三階に上がる。

　そして玄関のドアを開け、部屋の中に通された。

　ここで翔さんが暮らしているんだ……。彼のプライベートな空間に足を踏み入れているんだと思うと、なんだか緊張してしまう。

　２ＬＤＫの部屋は、翔さんらしく落ち着いた雰囲気だった。

　インテリアはシンプルだけど、洗練されたデザインのもので統一されている。でも、全体的に物がなく少しさみしい印象だ。

「つまらない部屋だってがっかりしたか？」

　そう問われ、慌てて首を横に振る。

「いえ。モデルハウスみたいに素敵な部屋だなと思ってました」

「生活感がないだろ。フライトで数日部屋を空けることが多いから、植物なんかは面倒を見切れないし、掃除が面倒であまり物を置かないようにしてる」

「なるほど」

　うなずきながら部屋を見回す。

　彼の言う通り、無駄なものはほとんどなかった。なんとなくさみしく感じたのはそのせいかもしれない。

　ちらりと見えた対面式のキッチンは、使った形跡がなく新品同様だった。調味料はもちろん調理器具もなさそうだ。

「いつもは外食ばかりなんですか？」

　私の問いかけに翔さんはうなずく。

「ひとりぶんを作るのは面倒だし、家を空けることが多くて食材やごみの処理が面倒だから、料理はまったくしない。ぬくもりのある手料理が恋しくなることもあるけどな」

　前に翔さんが『家に帰ってひとりでさみしく寝るより、里帆の顔を見ている方が癒される』と言っていた気持ちがなんとなくわかった。

　責任ある仕事を終えて、誰もいないこの部屋に帰ってひとりで寝るのはたしかに気が休まらないし、さみしいかもしれない。

「翔さんなら、手料理を作ってくれる女性はいくらでもいそうなのに」

　ひとり言のようにつぶやくと、不機嫌な顔で睨まれた。

「だから、里帆は俺のことをどれだけ遊んでると思ってるんだ」

「そ、そういうわけじゃないですけど」

「パリでも言っただろ。好きでもない女を抱く趣味はないって」

　あのときは、ベッドの中だけでのリップサービスかと思っていた。でも翔さんの部屋を見ると女性の影は一切なくて、あの言葉はうそじゃなかったんだと実感できた。

　どうしよう。すごく嬉しい。胸の辺りがそわそわする。

「じゃあ、今度私が料理を作ってもいいですか？」

　思わずそう言うと、翔さんが驚いたようにこちらを見た。

「お仕事が終わった翔さんを、料理を作って待っていてあげたいなって思ったんですけど……」

　言いながら、料理を作って待っていたいなんて、ずうずうしかっただろうかと焦りだす。

「あ、留守中に勝手に家に上がって料理をされるのは、迷惑ですよね。それに、自慢できるほど料理上手でもないので、やっぱり今のは聞かなかったことにしてください」

　慌てて背を向けごまかすと、後ろからぎゅっときつく抱きしめられた。翔さんは私の肩に顔をうずめて嬉しそうな声で言う。

「フライトを終えて帰ってきたら里帆が待っていてくれるなんて、最高だな」

「本当に……？　迷惑じゃないですか？」

「迷惑なわけないだろ」

　翔さんは背後から私をぎゅうぎゅう抱きしめながらそう言った。私の肩に顔をうずめているから、頬に彼のやわらかい黒髪が触れてくすぐったい。

「そう言ってもらえてよかった」

　ほっとして笑い、彼の髪に頬ずりする。

　すると、私を抱きしめていた翔さんの手が動き出した。長い指が私の着ているブラウスのボタンを外し、服の中に入り込む。

「あっ」

　驚いて思わず声が漏れた。身をよじると、逃がさないというように首筋を甘噛みされた。

　長い指が肌の上をすべり、私の胸の膨らみに触れる。

「待って……」

　私は翔さんの手を止めようとしたけれど、「待たない」とはっきりと言い切られてしまった。

　彼の言葉通り、その指は止まることなく下着の隙間にもぐり込む。

　私のうなじにキスを落としながら、ゆっくりと胸をなで上げる。じらすように動く指先に、のどが震えた。

「翔さん、だめ……。待って」

　必死に懇願すると、翔さんは私の耳たぶにキスをしながら「どうして？」と問う。

「か、翔さんはフライト後で疲れてるんですから、今日は無理せず休んだ方が……」

「ここで我慢させられる方が、よっぽど無理だ」

　艶っぽい声でそう言う。吐息が鼓膜を震わせ、それだけで体に快感が走る。

　そんなやりとりをしている間に、私のブラウスのボタンはほとんど外されていた。明るいリビングで服を乱されていることが恥ずかしくて、頬が熱くなる。

「や……っ。翔さん、待って」

「待てない」

「せめて、シャワーを……」

　百歩譲ってそうお願いしたけれど、彼は「だめだ」と短く言う。

「もう、一秒も待てない」

　うなじを優しく噛まれ、甘い快感が走る。同時に硬くなった胸の先端をつままれ、言葉にならない声が漏れた。

「や……、んん！」

　仰ぐようにして振り返り、涙目で翔さんを睨む。

「前は何十年でも待つって言ってくれてたのに……っ」

「あれは必死に強がっていたんだ。もうこれ以上我慢できない」

　余裕のない声で言われ、体の奥が熱くなった。

「冷静なふりを装っていたけど、ずっと里帆に触れたかった。こうやって抱きしめてキスをして、里帆を俺だけのものにしたいという衝動を必死にこらえてた」

　こんなに私を欲していたのに、翔さんは待つと言ってくれたんだ。彼の愛情の深さを知って涙が込み上げてくる。

「里帆、今すぐ君が欲しい」

　翔さんは私のあごをすくい上げ、瞳の奥をのぞき込むようにして問いかけた。

「……もう、我慢しなくていいか？」

　色気が滴るような低い声を聞いた瞬間、体の奥がきゅんと切なくなる。私が胸を震わせながらうなずくと、唇を塞がれた。

　触れるだけのキスがすぐに深く淫みだらになった。舌を絡め口内をなぞられる。

　翔さんのキスはそれだけでも気持ちがいいのに、これからもっと激しく求められるんだと思うと、背筋が甘くしびれて立っていられなくなる。

「んん……っ」

　膝から力が抜け崩れ落ちそうになる私を、翔さんが抱き寄せ支えてくれた。

「ここでいいか？　それとも、ベッドに行く？」

　翔さんは最後の理性を振り絞ったかのような、余裕のない低く色っぽい声でたずねる。

「あの……、ベッドで」

　恥ずかしくてうつむきながら小さな声で答えると、すぐに抱き上げられた。そのままベッドルームへと連れていかれる。

　翔さんは部屋に入るとドアを閉める間もなく、私をベッドの上に組み敷いた。

　照明のついてない室内は薄暗く、開いたドアからこぼれる廊下の明かりだけがくっきりと見えた。

　翔さんはベッドに膝をつき胸元のボタンを外しながらこちらを見下ろす。少しクセのある黒い髪を邪魔くさそうにかきあげると、暗い部屋の中、差し込んだ明かりを反射した彼の瞳がするどく光った。

　まるで、獰猛な獣のような色気と迫力に、のどがごくりと上下する。

「悪い。今日は手加減してやる余裕がないかもしれない」

　翔さんは、短い息を吐きながらそう言う。

　今まで私に見せてきた余裕と優しさがうそのように、情熱的な視線でこちらを見ていた。その表情を見るだけで、体の奥が熱くなりとろけそうになる。

「翔さんの好きにしてください」

　私が言うと、翔さんが覆いかぶさってきた。

「後悔するなよ」

　耳元でそうささやくと同時に、首筋にキスをする。そのまま優しく歯をたてられ、体の奥がぞくぞくと戦慄わなないた。

　形のいい唇が私の肌の上をすべり、首筋、鎖骨、胸元と下りてくる。そして胸の膨らみを唇でなぞったあと、敏感になった先端をなめ上げられた。たまらず大きな声がこぼれた。

「あぁっ！」

　ベッドの上で背筋が跳ねる。

　恥ずかしくて唇を噛み必死にこらえようとしたけれど、そんな私をいたぶるように与えられる愛撫が激しくなる。

「あ、あ、んん……」

　片方の胸を甘噛みされ、もう片方は優しくなでられる。激しい快楽に、頭がくらくらする。

　ぎゅっと目をつむりシーツを握って声を我慢していると、彼の手がさらにその下に移動した。

　足の付け根に直接触れられ、体が大きく跳ねる。

　驚いて目を開けると、私のはいていたストッキングと下着はいつの間にか膝まで下げられていた。

　翔さんは私の膝に手を置き、熱っぽい目でこちらを見下ろす。

「本当に、里帆の体は素直でかわいいな」

　低く笑われて、頬が熱くなった。

　まだほとんど触られていないのに、そこは自分でもわかるくらい濡れていた。

　どうしようもなく恥ずかしいのに、翔さんに見られていると思うだけでひくひくとねだるようにうずいてしまう。

　翔さんの指がゆっくりと動き、私の敏感な部分をなぞる。

「あ……っ」

　甘い吐息を漏らすと、翔さんが私の耳元で聞いてきた。

「里帆。ここに入ってもいいか？」

「……っ、ん」

　うまく言葉にできなくて、涙目で翔さんを見上げながらこくこくとうなずく。

「うなずくだけじゃなくて、ちゃんと言葉で言ってくれ」

　翔さんは浅い部分に指を差し込み、すぐに抜いてしまう。もっと奥まで欲しいのにじらされて、腰が揺れた。

「か、翔さんが欲しいです……」

　羞恥で目元を潤ませながら言うと、こちらを見下ろす彼が「はっ」と息を吐いて笑った。そして、その顔つきが変わる。

　翔さんは着ていた服を乱暴に脱いだ。たくましい胸板や引きしまった腹筋が視界に入り、鼓動が速くなる。

　私の足から下着とストッキングを一緒に引き抜き床に捨てる。そして私の内ももに唇をはわせながらこちらを見下ろした。

　薄暗い部屋の中、余裕や優しさを脱ぎ捨て雄の本能をむき出しにした彼は、どうしようもなく色っぽかった。

　避妊具のパッケージを口で破るようにして開ける。その乱暴な仕草までセクシーで、見ているだけで体が熱くなる。

「入れるぞ」

　翔さんは低い声でささやくと、私の返事を待たず腰を進めた。狭い場所にねじ込むように熱を埋め込まれ、圧迫感と快楽が同時に体を貫く。

「んん……っ！」

　奥深くまで満たされていく感覚に、全身が震えて総毛立つ。甘い悲鳴をあげそうになり、両手で口を塞いだ。

　それでも指の間から吐息がこぼれ、頭が真っ白になる。

　激しい快楽で強張った体からゆっくりと力が抜け、ようやく息ができた。くたりとしながら胸を上下させ乱れた呼吸を繰り返す。

「入れただけで、すごいな……」

　翔さんがそんな私を見下ろしながら熱い息を吐き出し小さく笑った。

　とろんとしながら視線を上げると、彼は片方だけ口端を上げちょっと意地悪な表情を浮かべていた。

「そんなに気持ちいい？」

　まだ頭がぼうっとしている私は、その質問に「うん」と素直にうなずいた。

「翔さんとこうやって抱き合えて、幸せ」

　舌ったらずな口調で言って微笑むと、翔さんは「はぁー」っと大きく息を吐いた。

「本当に里帆は……。どれだけ俺を惚れさせれば気が済むんだ」

「翔さん……？」

「悪い。動くぞ」

　きょとんとしていると、逃がさないというように腰を引き寄せられた。そのまま私の足を肩の上にかつぎ上げ、つながりを一気に深める。

「あ……っ、待って……」

　息もできないような快感に翻弄されて、甘い悲鳴をあげる。

「翔さん……っ、んん！」

　視界が定まらないほど激しく揺さぶられ、たくましい肩に必死に縋った。気持ちよすぎて涙がこぼれる。

　翔さんは私の潤んだ目元を指で拭い、そしてささやいてくれた。

「里帆、好きだよ。愛してる」

　その優しい声に喜びで体が震え、また熱い涙が頬を伝った。




　目が覚めると、枕に頬杖をついた翔さんがこちらを見ていた。

　まだ寝ぼけている私はゆっくりと瞬きをする。

　あれ、どうして翔さんが私のベッドに……？

　一瞬ここがどこかわからなくて混乱する。

　視線を動かし部屋の中を見る。シンプルで物の少ない寝室だった。

　あるのは私たちが寝ている大きなベッドと、作りつけのクローゼットと、フロアライトくらい。

　そうか。ここは私の部屋ではなく、翔さんのベッドルームだ。

　気づくと同時に昨日の記憶が戻ってきた。

　悪天候の中、祈るような気持ちで翔さんの操縦する機体を見守っていたこと。滑走路にいる彼に抱き着き愛を伝えたこと。そして翔さんの部屋で何度も抱かれたこと。

　思い出すだけで、頬がじわじわと熱くなる。

　昨日、翔さんに体の隅々までキスをされ、とろとろになるまで愛された。

　後半は気持ちよすぎて記憶が曖昧になってしまったから、翔さんと目を合わせるのがなんだか恥ずかしい。

　羞恥に耐え切れず枕に顔をうずめると、頭上でくすりと笑い声がした。

「おはよう、里帆」

　甘い声で名前を呼ばれる。

「おはようございます……」

　枕に顔をつけたまま挨拶を返すと、翔さんが上半身を起こし私の髪にキスをした。

「寝顔もかわいかったけど、そうやって照れる姿もかわいいな」

　ご機嫌な口調で言われ、さらに頬が熱くなる。

　無防備な寝顔を見られていたなんて、恥ずかしすぎる。

「寝顔を見てないで、起こしてくれればよかったのに……」

　少しだけ顔を上げて睨むと、翔さんは幸せそうな表情でこちらを見つめていた。

「起こそうとも思ったけど、夢が覚めたら困るから」

「夢？」

　私が聞き返すと翔さんはうなずく。

「何度も里帆の夢を見てた」

　その言葉を不思議に思い、私は体を起こした。

「パリで里帆と一緒に過ごした時間を夢に見て、幸せな気持ちで目を覚ますとこの部屋でひとりきりだった。隣に里帆がいないんだと気づいて肩を落として始まる一日を繰り返していたから、これも夢だったらどうしようと怖かった」

「翔さん……」

　いつも余裕と自信に満ちている彼がそんなことを思っていたなんて……。

「これが夢じゃなくてよかった」

　翔さんは手を伸ばし、私の頬にそっと触れた。

「夢じゃないですよ」

　長い指が確かめるように動き、私の額や目じり、輪郭をゆっくりとなぞる。耳たぶを優しくなでられくすぐったくて笑う私を、翔さんは愛おしそうに見つめていた。

「本当に、里帆が俺のものになったんだな」

「そうです。私の心も体も全部、翔さんのものです」

　そう言って、大きな手に頬ずりする。

「大好きです」とささやくと、後頭部を包まれ引き寄せられた。

「俺も、愛してる」

　額を合わせ見つめ合う。自然と笑みがこぼれて、ふたりでくすくすと笑った。触れるだけのキスをして、鼻先をこすり合わせる。

　喜びで胸が満たされて、幸せなのに少し苦しい。こんな感情、はじめてだった。

　翔さんはベッドの中で私を抱きしめ、「今日は指輪を買いに行こう」と提案する。

「指輪ですか？」

「婚約指輪。ここに、里帆は俺のものだって印をつけたい」

　そう言いながら、私の左手を持ち上げ薬指にキスをする。

「こ、婚約指輪……っ」

　予想外の言葉に、声が上ずってしまった。

「言っただろ？　里帆のいない人生なんて考えられないって。それとも、里帆は気が変わったか？」

　拗ねたような表情で見つめられ、慌てて首を横に振る。

「気が変わるわけないです！」

　きっぱりと否定してから、「でも……」とつけ加える。

「翔さんは、本当に私でいいんですか？」

「いいに決まってるだろ。里帆以外はなにもいらない」

　優しく髪をなでられて、胸がきゅんと切なくなった。

「今度、里帆のご両親に挨拶に行ってもいいか？」

「いいですけど……。私の父は少し過保護なんです」

　不安になりながら告白する。

　父はとても真面目で堅実な性格で、私が管制官になったのは、空が好きだったこともあるけれど、国家公務員になって安定した人生を送ってほしいという父の意向も大きかった。

　大人になってからもことあるごとに私の心配をして、尚久と付き合っているときは、『彼がパイロットになるまでは決して結婚は許さない』と言われていた。

　そんな父に翔さんを会わせたら、翔さんに面倒くさい家族だと思われてしまうかもしれない。

　私の心配をよそに、翔さんは動揺するどころか安堵したように「なんだそんなことか」と微笑む。

「里帆は一見しっかりしているように見えて、お人好しで絆されやすいから、周りが過保護になってしまう気持ちもわかる」

「え、私お人好しですか？」

　自分ではしっかりしているつもりなんだけど……。

「お人好しだろ。だから管制室の同僚たちがあんなに里帆に過保護なんだよ」

「管制室のみんなは別に過保護じゃないですよ？」

「過保護だろ。じゃなかったら、上司が部下を口説こうとしている男を呼び出して一対一の面談なんてしない」

「えっ!?」

　驚きで目を見開く。

「富永さん経由で里帆の連絡先を教えてもらおうとしたら、管制室で一度協議しますと言われて、翌日武地主幹に呼び出された」

　武地主幹が翔さんを呼び出して面談!?　そんな話、聞いてない。

「あの人たちは本当に……っ！」

　思わず悲鳴をあげる。

　いったいなにをしてるのよ！と頭を抱えたくなった。悪意はないのかもしれないけど、さすがにやりすぎだと思う。

「まるで取り調べを受けている気分だったよ。これまでの経歴から里帆に対する気持ちまで、根掘り葉掘り聞かれた」

「そんな失礼なことを……」

　あまりのことに絶句する。

「本当にすみません」

「それだけみんなが里帆のことを大切に思ってるってことだろ。そうやって周りから愛される里帆がますます好きになったよ」

　なんでもないことのように笑ってくれる翔さんを見て驚く。

　そんなことをされても怒りも動揺もしないなんて、本当に頼もしいし、人としての器が大きすぎると思う。

「だから、もし里帆の家族に結婚を反対されたとしても、俺は何度でも頭を下げるし、絶対に諦めないから安心してくれ」

「翔さん……」

　優しく微笑まれ、きゅんと胸がときめいた。

「本当に大好きです」

　私が抱き着くと、翔さんは幸せそうにこちらを見つめる。そして大切なものに触れるように、私の額にそっとキスをしてくれた。

　そのままふたりでベッドに倒れ込み、じゃれ合いながら頬や鼻の先に短いキスを繰り返す。

「愛してるよ、里帆」

「私も愛してます」

　そう言うと、翔さんがやわらかく微笑んでくれた。

　彼の肩に腕を回し、艶のある黒い髪に触れる。形のいい耳や、精悍なあごのライン、色っぽい首筋。ひとつひとつ確かめるようにそっと触れる。翔さんはそんな私のことを優しい表情で眺めていた。

　こんなに素敵な人が、私を愛してくれているんだ。

　そう実感して泣きそうになる。幸せすぎて、胸が苦しい。

　たくましい肩に顔をうずめ涙をこらえていると、「次は俺の番」とささやかれた。

「え……？」

　翔さんの言葉に顔を上げると、整った顔にいたずらっぽい笑みが浮かんでいた。

　それまで大人しくしていた彼が、力強い腕で私を抱き寄せる。そのまま腰や背中をなでられ、くすぐったさに身をよじる。

　さっきまであふれそうだった涙が引っ込み、代わりに笑い声が漏れた。

「くすぐったいです、翔さん」

　私が逃げようとすると、翔さんの腕が腰に回る。

　くすくすと笑いながら抱き合っているうちに、彼の手が不穏な動きをしはじめた。私のキャミソールの中にもぐり肌を優しくなでる。

　思わず「あ……っ」と甘い声が漏れる。慌てて翔さんの手を押さえた。

「翔さん、なにしてるんですかっ」

「里帆がかわいいから、また欲しくなった」

「だめです。もう、朝なのに！」

「わかった、一回で我慢する。そのあと一緒にシャワーを浴びよう」

「それ、全然我慢してないじゃないですか……っ」

　私が眉を下げてそう言うと、翔さんがくすくすと笑った。

「昨日の時間が夢じゃないことを、もう一度確かめたい。だめか？」

　その問いかけはずるいと思う。そんな色っぽい顔で見つめられたら、拒否できるわけがない。

「一度だけですよ……」

　しぶしぶ言うと、翔さんはにっこりと笑い私の体を抱き寄せた。




　翌日、三百六十度ガラス張りの管制塔の上から美しい夕焼けを眺めていた。

『ＣＡＬ３０２便。こちら管制タワー。風は北北西からの微風。滑走路３４Ｌから離陸を許可します』

　滑走路上の旅客機に、無線でそう指示を出す。

『滑走路３４Ｌ了解。ＣＡＬ３０２便、離陸します』

　私の指示通り、大きな飛行機が滑走路上を進みはじめる。スピードが増しタイヤがふわりと宙に浮くと、両翼に風を受けどんどん高度を上げていく。

　無事離陸した機体に向かって無線で話しかける。

『ＣＡＬ３０２便。周波数120.8に接続してディパーチャーと交信してください。よいフライトを』

『ＣＡＬ３０２便。了解。ディパーチャーと交信します。ありがとう』

　茜色の夕日を背に、白い機体が飛び立っていく。小さくなっていく機影が見えなくなる瞬間、夕陽を反射してまぶしく光る。

　まるで一番星を見つけたような気分になる。

「綺麗……」

　飛び立った機体を見送りながら小さくつぶやくと、「ほんと綺麗ですねぇ」とうっとりとした声が聞こえた。

「ん？」

　不思議に思って横を見ると、そこには富永さんがいた。

　けれど彼女が見ているのは、窓の外に広がる夕焼けではなく私の左手だった。

「プラチナとルビーの指輪、素敵ですね」

　富永さんは目を輝かせながらそう言う。

　私の左手の薬指には、細いプラチナの指輪がはまっていた。丸みを帯びた華奢なリングに、真っ赤なルビーが一粒埋まっているシンプルなデザインだ。

　今日はじめてつけてきた指輪にすぐに気づくなんて、富永さんはちょっと目ざとすぎるのでは。

「今は仕事中なんだから、そんな話はいいよ」

　いつもは管制業務中の合間もみんなで和やかに雑談をしているけれど、なんだか恥ずかしくて忙しいふりをする。

「今さらそうやって照れなくても。一昨日のプロポーズはみんなが見てたんですから」

「照れてません」

　動揺が伝わらないよう私が表情を引きしめていると、横から腕が伸びてきた。管制卓からつながっているヘッドセットのプラグをつけ替える。

「蒼井、交代する。上がっていいぞ」

　ヘッドセットを装着しながらそう言うのは、北原くんだった。

「あ、北原くん」

「さっさとよけろ」

　しっしっと追い払われ仕方なく席を譲る。

　なんてタイミングで……と思っていると、まんまと富永さんにつかまった。

　私の左手をがっちり掴み、まじまじと指輪を眺める。

「このルビー、すごく綺麗！　こんなに赤くて透明感があるなんて、ものすごく高かったんじゃないですか？」

「ええと、その」

「でも、せっかくの婚約指輪なら、いいものを選びたくなりますよね。それにしても、ダイヤ以外のエンゲージリングっていうのも、新鮮でおしゃれですね～」

　目を輝かせる富永さんに、「ち、違うの」と説明する。

「これは、エンゲージリングじゃなくて……」

「違うんですか？」

　昨日。翔さんとふたりで指輪を見に行って、エンゲージリングにダイヤのついた豪華なものを買ってくれた。

　内側の刻印やサイズの調整で受け取りは数週間後だと聞いた翔さんは、『今すぐ里帆の薬指に俺のものだという印をつけておきたい』と言い張り、半ば強引にこの指輪を買ってくれたのだ。

　話を聞いた富永さんが、「ひぇぇ……」とため息を漏らす。

「エンゲージリングのほかに、こんな高そうな指輪を買ってくれるなんて。さすがＯＪＡのエリートパイロット……！」

　普通はこうやって驚くよね。

　富永さんのリアクションを見て安心する。

　翔さんがあまりにも平然と買ってしまうから、私の価値観がおかしいのかと思った。

「私はこんなに高価な指輪はいらないって何度も言ったんだけど、聞いてくれなくて……。やっぱり買ってもらってばかりだと悪いから、こっちの指輪は私がお金を出した方がいいかな」

　真剣に悩みながら言うと、横で聞いていた北原くんが「気にせずもらっとけ」と笑う。

「矢崎機長はお前を甘やかすのが楽しいんだろ」

「でも」

「あの人、パイロットの中でもずば抜けて高い報酬をもらってるらしいぞ。公務員の俺たちが金の心配をしても、鼻で笑われるだけだって」

　北原くんの言葉に、富永さんが深くうなずく。

「今、あちこちに格安航空会社ができて、パイロットの取り合いが起きてるって言いますもんね。お給料、高いんだろうなぁ」

「しかも有能な機長は操縦の腕だけじゃなく天候や風向きを読むのがうまい。航路や高度をどう選ぶかで、消費する燃料がドラム缶何缶分も変わるっていうから、燃料費が高騰している今は余計に手放したくないだろうな」

「なるほど。それじゃあ矢崎機長くらいのエリートパイロットなら、どれだけ高い報酬を払ってでも働いてほしいと思うのは納得です」

　ふたりの話を聞いているうちに、あらためてすごい人と付き合うことになったんだと実感してしまう。

　本当にあの人は、なにからなにまでハイスペックすぎるのでは。

　そんなことを思っていると、武地主幹が私に声をかけてきた。

「蒼井、少しいいか」

「はい」とうなずいて主幹のもとへ向かう。

「ちょうど私もお話ししたいことがあったんです」

　そう言うと、武地主幹の表情が変わった。

「ま、まさか……」

　怯おびえたように私を見る主幹に、「そのまさかですよ」と険しい顔でうなずく。

「私の知らないところで、翔さんを呼び出して面談していたって、どういうことですか」

　いくらなんでも悪ふざけがすぎます。と腰に手を当て眉をひそめる。

　私はすごく怒っているのに、なぜか武地主幹は「なんだそんなことか」とほっとしたように胸をなでおろした。

「そんなことって……」

「結婚するから仕事を辞めると言われるのかと思った」

「え。言いませんよ、そんなこと。私、この仕事が好きですから」

　そもそも翔さんとは付き合いはじめたばかりで、まだ結婚についてはなにも決まっていないのに。

　当然のように答えると、武地主幹がぱぁっと笑顔になる。

「いやぁ、そうか。よかったよかった。これからも頼りにしてるからな」

　満面の笑みで言い、私の肩を叩いた。

　いや、よかったじゃなくて。

「だから、翔さんに面談するなんて、いったいなにを考えてるんですか！」

　私が厳しい声で言うと、武地主幹が「やべ」とつぶやき慌てて神妙な表情を作る。こほんとせき払いをしてから私を見た。

「たしかに、蒼井に内緒で矢崎機長と話をしたのは、さすがにちょっとだけ過保護だったかもしれない」

「ちょっとだけじゃないですよ！　普通、上司が部下の恋愛事情に首を突っ込んで面談なんてしませんから」

　私からするどい視線を向けられた武地主幹は、ぽっちゃりした体をきゅっと縮めて申し訳なさそうな顔をする。

「だってぇ」

「だってじゃないです！」

「まぁまぁ。そんなに怒るなよ、蒼井。武地主幹は本当にお前を心配していたんだから」

　そのやりとりを見ていた北原くんが、苦笑いしながら声をかけてきた。

「心配？　おもしろがっていたんじゃなくて？」

「心配するに決まってるじゃないですか。蒼井さん、元カレに振られて仕事でもミスをして、相当落ち込んでいたから」

　富永さんもそう言って武地主幹をフォローする。

「真面目な蒼井が、私的な感情でミスをしてしまった自分を責めているのはみんな気づいてた。精神的にかなりギリギリなところまで来ていたのもな」

　北原くんの言葉に驚いて動きを止めた。

　みんな気づいていたんだ。私がずっと不安を抱えていたことを。

「長期休暇をひとりきりの部屋で過ごすよりも、無理にでも旅行に行って気分を変えた方がいいと富永にアドバイスさせたのも、武地主幹だぞ」

「そうそう。その甲斐あってフランス旅行から帰ってきたら、蒼井さんの表情が明るくなってて、みんなほっとしてたんですよ」

「でもこれでひと安心だと思った途端、矢崎機長がお前を口説こうとしてるって知って。もし、またパイロットと付き合って裏切られでもしたら、お前はこの仕事を辞めてしまうんじゃないかって心配してたんだよ」

　予想外のことに息をのむ。

　落ち込んでいるのを見せないようにしていたつもりなのに、みんなこんなに私を心配してくれていたなんて。

「蒼井さんは私のことを、噂好きで口が軽い困った後輩だと思ってるでしょうけど、みんなに情報共有して、蒼井さんのことを全力でフォローしてたんですからね」

　富永さんがえっへんと胸を張った。

「ちなみに蒼井と富永が一緒に搭乗訓練だったのも、万が一ＯＪＡの事務所で元カレと遭遇したときのための護衛だったんだからな」

「え……。ふたりで搭乗訓練だったのは、富永さんの失言を私がフォローするためだと思ってました」

「失礼な！　私、失言なんてしませんよ！」

　ぷんぷんと怒りながら頬を膨らませる富永さんに、「ごめんね」と慌てて謝る。

　武地主幹がそんな私を見ながら、「蒼井」と名前を呼んだ。

「航空管制は本当に大変な仕事だ。些細なミスが人命に直結するし、どんなトラブルも冷静に対処しなければならない」

「はい」

　真剣な表情で見つめられ、思わず背筋を伸ばしてうなずく。

「そんな管制官にかかるストレスは相当なものだ。正式に公表されているわけじゃないが、職業別の自殺率はトップレベルだなんて言われたりもする。わかるだろ？」

　その言葉が胸に深く刺さった。実際ストレスに耐え切れず、職を辞した仲間たちもたくさんいるから。

「だから、蒼井を守りたかった。過保護だとはわかっていたが、これ以上蒼井が傷ついたり自分を責めたりしないように、矢崎機長が本当に信頼できる男かどうか確かめたかったんだ」

「武地主幹……」

　それはこの仕事を辞める心配だけではなく、私の心身の心配もしてくれていたんだろう。みんなの気遣いに今さら気づき、胸の辺りが温かくなる。

「矢崎機長もそんな俺たちの心配を感じ取ったのか、快く面談に応じてくれた。蒼井のことをものすごく熱く語ってくれたんだぞ」

「熱くって……。翔さん、いったいなにを言っていたんですか……っ」

「女性としても管制官としても、尊敬し愛していると言っていた。あそこまで蒼井に惚れ込んで溺愛してくれる男なら、この先も絶対に裏切ったりしないだろうから安心していい」

　力強く太鼓判を押された。けれど、翔さんが主幹の前で私への愛を語っていたなんて。じわじわと頬が熱くなる。

「本当に、いくらなんでもお節介で過保護すぎます！」

　恥ずかしさのあまり顔をしかめて叫ぶ私を、みんながジッと見つめた。その視線を感じながら、「……でも」と続ける。

「ご心配をおかけして、すみませんでした。これからも、精一杯管制官の仕事を頑張ります」

　そう言って深く頭を下げた。

「これからも頼りにしてるぞ」

　ぽんと背中を叩かれる。その信頼が嬉しくて、涙がこみ上げそうになる。

「ほら、そろそろ上がっていいぞ。矢崎機長が待ってるんだろ？」

　そうだ。翔さんは一昨日起こったエンジントラブルの原因を究明するための調査に立ち会っているはずだ。

　夕方には終わるだろうから一緒に帰ろうと、約束していたのを思い出す。

「すみません。じゃあ、お先に失礼します」

「はーい、蒼井さんまた明日」

「お疲れー」

　みんなから声をかけられながら、エレベーターで塔を下り外に出る。

　辺りはすっかり深い藍あい色いろに染まっていた。夕方から夜へと移り変わる美しい色合いの空に、ターミナルビルの明かりや滑走路の誘導灯が浮かび上がる。

　そして白い旅客機が、両翼の緑と赤のライトを点滅させながらゆっくりと降りてきた。小さかった機影が、近づくほど大きくなっていく。

　あの中にはたくさんの乗客が乗っていて、その飛行機を飛ばすために、たくさんの人が働いている。そのひとりひとりが細心の注意を払い完璧な仕事をするから、空の安全は守られているんだ。そう実感する。

「明日からも、頑張ろう」

　小さくつぶやいてから、翔さんが待つ空港のターミナルビルへと歩き出した。










エピローグ




　空港ターミナルビルの出発ロビーで待っていると、こちらに近づいてくる靴音が聞こえた。振り返ると、里帆がこちらにやってくるのが見えた。

　さらさらの髪に白い肌。透明感のある茶色がかった瞳が、俺と目が合った瞬間、嬉しそうにほころぶ。その表情を見て愛おしさが込み上げてくる。

「すみません、遅くなって。待ちましたか？」

　里帆は急いで来てくれたようで、頬が紅潮していた。

　お互いの仕事が終わったあとで待ち合わせをして一緒に帰ろうと話していたけれど、そんなに急がなくてもいいのにと小さく笑う。

「無理して急いで来たのか」

　きっと、お人好しな里帆のことだから、俺を待たせるのは申し訳ないと思ったんだろうな。そう思っていると、彼女が首を横に振った。

「早く翔さんに会いたかったので」

　はぁっと息を弾ませながら照れくさそうに微笑まれ、たまらない気持ちになった。

　俺の恋人が、かわいすぎるのだが。

　思わず額に手を当て、大きく息を吐き出した。

　そんな俺を見て、里帆が「翔さん、どうしたんですか？」と首をかしげる。

「抱きしめてもいいか？」

　真顔で聞くと、「だめです」と即答された。

「どうして」

「どうしてって、ここはお互いの職場ですよ？」

　里帆は眉をひそませてから俺から目を逸らし、「……誰かに見られたら恥ずかしいじゃないですか」と小さな声でつぶやく。

　照れているのか目元が赤く染まっているのが色っぽい。

「今さらだろ。あれだけ大勢の前で愛を誓ったんだから」

　一昨日の滑走路上でのプロポーズは、空港で働く人のほぼ全員が知っていた。

　今日エンジントラブルの原因究明のため検証に立ち会うと、会う人すべてに『プロポーズしたんだってね』と声をかけられた。

「それはそうですけど……っ！」

　里帆の顔は真っ赤になっていた。たぶん里帆も今日一日、俺と同じような状況だったんだろう。

「でも、人前で抱きしめるのはだめです。ここは公共の場ですから」

　険しい顔をした里帆にそうたしなめられ、「わかったよ」と笑いながらうなずいた。

　普段はお人好しで優しいのに、真面目で人に流されない強さもある。そういうところが愛おしい。

　そう思っているとき、後ろから走ってきた人にぶつかられた里帆が「きゃ」と短い悲鳴をあげた。

　バランスを崩した里帆はそのまま倒れそうになる。

　俺は咄嗟に里帆の背中に手を回し体を支えた。まるで抱き合うような体勢になる。

「大丈夫か？」

　声をかけると、里帆がこちらを見上げた。微かに茶色がかった瞳が綺麗で、思わず見とれそうになる。

「あ、ありがとうございます」

　里帆は俺にお礼を言うと、後ろを振り返る。里帆にぶつかってきたのは、小学校低学年くらいの男の子だった。

「ごめんなさい、お姉さん！」

　少年はこちらを見上げ、慌てた様子で謝る。

　里帆は少年の前にしゃがみ、視線の高さを合わせて話しかけた。

「大丈夫だよ。でもここにはたくさんの人がいるから、走り回ると危ないからね」

「うん」

　素直にうなずいた彼に、里帆は「えらいね」と優しく微笑む。

　そんなやりとりをしていると、少年の母親らしき女性がやってきた。小さな赤ちゃんを抱いているから、走る息子を追いかけられなかったんだろう。

「すみません。急に走り出してしまって」

「いえ、大丈夫ですよ」

　里帆は母親に向かってそう言ってから、もう一度少年と向き合う。

「ターミナルビルはとっても広いから、お母さんと赤ちゃんが迷子になってさみしい思いをしないように、ちゃんと近くにいてあげてね」

「わかった！」

　力いっぱいうなずいた少年を見て、里帆は笑みをこぼした。そのやわらかい表情に、愛おしさが込み上げてきた。

「ありがとうございました」とお礼を言って去っていく親子を見送りながら、隣にいる里帆の手を強く握った。

「翔さん？」

　里帆は少し照れた様子でこちらを見上げる。

「はじめて里帆に会ったときのことを思い出してた」

「はじめてって、パリでひったくりにあったときのことですか？」

「いや、それよりもずっと前。この場所で会ったときのことだ」

「この場所で……？」

　里帆は不思議そうに瞬きをする。

「私と翔さんは、前にここで会ったことがあるんですか？」

　案の定まったく覚えていない彼女に、俺は「さぁ？」と答えをはぐらかす。

「さぁって……。そんなことを言われたら気になるじゃないですか。教えてくださいよ」

「俺ばかり里帆を好きで悔しいから、秘密」

「意地悪。私だってこんなに翔さんのことが好きなのに……」

　不満そうな顔をする里帆を抱き寄せ、綺麗な髪に短いキスをする。

「いつか話すよ」

　そうささやいて小さく笑った。

　いつかちゃんと話してあげる。

　里帆は覚えていないだろうけど、俺が君に出会ってひと目で恋に落ちた話を。
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「私がテレビに？」

　驚く私に、武地主幹は満面の笑みでうなずいた。

「そう。蒼井に密着取材をさせてほしいと、テレビ局から依頼があったんだ。テレビに出ればみんなから注目されるし、きっと親御さんたちも喜ぶぞ。こんな機会なかなかないから嬉しいだろ。いやぁ、光栄なことだよなぁ！」

「申し訳ありませんが、つつしんでお断りします」

　間髪を入れずにそう言うと、主幹が慌てた様子で私の腕に縋りついてきた。

「そんなこと言うなよ、蒼井！」

「テレビに出るなんて絶対いやです！　そもそもテレビ局が私を取材する意味がわからないし！」

　縋りつく武地主幹と、その腕を引きはがそうともがく私。しばらくじたばたと格闘していると、その様子を見ていた富永さんがあきれた表情で話しかけてきた。

「そりゃ、蒼井さんは今話題の美人管制官ですもん。テレビ局が密着したがるのも納得ですよ」

「今話題？」

　意味がわからず首をかしげる。話題って、いったいどうして。

「知らないんですか、蒼井さん。三カ月前の矢崎機長との管制無線でのやりとりが、ＳＮＳでめちゃくちゃ拡散されてるの」

「ええっ!?」

　三カ月前の翔さんとの無線でのやりとりといえば、ＯＪＡ２１２便がエンジントラブルで緊急着陸したときのことだろう。

　非常事態の中、翔さんはコックピットの中から管制塔にいる私に向かって『愛している』と言ってくれた。

　その会話がＳＮＳで拡散されているってこと……？

「どうしてそんなことに？」

「航空無線マニアの人が、ＯＪＡ２１２便の緊急着陸を撮影した動画に、無線でのやりとりを文字に起こして字幕をつけて投稿したんですよ」

　鉄道マニアと呼ばれる人たちがいるように、航空機が好きという人もたくさんいる。

　航空機そのものが好きで、写真を撮ったり性能についてとことん調べたりする人。航空機に搭乗するのが好きな人。航空路線や時刻表を見て楽しむ人。

　そして、パイロットと航空管制官との無線でのやりとりを聞くのが好きだという人もいる。

　航空無線は空港周辺の障害物のないところでなら、一般的な受信機で聞くことができるので、空港の展望デッキには飛行機を撮影するためにカメラを構える人とともに、受信機を持つ人も見かける。

「その動画がマニアだけじゃなく一般の人の間でも話題になって、どんどん拡散されてるみたいですよ。極限状態での愛の告白が映画みたいでドラマティックだって」

　富永さんの言葉に、近くにいた北原くんが付け加える。

「ちなみに、滑走路で抱き合う姿もばっちり撮影されてたぞ」

　それを聞いて、頬から火が噴き出るかと思った。

　抱き合う姿がＳＮＳで拡散されているなんて。お願いだから、うそだと言って。

「イケメンエリートパイロットと美人管制官のカップルだって、今大盛り上がりしてるんですよ」

「そんなこと知らなかった……」

　私はがっくりと肩を落としうなだれる。

「たぶんテレビ局の人も、その動画を見て興味を持ったんじゃないですか？」

　ということは、航空管制官という仕事に興味があるわけではなく、例のプロポーズについて知りたいんだろう。

　私は武地主幹に向き合い、険しい顔ではっきりと言い切る。

「やっぱりお断りします」

「まぁそう警戒するな。テレビ局は無線越しの求愛をおもしろおかしく聞き出したいわけじゃなく、純粋に管制官の仕事を紹介したいそうだ」

「本当ですか……？」

「このテレビ番組、知らないか？」

　資料を差し出され目を通す。

　どうやら情報番組のいちコーナーで、毎週様々な職場で働く女性にスポットを当て紹介しているらしい。

「それに今回取材を担当するディレクターは、お前のことを知っているらしいぞ」

　主幹はそう言いながら、一枚の名刺を取り出した。

「え？」

　予想外の言葉に首をかしげながら名刺を受け取る。そこに印刷されているのは、大学時代の友人の名前だった。

「森もり野のくんだ、懐かしい……」

　彼は明るくて人当たりがよく、性別を問わず誰とでも仲よくなれる人だった。

　テレビ局で働いているのは知っていたけど、ここ最近はお互い忙しくて会えていなかったなぁとつぶやく。恋愛やファッションのこと、色々相談にのってもらったのが懐かしい。

「昔の友人がディレクターだと知ったら、取材を受けたくなってきただろ？」

　武地主幹が手のひらをこすり合わせながら言った。その仕草から、私を丸め込もうとしているのが伝わってきて、逆に不信感が募る。

「すみませんが、やっぱり目立つのは苦手なので」

「そんなこと言うなよー！　取材受けてくれよー！」

　主幹がぽっちゃりした体を揺らし地じ団だん太だを踏む。こんなに必死になるなんて……。

「武地主幹。なにか、この取材を受けなきゃいけない理由があるんですか？」

　その質問に、地団太を踏んでいた主幹がぴたっと動きを止めた。

「あ、わかった。国土交通省の方から、蒼井さんに取材を受けさせろって言われてるんでしょう？」

　富永さんの指摘に、主幹の肩がぎくりと跳ねる。

「美人女性管制官が活躍する姿がテレビで放送されれば、国土交通省のイメージ向上にもつながりますもんね～」

　彼女の言葉に北原くんもうなずく。

「国土交通省の広報も、ウェブマガジンを発行したり擬人化キャラクターを作ったりしてるけど、テレビの影響力には遠く及ばないもんなぁ。本省としては是が非でもテレビ取材を受けてほしいところだろうな」

「本省直々のお願いを突っぱねれば、武地主幹の人事査定に響くかもしれませんしね」

　富永さんと北原くんの会話を聞きながら武地主幹を見る。私の視線に冷たさを感じたのか、主幹は心外だというように頬を膨らませた。

「べ、別に俺は自分の出世なんて気にしてないぞ。俺はいつも管制官みんなの利益を考えているんだ」

「本当ですか？」

　その場にいる管制官たちが武地主幹に疑いの目を向ける。

「当たり前だろ。管制官は重い責務とストレスを抱え仕事をしているのに、ミスが起きたときは個人に責任が押しつけられる。俺はその現状やシステムを改善していかなきゃならないと思ってる。そのためにも、管制官という職業に世間の関心が高まることは必要なんだ」

「主幹……」

　力強い言葉に胸打たれたとき、北原くんがしれっと付け加えた。

「それに、主幹はマイホームを購入したばかりで、ボーナス払いが厳しいって言ってましたもんね」

「北原、今その話をしなくても……っ！」

　焦って北原くんを口止めする姿を見て、それまでの感動が一気に冷めた。

「そういうことですか……」

「いや、蒼井！　ボーナス払いが厳しいのも事実だが、今の言葉もうそじゃないぞ!?」

　さっきまでの頼もしさがうそのように、必死に言い訳する武地主幹を見て、私はあきれながらも笑ってしまった。

　多少の私欲もあるのかもしれないけれど、さっきの言葉も真実だろう。

「わかりました。私でよければ取材お受けします」

「本当か！　ありがとう、蒼井！」

　主幹は顔を輝かせながら私の手を握り、ぶんぶんと大きく腕を振る。

「そうやって簡単に絆されちゃうなんて、蒼井さんは本当にお人好しですよね」

　私たちの様子を眺めていた富永さんがため息をついた。

「こんなんじゃ、矢崎機長も心配が絶えないだろうなぁ～」

「心配ってどうして？」

「最愛の恋人の蒼井さんがテレビに出て世間の注目を集めたら、矢崎機長はやきもちをやきますよ」

　富永さんの言葉に、「まさか」と笑って首を横に振る。

「テレビに出るっていっても、仕事中の様子がちらっと映るだけだろうし、そもそも翔さんはそんなことで嫉妬する人じゃないよ」

　私がそう言うと、途端にみんながあきれた表情になった。




◇◇◇




「里帆さんを必ず幸せにします。どうか、里帆さんと結婚させていただけないでしょうか」

　俺が頭を下げると、テーブルの向こうに座っている里帆のお母様が明るい声で言った。

「そんなことを言ってもらえる里帆は、本当に幸せね」

　好意的な反応にほっとしながら顔を上げる。けれど、笑顔のお母様とは対照的に、その隣に座るお父様は険しい表情のままだった。

　今日は結婚の承諾をもらうために、里帆の実家にお邪魔していた。

　武骨な雰囲気で無口なお父様と、おしゃべりでやわらかい笑顔を浮かべるお母様。

　里帆の真面目でまっすぐなところや、お人好しで優しいところは、ご両親それぞれの長所を受け継いだんだろう。

　以前里帆が過保護だと言っていた通り、玄関先での初対面のときからお父様の表情は硬かった。

　娘の結婚相手としてふさわしいのか、俺のことをじっくりと見定めているようだ。

　大切な娘を託すのだから警戒されるのは当然で、追い帰されずこうやって話をさせてもらえるだけでもありがたいと思う。

　少しの沈黙のあと、お父様が口を開いた。

「矢崎さんは有能なパイロットと聞いています。そのうえとても魅力的な人だ。黙ってたって女性が寄ってくるでしょう。それなのに、どうしてわざわざうちの娘を？」

「お父さん。そんなこと……」

　里帆が反論しようとすると、お父様が「私は矢崎さんに聞いているんだ」と言葉を遮る。

「結婚して数年たって気持ちが冷めたとき、ほかの女性に目移りしないと誓えますか？」

　お父様の問いかけに、まっすぐに前を向いて答えた。

「まだまだ未熟な私に、大切な娘さんを託すことを不安に思われても仕方ありません。でも、私は里帆さんのことを愛していますし、ひとりの人間としても尊敬しています。この先、彼女以外の女性に心が揺らぐことは決してありません」

「翔さん……」

　隣にいる里帆が感激したように言葉を詰まらせた。同時に黄色い歓声があがる。

「きゃー！　愛しています、ですって。素敵ねっ！」

　無邪気に喜ぶお母様に、お父様が顔をしかめる。

「母さん、まだ話は終わってないんだから……」

「なに難しい顔をしてもったいぶっているのよ。お父さんだって、矢崎さんが挨拶に来てくれるのを楽しみに待っていたくせに」

　お母様の言葉に、俺と里帆は目を瞬かせた。

「本当ですか？」

「本当よ。矢崎さんと里帆の動画がお父さんの職場で話題になっていてね、お父さんったら、『このふたりはうちの娘とその恋人で、今度うちに結婚の挨拶に来るんだ』って自慢していたのよ」

「動画？」

　なんのことだろうと首をかしげていると、里帆が説明してくれる。

「私もこの前富永さんから教えてもらったんですけど、緊急着陸の様子と無線でのやりとりが、ネット上に投稿されたみたいなんです」

「そうなのか」

「ＳＮＳで拡散されて話題になってるとは聞いていたんですけど、まさかお父さんまで見ていたなんて」

　里帆はそう言ってため息をついた。ＳＮＳの影響力の大きさに驚く。

「あの動画を見て、こんな素敵な人が私たちの息子になるなんて嬉しくて、矢崎さんに会えるのを楽しみにしていたの。ね、お父さん」

　暴露されたお父様は、少し頬を赤らめながらこほんと咳ばらいをした。

「まぁ、あの仕事ぶりと里帆に対する愛情を見てしまったら、反対する理由はないな」

　バツが悪そうに顔を逸らしながら言われ、その不器用さに笑みがこぼれる。

「ありがとうございます……！」

　しっかりと頭を下げてから、里帆と見つめ合う。テーブルの下でそっと手を握ると、里帆が幸せそうに笑った。




「無事結婚のお許しをもらえてよかった」

　里帆の実家からマンションに帰りほっとひと息つくと、里帆もうなずいた。

「本当に。結婚を喜んでもらえて嬉しいです」

　ソファに並んで座り、微笑み合う。

「これから結婚の準備に、引っ越しに。慌ただしくなりそうですね」

　里帆は今住んでいる部屋を引き払い、俺のマンションに引っ越してくる予定だ。

　これからはふたりで同じ部屋で暮らし、同じ時間を過ごせる。そう思うだけで、幸せが込み上げてくる。

「お互い不規則で忙しい仕事だから、無理はせずのんびりやろうな」

「はい」

　結婚後も里帆は仕事を続ける。ふたりで話し合い、ハウスキーパーや色々なサービスを利用して、お互いの負担はとことん減らすことにした。

　里帆は最初、わざわざハウスキーパーを頼むなんて、と渋い顔をしていたが、すれ違いが多い仕事だから一緒にいる時間を大切にしたいと主張した。

　真面目な里帆は妻になったら、家事や料理を完璧にこなそうと頑張るだろう。けれど、それで疲弊してしまったら一緒にいる意味がない。

　俺は里帆に幸せになってもらうために結婚するんだから。

「それにしても、緊急着陸の動画がネット上に投稿されていたなんて驚きだな」

「しかも父も母も見ていたなんて、びっくりですよね」

　里帆はうなずいてから、心配そうにこちらを見た。

「そんな動画が拡散されて、会社から怒られたりしませんか？」

「いや、うちの会社は大丈夫だ。むしろ、その動画のおかげでお父様に信頼してもらえたんだから、ありがたいくらいだよ」

「それならよかった」

　安心したように微笑んだ里帆に、逆に問いかける。

「俺よりも、公務員の里帆の方が色々大変なんじゃないか？」

「武地主幹は怒るどころか、管制官のイメージアップになるって喜んでました。本省もテレビ取材を受けろって言うくらいだし、問題ないと思います」

「テレビ取材？」

　俺が聞き返すと、里帆は「そうでした」と思い出したようにこちらを見た。

「来月、テレビの取材を受けることになったんです。管制官の仕事を番組で紹介したいらしくて」

「へぇ。里帆が自分から目立つ場に出るなんて意外だな」

「主幹からお願いされて仕方なく……」

　いくら上司にお願いされたとはいえ、彼女がテレビに出ることを了承するのは驚きだ。そう思っていると、里帆がこちらをのぞき込んだ。

「翔さん、もしかしていやですか？」

　その心配そうな表情を見て、我に返り笑顔を浮かべる。

「少し驚いただけで、いやなわけじゃないよ」

「よかった」

　ほっとしたように胸をなでおろす仕草がかわいい。

　里帆の腰に腕を回し引き寄せた。膝に抱き上げ向かい合う。キスをしようと顔を寄せたとき、里帆が「そういえば」と付け加えた。

「その番組のディレクターが、大学時代の友人なんですよ。森野くんっていって、一番仲がよかった男友達なんです」

　その表情から親密さが伝わってきて、わずかな嫉妬心が湧きあがる。

　もしかして、目立つことをいやがる里帆がわざわざ取材を受けたのは、その男に会いたかったから……？

「そいつは俺よりいい男？」

　たずねると、里帆は「まさか」とためらうことなく首を横に振った。

「翔さんより魅力的な人なんて、いるわけないです」

「本当に？」

「本当です。世界中を探したって、翔さん以上の人なんていないです」

　くすくす笑いながら視線を合わせる。

「森野くんは性別を気にせず話せる、信頼できる友人なんですよ」

　その笑顔を見て安心する。里帆は彼を男としては見ていないんだろう。

「里帆。キスしたい」

　俺がそう言うと、里帆は照れたようにはにかんでからうなずいた。

　付き合いはじめて三カ月。もう数えきれないくらいしているのに、里帆は毎回頬を赤らめ少し緊張しながらキスを待つ。その表情を見ると愛おしくてたまらなくなる。

　キスを交わしながらゆっくりと服の中に手を入れると、「んん……っ」と甘い吐息が漏れ細い腰が跳ねた。

「か、翔さんっ」

　慌てたように俺の手を押さえた里帆が、潤んだ瞳でこちらを見上げる。

「なに？」

　耳たぶを軽く噛みながら服の中の手を動かす。里帆の唇から小さな喘ぎ声が漏れる。

「まだ、シャワーを浴びてないから、だめ……」

　首を横に振って拒む里帆に、微笑みながらささやいた。

「じゃあ、一緒に浴びよう。里帆の体をすみずみまで洗ってやるから」

「すみずみまでって。そんなの恥ずかしいですっ」

「どうせベッドで同じことをされるんだから、一緒だろ」

「でも……」

　俺の言葉に里帆が真っ赤になって唇を噛む。

「いやか？」

　ねだるように見つめると、里帆が「もう！」と俺の胸を叩いた。

「そんな色っぽい顔で見つめるの、反則です」

　眉を下げて睨む里帆と見つめ合ってから、どちらからともなく噴き出した。額を合わせ笑い合う。

　里帆と一緒にいると自然体でいられるし、癒される。里帆がかわいくて触れずにはいられないし何度でも欲しくなる。こんな気持ちははじめてで、これが愛しているということなんだと実感する。

　これからも彼女と一緒にいられることが幸せで、自然と笑みがこぼれた。




「え、蒼井さんがテレビに出るんですか？」

　翌日。俺の話を聞いた同僚の芦沢が、驚いたように目を丸くした。

　今日はフライトではなく、トラブル時に備えた交代要員として会社でスタンバイだった。待機時間を利用してデスクワークをしているところへ、搭乗を終えた芦沢がやってきた。

　世間話のつもりで里帆が取材されることを伝えると、彼は「それ、大丈夫ですか？」と心配そうな顔をする。

「ネット上に投稿された動画の影響で、『美人管制官の声を聞きたい！』って、空港の展望デッキで管制無線を聞く人が増えているらしいですよ」

「あの動画の影響で？」

　胸に嫉妬が湧きあがり、なんとかして展望デッキを立ち入り禁止にできないだろうか、なんて考えが頭をよぎる。

「今でさえそんな状態なのに、蒼井さんがテレビ取材を受けたら、ますます人気になっちゃうんじゃないですか？」

　たしかに、真剣な表情で働く里帆の姿をたくさんの人が見たら、彼女の魅力に惹かれ、ひと目会いたい話してみたい、と思う男たちが増えてしまうのでは……。嫉妬の感情がさらに大きくなる。

　できるなら、テレビ出演なんてしないでほしい。そんな身勝手な独占欲で彼女を束縛したいと思う自分に戸惑う。けれど、管制官として働く彼女の足を引っ張ることもしたくない。

　真顔で考え込むと、芦沢は「なんて、冗談ですよ」と俺の肩を軽く叩いた。

「矢崎さんに張り合えるレベルの男なんてそういないんだから、心配する必要はないですよ」

「いや、そういう問題じゃなく……」

「それに、テレビ出演に嫉妬して怒っていたら、器の小さい男だと幻滅されちゃいますよ」

　芦沢は冗談のつもりで言ったんだろうけど、その言葉は俺の心に突き刺さった。

　今まで何度も恋愛をしてきたけれど、嫉妬心なんて抱いたことはなかったし、束縛してまでつなぎ止めたいと思うような恋もしたことがなかった。

　今まで俺は、人や物に強い執着を抱くことはなかった。それは、努力と実力で欲しいものはなんだって手に入れることができたから。

　だけど、里帆だけは違う。愛おしくて大切で決して失いたくない唯一の存在だ。

　彼女に関することになると、驚くほど不器用になってしまう自分にため息をついた。




　翌月。里帆はテレビの取材を受けることになった。

　明日から数日間、ディレクターがひとりで仕事中の里帆に密着するらしい。ちなみに俺は、明日から海外フライトで日本を離れなければならなかった。

「取材も仕事も無理するなよ」

　そう言うと里帆が「はい」とうなずく。

「帰ってきたらドレスの打ち合わせだったよな。里帆のドレス姿を見るのが楽しみだ」

　俺が帰国した翌日は、ふたりでウエディングドレスの下見に行く予定だ。

　一生に一度のことだから、オーダーメイドでドレスを作ることにした。

　今回ドレスをオーダーしようと思っているのは、小規模だがとても人気があるアトリエ。ふたりの休日にちょうど空きを見つけ、運よく予約がとれたのだ。

「でも、フライトを終えた翌日に予定をいれて大丈夫ですか？　時差もあるのに……」

「長時間のフライトも時差も慣れているから、大丈夫だ」

「無理はしないでくださいね」

　里帆は心配そうな顔をしつつも、ドレスの下見を楽しみにしているようだった。頬を紅潮させながらこちらを見る。

「翔さんは何色のタキシードにします？　白も素敵だし、黒とかブラウンも大人っぽいし、光沢のあるシルバーもいいですよね」

「俺のタキシードはなんでもいいよ。新郎の衣装なんて誰も見ないだろ」

「見ますよ！」

　俺の返答に里帆は頬を膨らませた。

「じゃあ、里帆が決めてくれ。里帆が一番好きな服にする」

「私が一番好きな服、ですか？」

「あぁ」

　うなずくと、里帆が頬を赤く染めた。

「私が一番好きなのは……」と言いかけて口を閉ざしてしまう。

「ん？」と顔をのぞき込むと、里帆は「なんでもないです」と照れたように笑った。

　その表情がかわいくて欲情をそそられる。優しく髪をなで、細い首筋に唇を落とす。

　里帆は「んん……っ」と甘い声を漏らした。もっとその声を聞きたくて、鎖骨の辺りに優しく噛みつく。

「翔さん……」

　濡れた瞳で見上げられ、「わかってる」とうなずく。

「痕をつけたりしないから、安心しろ」

　できるなら俺のものだという印を全身につけておきたいけれど、恥ずかしがり屋の彼女がそれをいやがるのはわかっている。

　俺の言葉を聞いて、里帆は頬を赤らめ首を横に振った。

「翔さんは明日から海外フライトでしばらく会えないから……、だから」

　そこまで言って、ためらうような表情でこちらを見上げる。

　首をかしげると、里帆は俺の肩に腕を回した。耳元に唇を近づけ、小さな声でささやく。

「さみしくないように、見えないところに痕を残しておいてくれませんか」

　かわいすぎるお願いに、一瞬言葉を失う。そしてはぁーと大きなため息をついた。

「あの、翔さん？」

　がっくりとうなだれた俺を見て、里帆は不安そうな顔をする。

「本当に、里帆はどれだけ俺を振り回せば気が済むんだ」

「え、振り回してなんて……」

「振り回してるよ、いつも」

　そう言って唇を塞ぐ。明日から数日会えない分、その日はいつもよりたっぷりと時間をかけて抱き合った。




　翌日。制服に着替えた俺は、一緒にフライトをする副機長の芦沢とともに空港のターミナルビルを歩いていた。

　これから搭乗する飛行機の目的地はアメリカのシカゴ。休養日として現地で二泊し、四日後に帰国する予定だ。

　行きの天候に問題はないが、復路は雪の影響が出るかもしれない。そんなことを芦沢と話していると、「あ、翔さん」と名前を呼ぶ声が聞こえた。

　足を止め声のした方を見ると、そこには里帆が立っていた。今朝も顔を合わせたけれど、こうやって会えるのはやはり嬉しい。

　芦沢に「少しだけ話してくる」と断ってから、彼女へ近づいた。

「里帆。これから仕事か？」

「いえ。取材中で、ターミナルビルを歩いている様子を撮影したいと言われたんです」

　里帆の隣にカメラを持った男性が立っているのに気づく。少し長めの前髪をセンターで分け、人懐っこい笑顔が印象的な男だった。

「あ、大学時代の友人で、今回取材をしてくれる森野くんです」

　俺の視線に気づいた里帆が、そう紹介してくれる。

「はじめまして。テレビ局でディレクターをしている森野です」

　森野さんはにっこりと笑い、こちらに手を差し出した。

　初対面の日本人に握手を求められるのはめずらしいな。そう思いながら、握手に応える。

　人当たりのいい好青年に見えるけれど、こちらを見つめる瞳の奥になにか隠しているような気がして引っかかる。

「はじめまして、ＯＪＡのパイロットの……」

　不信感を隠しつつ名乗ろうとすると、「矢崎翔さんですよね？」と名前を呼ばれた。

「どうして名前を？」

「矢崎さんは国内最年少で機長になった天才パイロットですから、知っていますよ。それに、蒼井から話は聞いていますし」

　そう言って、歯を見せて笑う。けれど俺の手を握っていた指先に力が込められた気がした。

　視線を上げ無言で見つめ合う。一瞬、冷たい火花が散るような緊張が走る。

　森野さんは俺のことを値踏みするような、挑戦的な表情をしていた。お互いに視線を逸らさないまま握手をほどく。

「噂には聞いてましたけど、本当にかっこいいですね。モデルさんみたいだ」

　森野さんは俺の顔を眺めながら感心したように笑った。

「本当は矢崎さんにお願いしたいことがあったんですが、蒼井に絶対にだめだって断られて……」

　そう言いかけた森野さんの腕を、里帆が慌てて掴んだ。

「森野くん、その話は！」と言葉を遮る。

　どうしてそんなに慌てているんだろうと不思議に思う。

「その話って？」

「いえ、なんでもないです！」

　必死に首を横に振る里帆が、なにかを隠しているのは明らかだった。ふたりの間に俺には言えない秘密があるんだろうか。

「翔さんはこれからシカゴにフライトですよね。気をつけて行ってきてくださいね」

　里帆は話題を変えるように言って、俺を見上げた。

「へぇ、矢崎さんはこれからシカゴなんですね。帰国はいつなんですか？」

「四日後の予定です」

「じゃあシカゴに行っている間、蒼井のことをお借りしますね」

　森野さんがにっこりと笑った。俺を挑発するような言葉に、わずかに苛立つ。

「里帆をよろしくお願いします」

　冷静に答えてから、「おいで」と里帆を呼ぶ。

「なんですか？」

　近づいてきた里帆の腰に腕を回し抱き寄せた。

　管制官に制服はなく、里帆はいつも私服で働いている。今日の服装は、シンプルなボートネックのワンピースの上にカーディガンを羽織っていた。

　手を伸ばし、そのカーディガンのボタンを一番上までとめる。

「翔さん？」

　不思議そうに首をかしげる里帆の耳元に唇を寄せささやいた。

「昨日の痕が見えるといけないから、とめておいた方がいい」

　その途端、里帆の頬が赤く染まる。

「み、見えてましたか……っ!?」

　慌てた様子で襟元を握りしめた彼女に甘く微笑む。

　たぶんこの会話は森野さんにも聞こえている。そうわかっていてわざと見せつけた。彼女は俺のものだと誇示するために。

「いや。見えてないけど、念のため」

　優しい声で言いながら、里帆の肩越しに森野さんを見る。敵意を隠さずするどい視線を向けると、彼は目を逸らすことなくジッと俺を見つめていた。




「蒼井さん、今頃あの曲者ディレクターに口説かれてたりして。心配だなぁ」

　シカゴの空港の中にあるレストランで食事をしながら、そんなことを言う芦沢を睨む。

「芦沢。お前、おもしろがってるだろ」

「だって、出発前にあんな険悪なやりとりしてるんですもん。傍から見てたらおもしろくて仕方ないですよ」

　相変わらず芦沢は、優し気な顔をして辛辣だ。俺は反論を諦めため息をついた。

　日本を離れて三日。今日の午後の便に搭乗し、日本時間の明日の夕方東京に着く予定だ。フライト自体は十三時間程度だが、日付変更線をまたぐので出発と到着で日にちがずれる。

　里帆はどんな取材を受けたのか毎日メッセージで報告してくれたし、電話もした。取材はスムーズに進み、明日ですべて終わるらしい。里帆のことを信じているから、彼女が浮気をする心配はしていない。

　けれど、問題はあの男だ。

　俺に握手を求めてきた森野さんの表情を思い出す。あれは、友人の恋人に向ける視線ではなかった。一見社交的な好青年に見えて、その裏になにかを隠しているような気がして引っかかる。

「それにしても今日の天候、少し荒れそうだな」

　気を取り直し、天候をスマホで確認する。

　アメリカの北部に位置しているシカゴ。今は二月末で本来なら寒さの峠を越える時期だが、今年は厳しい寒波が来ていた。

「予定通り飛ぶといいんだけどな」とつぶやく。

「矢崎さんは日本でなにか予定があるんですか？」

「里帆とウエディングドレスの下見に行く予定なんだ」

「それは楽しみですね」

　そんな会話をして食事を終える。空港内のブリーフィングルームで打ち合わせをしていると、事務所内が慌ただしくなった。

　降り積もった雪の影響で、着陸しようとした航空機がスリップしたとの情報が入る。滑走路を外れ、そのまま動けなくなってしまったようだ。

「あちゃー」と芦沢が顔をしかめる。

「動けなくなった場所が悪いですね。これじゃあ、複数の滑走路が閉鎖だ」

「ただでさえ悪天候なのに、大幅な遅れが出るな」

　運航管理者とともに日本のオフィスとやりとりし情報収集する。色々手は尽くしたが、出発は翌日にずれ込むことになった。

　ため息をつきながらスマホを見る。十五時間の時差があるため、日本は真夜中だ。『滑走路の閉鎖で帰国が一日ずれることになった』とメッセージを送っておく。

　返信はこないだろうと思っていたのに、すぐに里帆から電話がかかってきた。

「悪い。起こしたか」と謝ると、電話の向こうから『たまたま目が覚めて』と少し寝ぼけた声が聞こえた。

　寝起きの里帆の声は、いつもより舌っ足らずでやわらかい。

『荒天のうえに滑走路が閉鎖なんて、大変ですね』

　予定が狂ったというのに、ひと言も責めずに俺をねぎらってくれる。

「ドレスの打ち合わせがあったのに、帰れなくて悪い」

『謝らないでください。翔さんはなにも悪くないんですから。それに、パイロットの使命は乗客を安全に目的地へ運ぶことですから、予定がずれるのは仕方ないです』

「それでも、せっかく人気のアトリエの予約がとれたのに」

『大丈夫ですよ。キャンセルするのはドレスショップの方に悪いので、私ひとりで行ってきます』

　里帆はなんでもないことのように優しい声で言う。

　パイロットという仕事上、様々な事情で予定が崩れるのはよくあることだ。それでも里帆のそばにいられないことに、歯がゆさを感じる。

　きっと結婚してからも、こういうことは何度も起きるだろう。そのたびに里帆は『大丈夫ですよ』と笑ってくれるのだろう。ありがたいことなのに、胸が痛む。

「なぁ、里帆。もっとわがままを言っていいんだぞ」

『わがまま？』

「家に着いたら土下座して謝れとか、高価なブランド物を買ってこいとか、なんでも言うことを聞けとか……」

　俺の言葉を聞いて、里帆がくすくすと笑った。しばらく考えたあと、『じゃあ、ひとつだけ』と切り出された。

「なんだ？」

『好きだよって、言ってください』

　そう言われ、胸に愛おしさが押し寄せる。

　考えた結果のわがままがそれって。かわいすぎるだろ。今すぐ里帆のもとへ飛んでいって、抱きしめたい衝動にかられる。

「好きだよ、里帆。愛してる」

　静かにそう言うと、『うん、私も』と電話の向こうの里帆が幸せそうに笑った。

「ドレスを試着した里帆を見たいから、写真を撮っておいてくれるか？」

『わかりました。じゃあ友達に付き合ってもらって、写真をお願いしようかな』

「それがいいな。たくさん撮ってもらってくれ」

　そんな会話をしてから、「おやすみ」とささやいて電話を切った。

　会社が用意してくれたホテルの部屋で休息を取り、翌日早朝に出発できることになった。

　時差の関係で到着するのは日本時間で明日の午後だ。ドレスショップの予約は十五時までの予定だった。入国手続きをして、業務報告をして着替えて……と考えると、まっすぐ向かったとしても時間内に到着するのは難しいだろう。

　悔しいな。ドレス姿の里帆を見たかったのに。

　遠く離れたところにいる彼女を思い、ため息をついた。




　翌日、シカゴからのフライトを終え無事東京に帰ってきた。風のおかげで予定よりも一時間近く早く到着できた。

「うまく偏西風を避けられたので、思ったより早く到着できましたね」

　芦沢の言葉にうなずきながら入国審査を受けるためにクルー専用の通路へ向かう。税関を通りひと息ついてスマホを見ると、里帆からメッセージが届いていた。

「は……？」

　それを読んで驚きの声が漏れた。

「どうしたんですか？」

　俺の動揺に気づいた芦沢が、横からスマホをのぞき込む。

「里帆が、森野さんと一緒にドレスの試着に行くって……」

「え。あの曲者ディレクターと？」

　たしかに、写真を撮るために友達に付き合ってもらおうかなとは言っていたが、よりによってあいつを誘うなんて。

　俺以外の男が里帆のドレス姿を見ているのかと思うと、嫉妬が込み上げてきた。




◇◇◇




　ウエディングドレスを着た私が試着室のカーテンを開けると、待っていた森野くんが歓声をあげた。

「やっぱり似合う！　すごくかわいい！」

　満面の笑みで言って、カメラのシャッターを連打する。

「さっきのプリンセスラインのゴージャスなのもよかったけど、やっぱり蒼井は上品なドレスが似合うな」

「本当？」

　私が照れながらたずねると、森野くんが力強くうなずいた。試着を手伝ってくれたスタッフの女性も同意するように微笑む。

「森野くんはセンスがいいから、色々アドバイスをもらえて助かる。ありがとう」

　今日のドレスの打ち合わせは、翔さんとふたりで来るはずだった。けれど、シカゴでの悪天候とトラブルで翔さんの帰国が一日ずれてしまった。

　それを取材中の森野くんに伝えると『僕でよければついてってあげるよ』と言って、立派なカメラを持参して来てくれたのだ。

「写真、こんな感じでどう？」

　森野くんが持つカメラのディスプレイを見る。ドレスを着た私はまるで別人のように綺麗だった。

「すごい。さすが森野くん、写真を撮るのうまいね」

「いや、被写体がいいからだろ。この写真見たら、矢崎さんますます蒼井に惚れちゃうんじゃない？」

「そんなこと……」

　にやにやと笑われてうつむくと、頬をつねられた。

「かわいー。照れて真っ赤になってる。いいなぁ、ラブラブで」

　そんなやりとりをしていると、足音が近づいてきた。そして扉の向こうから、「あの、お客様……！」と慌てた声がする。

「なんだろう」とふたりで顔を見合わせたとき、個室のドアが開いた。

　入ってきた人物を見て目を見開く。

「里帆！」

　息を切らしてやってきたのは、パイロットの制服姿の翔さんだった。

「え、翔さん？」

　翔さんは飛行機の遅延で間に合わないって言っていたのに……。

　きょとんとしていると、森野くんに頬をつねられている私を見た翔さんが表情を険しくする。広い歩幅でこちらに近づくと、私の腰に腕を回し強引に抱き寄せる。

　奪い返すように私を胸に抱いて、森野くんを見下ろした。

「里帆は俺の婚約者だ。気安く触るな」

　翔さんは低い声で言い、森野くんを睨む。真剣なまなざしがかっこよくて心臓が大きく跳ねる。

　翔さんに見据えられた森野くんは、ごくりとつばをのみ込んだあと、ぷるぷると震えながら口を開いた。

「……か、かっこいいっ！」

　裏返った高い声が響き、翔さんが虚を突かれたように瞬きをする。

「イケメンが独占欲むき出しで威嚇してくるとか、最高なんだけど……っ！　なにこのご褒美！」

「は？」

「それにパイロットの制服、凜々しすぎ。きゅっと締められたネクタイは禁欲的だし、ジャケット越しでもわかる厚い胸板とか、引きしまった腰回りとか、至近距離で見るとたまらないんですけど！　もう無理、僕直視できない！」

　森野くんは早口でまくしたてる。

「森野くん、ちょっと落ち着いて。素が出ちゃってるよ」

　私が森野くんに苦笑しながら声をかけると、翔さんは「素？」と困惑した表情でこちらを見た。




　お店のスタッフさんが「次の予約までまだ時間があるのでごゆっくりどうぞ」と言い、アトリエ内の応接スペースに案内してくれた。

　ソファに座り落ち着いて事情を話すと、翔さんが納得したように息を吐き出した。

「里帆は森野さんのことを『性別を気にせず話せる』と言っていたけど、そういうことだったのか」

「はい。森野くんは恋愛対象が男性なので、男友達というか頼れるお姉さんみたいな存在なんです」

「そうとは知らず、思い切り嫉妬して焦った……」

　翔さんは私のメッセージを見て、慌てて空港からここへ駆けつけてくれたらしい。風向きのおかげで予定より早く着き、業務報告を最速で済ませ、着替えもせずにタクシーに飛び乗ったそうだ。

　取り乱した翔さんの表情を思い出し、胸がきゅんと音をたてる。

　真剣な顔で扉を開けた制服姿の翔さん、本当にかっこよかった……。なんて思いながらも、翔さんに謝る。

「すみません、ちゃんと説明しておけばよかったですね」

「いや。勝手に誤解した俺も悪い。シカゴに発つ前に空港で話したときも違和感はあったんだ」

　ため息まじりに言った翔さんに、森野くんが「うそ」と口元を手で隠す。

「僕、仕事中は男らしく振る舞っているのに、バレてました？」

「やけにじろじろ見られて、値踏みされているなと思ってました」

「すみません。いい男を見ると、ついつい観察しちゃうんですよね。でも安心してください。友人の男には手を出さない主義なので」

　その言葉に翔さんは苦笑いする。

「でも、里帆のドレス姿を見られてよかった」

　そう言って、翔さんが私を見つめる。

　大きく開いたデコルテや胸元、しまったウエストのデザイン。そして大きく広がる純白のレース。ひとつひとつをじっくりと見てため息をこぼす。

「すごく綺麗だ」

　甘い声でそう言われ、頬が熱くなった。

「ほかにも色々試着したんですよ。これ蒼井の写真です」

　森野くんが翔さんにカメラを手渡す。

　翔さんは「ありがとうございます」と受け取って、背面についたディスプレイを見つめる。けれど、その表情が少しずつ曇っていった。

「翔さん？」と私が声をかけると、彼は小さく首を横に振る。

「今日この場に遅れたのは俺の仕事のせいだし、森野さんは里帆の友人で写真を撮ってくれただけだってわかってる。それなのに、この綺麗な里帆のドレス姿を俺よりも先にほかの人に見られたのかと嫉妬してしまう自分がいやになる」

　翔さんが嫉妬してくれたなんて。驚きと嬉しさで頬が熱くなる。

「悪い。こんなことで嫉妬するなんて、狭量すぎるよな」

「そんなことないです。嬉しいです」

　必死に首を横に振ると、翔さんが「本当に？」とこちらを見た。うなずいて見つめ合う。すると、見ていた森野くんが怒り出した。

「もう！　ラブラブでうらやましすぎるんだけど！」

「あ、ごめん」

　森野くんの存在を忘れかけていた。慌てて謝ると、彼はあきれた顔をする。

「ほんと、蒼井と矢崎さんはお似合いですよ。蒼井も矢崎さんに負けないくらい、嫉妬深くて独占欲が強いし」

「森野くん！」

　慌てて口止めしようとしたけれど、翔さんは「里帆が嫉妬深い？」と聞き返す。

「蒼井の婚約者として矢崎さんにもテレビに出演してほしいって頼んだら、蒼井は『翔さんがテレビに出たら、みんなが彼を好きになっちゃうから絶対にだめ！』って交渉すらさせてくれなかったんですよ」

「里帆がそんなことを？」

　翔さんが驚いた表情で私を見た。私は両手で顔を隠し、恥ずかしさに肩をすぼめる。

「すみません。心が狭くて……」

「いや。俺も、真剣な表情で働く里帆の姿がテレビで放送されたら、その魅力に惹かれる男たちが増えてしまうんじゃないかって心配していた」

「うそ」

　手から顔を上げ、見つめ合う。

　お互い同じようなことを考えていたなんて。目線を合わせ思わず噴き出した。

「俺たちは、お互いにもっとわがままになってもいいのかもしれないな」

「そうですね」と笑い合う。

「じゃあ翔さん、ひとつわがままを言ってもいいですか？」

「もちろん」

「制服姿の翔さんの写真を撮らせてください」

　そう言うと、翔さんが「俺の写真？」と瞬きをした。

「前から翔さんの制服姿の写真が欲しいなと思っていたんです。でもパイロットの制服は会社でクリーニングに出すから家に持ち帰らないし、ターミナルビルで偶然会ったとしても写真を撮りたいなんてお願いできないし……」

「里帆はパイロットの制服が好きなのか？」

「違います！　パイロットの制服じゃなく、制服を着ている翔さんが好きなんです。真剣な表情で操縦桿を握る翔さんが、世界で一番かっこいいから」

　頬を熱くしながら言う私を見て、翔さんは「はは」と声をあげて笑った。

「そんなことでいいならいくらでも」

「せっかくだから、ふたりで並んだところを撮ってあげようか」

　森野くんの提案に、アトリエのスタッフさんが「もしよかったら」と綺麗なシャンデリアのあるエントランスへ案内してくれた。

　ただスマホで写真を撮らせてもらえればそれでいいと思っていたのに、大掛かりになって驚く。けれど翔さんの隣に並べるのが嬉しくて、自然と笑みがこぼれた。

「撮れたよ。こんな感じでどう？」

　森野くんがカメラを見せてくれた。

　凜々しい制服姿の翔さんと、純白のウエディングドレスを着た私が写真の中で寄り添っていた。やっぱり制服を着た翔さんはかっこよくて、胸がときめく。

「ありがとう森野くん。この写真、宝物にする」

　私が笑顔でお礼を言うと、隣にいる翔さんが意地悪な流し目をこちらに向けた。

「宝物って。実物の俺がいつもそばにいるのに、写真の方がいいんだ？」

「いえ、そういうわけじゃなくて、制服姿の翔さんは貴重だから……っ」

　慌てて首を振ったけれど、森野くんも一緒になって私をからかう。

「じゃあ、家で制服を着てもらえばいいじゃん。かっこいいパイロットの矢崎さんといちゃいちゃし放題だよ。うらやましい」

「な、なに言ってるの。パイロットの制服は、たくさんの命を預かる責任と誇りの象徴なんだから、そんな邪よこしまなことできるわけ……！」

「そのわりに顔が真っ赤だけど。想像したことあるんじゃないの？」

「そんなこと……っ」

　必死に言い返そうとすると、翔さんが私の耳元でささやいた。

「里帆は制服姿の俺と、いちゃいちゃしたくないんだ？」

　艶のある低い声が鼓膜を震わせ、全身の血が沸ふっ騰とうするかと思った。

「もう、そんなこと言われたら心臓が止まっちゃうから、やめてくださいっ！」

　泣きそうになりながら叫ぶ。動揺する私を見て、翔さんと森野くんは楽しげに肩を揺らして笑った。

　その後、森野くんはテレビの取材について翔さんに詳しく説明してくれた。

　私を美人管制官とおもしろおかしく持ち上げるのではなく、航空管制の仕事の重要性と、誇りを持って働く女性の姿を紹介するための番組だと聞いて、翔さんも安心したようだった。

「ぜひ里帆を撮影した映像をください」

「もちろん、ディレクターズカット版でたっぷりと」

　すっかり意気投合し真顔で話し合うふたりを見て、私は苦笑いしてしまった。




　ドレスショップのスタッフのご厚意で、予定の時間をオーバーしてゆっくりドレスを選ばせてもらった。翔さんの意見も聞き、豪華なレースをたっぷり使ったＡラインのウエディングドレスをオーダーすることに決めた。

　ちなみに翔さんは光沢のある黒のタキシードにする予定だ。たくましくて色っぽい彼のタキシード姿は絶対にかっこいい。式は半年後だけど、今からすごく楽しみだ。

　翔さんのマンションに帰り、ひと息つく。

「翔さん、本当にお疲れさまでした。お風呂に入りますか？　それとも、なにか食べます？」

　コートを脱ぎながらたずねると、翔さんの腕が私の腰に回った。きょとんとしている間に、膝裏に手を入れ抱き上げられる。

　床から足が浮き「きゃ」と声を漏らすと、翔さんが私を見て小さく笑った。

「それよりも、ベッドに行こう」

「え、ベッド……？」

　戸惑う私を抱いたまま、彼はベッドルームへと進む。そして広いベッドに私を寝かせると、片手を私の顔の横につき色っぽい表情でこちらを見下ろした。

　上品でストイックな黒いパイロットの制服を身に着け私を組み敷く翔さんは、ぞくぞくするほど煽情的でかっこいい。

「仕事で到着が遅れたお詫びに、制服姿でたっぷり甘やかしてやるよ」

　翔さんは私の耳元でそう言う。その魅惑的な声に、体の奥が熱くなる。

「あ、甘やかすって……」

　戸惑いと期待でのどがごくりと鳴った。どうしよう。ドキドキしすぎて心臓が破裂してしまいそうだ。

　翔さんは私の瞳の奥をのぞき込むようにしてささやいた。

「好きだよ、里帆」

「翔さん……」

「俺はパイロットだから、これからもトラブルで大事な約束を破ってしまうかもしれない。里帆になにかあってもすぐに駆けつけられないかもしれない」

　その言葉に「はい」とうなずく。

「わかってます。私はパイロットという仕事に誇りを持つ翔さんを好きになったんです。だから、この先予定通りにいかないことがあっても、わがままを言ったりしません」

　そう言った私に、翔さんは「バカ」と小さく笑った。目を細め、優しい表情で私を見つめる。

「わがままを言っていいんだ。さみしいときやつらいときは我慢せず伝えてほしい。俺たちはこれからずっと一緒に生きていくんだから」

「翔さん……」

「空の上では乗客の命を一番に考えるけど、地上に降りたら心も体もすべて君のものだ」

　その言葉が嬉しすぎて涙ぐむ。

　触れるだけのキスをされたかと思ったら、それはすぐに深くなった。唇の隙間を舌でなぞられ自然と口を開いてしまう。

　翔さんのキスに、理性が溶かされていく。潤んだ瞳で翔さんを見上げると、「かわいいな」と微笑んだ。

　キスに翻弄され夢中になっているうちに、彼の手は器用に動き私の服を取り去っていく。気がつくと、私は下着しかつけていなかった。

　それに対して彼の衣服はまったく乱れていない。きっちりと締められたネクタイに、金のウイングマークがついた黒のジャケット。上品でストイックな制服姿の翔さんが、こちらを見ながら私の足を持ち上げつま先にキスをしてくれる。

　その唇が足首、ふくらはぎ、内ももと、じらすようにゆっくりと移動していく。その光景を見ているだけで、体の奥がぞくぞくと震えた。

　みんなの憧れのパイロットである翔さんと、こんないやらしいことをしているなんて。背徳感と優越感が込み上げてきて、頭がくらくらする。

　翔さんの長い指が私の肌の上をなぞる。

　いつも操縦桿を握り大きな飛行機を自在に操る彼の手に愛撫されているんだと思うと、激しい快楽が体を貫いた。

「あ……っ」と唇から甘い声がこぼれ、止まらなくなる。

「いつもよりすごいな。こんなに敏感になっているのは、この制服のせい？」

　私の足の付け根に触れた翔さんが意地悪な表情でこちらを見た。恥ずかしいのに気持ちがよくて、体の中心がきゅんきゅんとうずいてしまう。

「だって……、翔さんが好きだから……」

　泣きそうな声で言うと、翔さんはわずかに顔をしかめた。

「本当に、かわいすぎだろ」

　短い舌打ちとともにつぶやいた彼が、ジャケットを脱ぎ捨てネクタイを乱暴に緩める。理性をはぎ取り獲物を見据える猛獣のような色っぽい表情を見せる。

「里帆、愛してるよ」

　翔さんは本能のまま貪るように私を抱きながら、そうささやいてくれた。

　気持ちよくて幸せで、涙が込み上げてくる。

　私も愛してますと伝えたかったけれど、激しい快楽にぐずぐずにされ、うまく言葉にできなかった。










彼女と出会った日のこと




　俺がパイロットになったのは、自分の手で大きな旅客機を操縦し空を飛ぶことに憧れたから。

　日本ではなくアメリカの大学でパイロットのライセンスを取ったのは、厳しい実力主義の世界で自分の力を試したかったから。

　それまでずっと自分の努力と実力で人生を切り開いてきたという自負があった。望めば大抵のものは手に入った。だから、人や物に執着することはなかった。

　そんな俺がはじめて彼女に出会ったのは、二年前のことだった。




　当時アメリカの航空会社で働いていた俺は、ＮＹから東京へのフライトを終えターミナルビルの中を歩いていた。

　長時間の乗務と時差で疲れがたまり小さくあくびをしたとき、なにかと肩がぶつかった。

　驚いて前を向く。そこには華奢な女性がいた。身長差があるせいで、軽くぶつかっただけで彼女はバランスを崩し倒れそうになる。

　咄嗟に彼女の背中に手を回す。その拍子に手に持っていたパイロット制帽が床に落ちた。

　まるで抱き合うような体勢になり、自然と彼女と視線が合った。サラサラの髪に、白い肌。瞳は微かに茶色がかって澄んでいた。吸い込まれるような不思議な魅力のある、綺麗な人だと思った。

『失礼』

　ここは日本なのについ英語が口をついて出る。

　彼女は微笑み、『いえ、こちらこそすみません』と綺麗な英語で返してくれた。

　まいったな。外見だけじゃなく、声や笑い方まで好みだ。そう思いながら彼女の体を支えていた腕を離す。

　名前をたずねようと口を開きかけたとき、『矢崎機長、ホテルへのリムジンバスはこちらですよ』と声をかけられた。

　同行していた副機長やＣＡたちが少し離れたところで俺を待っていた。

『あぁ』

　うなずいて前を向くと、彼女が床に落ちた俺の制帽を拾ってくれていた。長く細い指で帽子を持ち上げ、優しくほこりを払う。

『こんなにお若いのに機長なんて、すごいですね』

　彼女は制帽を見下ろしながらため息をついた。

　その制帽のつばの部分には、金のモールの装飾がついている。制服の袖口の金の四本線とともに、機長である証だ。

『長時間のフライト、お疲れさまでした。Good-day.』

　彼女は制帽を俺に差し出し、ちょっといたずらっぽく微笑んだ。

　耳に心地よいやわらかな声。どこかで聞いたことがあるような気がして、勝手に鼓動が速くなった。

　俺が制帽を受け取ると、彼女はこちらに背を向け歩き出す。目の前で綺麗な髪がさらりと揺れた。

　あっけなく去っていく彼女を引き留めたくなった。もっと彼女の笑顔が見たい。彼女の声が聞きたい。そんな欲望が込み上げてきて戸惑う。

　思わず足を前に出しかけたとき、『矢崎機長、どうしました？』とじれたような声が聞こえた。

　そうだ。みんな長距離フライトで疲れていて早くホテルで休みたいのに、俺はなにをしているんだろう。我に返り小さく笑う。

『なんでもない。今行く』

　肩がぶつかり言葉を交わしただけの相手で、ほんの数分の短いやりとりだった。

　それなのに、彼女の笑顔と『Good-day.』という綺麗な声が耳から離れなかった。

　たぶん、ひと目惚れだったんだと思う。普段から女性に言い寄られることに慣れていた俺が、自分から追いかけたいと思ったのは彼女がはじめてだった。

　その後、日本の航空会社から引き抜きの打診を受けた。そのとき一番に頭に思い浮かんだのは、空港で一度だけ出会った彼女のことだった。

　日本で働けばまた彼女に会えるかもしれない。そんな気持ちが湧きあがる。

　自分の人生を変える大きな選択を、名前も知らない女性に左右されるなんて。どんなときも、自分の実力と努力で道を切り開きここまでやってきた俺らしくないと苦笑する。

　しかも相手は空港で一度言葉を交わしただけの名前も知らない女性。彼女がどこに住んでいるのかもわからないし、日本ではなく海外に住んでいる可能性だってある。

　そんな彼女とまた会える確率は限りなくゼロだろう。

　けれど、そんな望みのない期待をしてしまう自分が新鮮で、オファーを受けることにした。




　それからＯＪＡで機長として働きはじめたけれど、彼女に出会うことはなかった。

　再会できるわけがないとはじめからわかっていたし、そんな偶然を期待するほどバカでもない。

　そのまま一年近くたち、もう彼女の存在を忘れかけていた。

　そんなとき、乗務前にターミナルビルの中を歩いていると、『大丈夫だよ、泣かないで』という優しい声が聞こえてきた。

　思わずそちらを見た俺は、驚きで息をのんだ。

　迷子らしき金髪碧へき眼がんの少年に英語で優しく声をかけているのは、間違いなく彼女だった。少年の前でしゃがみ、目線を合わせて話しかけていた。

『この空港にはたくさんの人が働いているんだよ。そのみんなが協力してくれたら、ママはすぐに見つかるから安心して』

　そう言って、少年の頭をなでる。

　少年は目を真っ赤にしながらひっくひっくと肩を揺らし、彼女に問いかけた。

『お姉さんも、この空港で働いているの？』

『そうだよ』

　うなずいた彼女を見て驚く。

　まさか空港で働いているなんて。航空会社だろうか。それとも旅行代理店。美しい英語を話すから、インフォメーションかもしれない。

　そんなことを考える俺の前で、彼女は窓の外を指さした。

『お姉さんは、あの塔の上で働いているの』

　そこには、白く高い管制塔があった。

『塔の上にいるなんて、プリンセスみたいだね』

　少年の言葉に、『プリンセス？』と目を瞬かせる。

『うん、高い塔の上で暮らしている綺麗なプリンセス！』

　少年は青い目をキラキラさせて、ジッと彼女のことを見る。彼女ははにかむように微笑んだ。

『ありがとう。でも、私はあの塔の上でみんなを守っているんだよ』

『守ってる？』

『そう。みんなを乗せた飛行機が安全に旅ができるように、あの塔の上から見守っているの』

『すごい！　かっこいい！』

　目を輝かせた少年に、『そうでしょう？』といたずらっぽく笑う。

『さ、ママを捜しに行こうか』

　彼女は立ち上がると、すっかりご機嫌になった少年と手をつなぎ歩いていく。俺はしばらくその後ろ姿から視線を逸らせずにいた。

　まいったな。もう彼女のことは忘れたつもりでいたのに、ひと目見ただけでまたこんなに惹かれてしまうなんて。

　しかも、あの塔の上で働いているということは、彼女は管制官だったんだ。

　どうしてこんなにも彼女のことが忘れられなかったのか、ようやくわかった。タワーから離着陸の指示を出す彼女の声を、何度も聞いていたからだ。

　優しい口調だけど、凜として迷いのない指示をくれる彼女の声を、いつも耳にしていた。俺は出会う前から、彼女に惹かれていたんだ。

　奇跡みたいな偶然に、自然と口元が緩んだ。

　今まで望めば大抵のものは手に入った。だから、人や物に執着することはあまりなかった。

　そんな俺が、はじめて心から欲しいと思った。ちゃんと話してみたい。笑顔を見たい。そしてもっと彼女を知りたい。

　とはいえパイロットと管制官。無線越しにやりとりはあっても、実際の接点はほとんどない。

　名前さえわからない彼女とどうやって知り合えばいいんだろうと考える。

　まさかその一週間後、偶然フライト先のパリで出会うことになるなんて、そのときの俺は想像もしていなかった。




　ベッドの中で腕枕をしながら話すと、里帆が驚いて体を起こした。

「翔さんと私は、そんな前に出会っていたんですか？」

　信じられない、と目を丸くする。

「そうだよ。俺は里帆をずっと忘れられなかったのに、里帆は俺のことを覚えてもいなかったんだな」

　ちょっと意地悪な視線を向けると、里帆は「すみません……」と申し訳なさそうな顔をする。

「まぁ、たった一度言葉を交わしただけの名前も知らない相手を、覚えてろっていう方が無理な話だけどな」

「それでも翔さんはずっと私を想ってくれていたんですね」

「驚いたか？」

　里帆は「はい」とうなずいてから、俺の肩にこつんと額を当てる。

「こんなに素敵な人がずっと忘れずにいてくれたなんて、信じられないくらい嬉しいです」

　ベッドの中で抱き合い、くすくすと笑い合う。

「今考えると、奇跡みたいなタイミングだよな」

「奇跡、ですか？」

「もっと早く再会したとしても、里帆には恋人がいた。そのときにどんなに俺が口説いたって、真面目な里帆は相手にもしてくれなかっただろ？」

「そうかもしれませんね」と里帆もうなずく。

「それに、パリでひとりで落ち込んでいたときに翔さんと出会えなかったら、ミスをした過去を乗り越えられずに私は管制官を辞めていたかもしれません」

　その言葉が胸に響く。自分が彼女の救いになれたことが嬉しかったし誇らしかった。

　最初はひと目惚れだった。それから彼女を知るたびにどんどん惹かれ、なによりも大切な人になった。

　そんな里帆とこうやって一緒にいられることが、どれだけ幸福か実感する。

　ぎゅっと里帆の体を抱きしめると、彼女は腕の中からこちらを見上げた。

「翔さん。私を好きになってくれて、ありがとうございます」

　そう言って微笑む彼女の頬をなで、そっとキスをする。

「里帆こそ、俺の愛を受け入れてくれてありがとう」

　唇を離し、視線を合わせて微笑んだ。

　数カ月後、俺たちは結婚し夫婦になる。海が見える綺麗なチャペルで式を挙げる予定だ。

　教会の鐘の音が鳴り響く中、純白のドレスを着て微笑む里帆は、きっととても美しいだろう。想像するだけで幸せな気持ちで心が満たされる。

「ふたりで幸せになろうな」

「はい」

　くすくすと笑いながら、ベッドの中でじゃれ合うようにキスをする。

　これからの長い人生を、彼女と歩んでいけることが幸せで、胸がいっぱいになった。




ＥＮＤ










あとがき




　私、富永実み花かが仕事を終え管制塔から出ると、制限区域を分けるフェンスの前に矢崎機長が立っていた。私に気づいた彼は「お疲れ様」と声をかけてくれる。蒼井さんを待っているんだろう。相変わらず仲がよくてうらやましい。

「蒼井さんはもう少しで来ると思いますよ」

　私がそう言うと、矢崎機長は「ありがとう」と微笑んだ。

「そういえば、今年度の管制官採用試験の受験者が増えたらしいですよ。テレビに出演した蒼井さんに憧れて応募した人がたくさんいるって武地主幹が浮かれてました」

　世間話のつもりで言うと、矢崎機長の眉間にしわが寄った。

「ということは、里帆目当ての新人が入ってくるのか」と彼は真顔で言う。

「新人たちが変な気を起こさないように、牽制したほうがいいな。管制業務の見学を口実に、一度管制塔に顔を出して……」矢崎機長は深刻な口調でつぶやく。

　普段の自信と余裕に満ちた彼とは別人のような表情に驚いていると、「翔さん、なに言ってるんですか」と声が聞こえた。振り返ると蒼井さんが立っていた。彼女を見た途端、険しかった矢崎機長の視線が優しくなる。

「牽制なんて必要ないですからね」「里帆が魅力的すぎるから心配なんだよ」そう言い合うふたりを見て、私はため息をつく。

「人の前でいちゃいちゃしないでくださいよ。大体こんなハイスペックなバカップルを邪魔しようと思う人なんていないので、安心してください」

　私がそう言うと、蒼井さんは「バカップルじゃないから」と慌てて否定した。

「どこからどう見てもバカップルですよ」あきれ顔で突っ込みながらも、大好きな先輩の蒼井さんが幸せになれてよかったと小さく笑った。




　翔と里帆の恋はもちろん、ふたりを取り巻く賑やかな同僚たちを書くことができて、とても楽しかったです。

　ため息が出るほど色っぽいイラストを描いてくださったアヒル森下先生、担当の鶴嶋さんをはじめ、この本が出るまでにご助力いただいた皆様。心から感謝しています。

　そして、たくさんの本の中から本作を手に取ってくださり、ありがとうございました。またいつか違うお話でお会いできるように、これからも頑張ります。

きたみ まゆ
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